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チームジャパンの結束力が生んだ感動。

photo by  Hiroyuki Yakushi

1988年カルガリー大会に続き、カナダで冬季では2度目となる第21回オリンピック冬

季競技大会が、2月12日から28日までの17日間、バンクーバー市を中心に開催され、

世界のトップアスリートが集結する中、チームジャパンは国民の皆様の熱い声援に

支えられ、全力で競技に臨むことができました。

私どもJOCは、今後とも日本代表選手をはじめ世界のトップアスリートによる最高の

パフォーマンスを通し、オリンピックの感動とスポーツのすばらしさをより多くの国民の

皆様に感じていただけるよう、各競技団体と力を結集し、選手強化とオリンピックム

ーブメントの推進に努めてまいります。

今後とも、なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

竹田恆和
財団法人日本オリンピック委員会 会長

目次テ�ータ.indd   3 10.5.10   11:28:58 AM
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果敢に挑んだ  

05

カナダ・バンクーバーを舞台に展開された「第21回オリンピック冬季競技大会」。
この決戦の地に、205人（選手 94人・役員 111人）のチームジャパンが乗り込み、一丸となって世界を相手に激戦を繰り広げた。

その中にはメダルを掴んで歓喜した選手もいれば、一方で悔し涙を流した選手もいる。
すべての選手にそれぞれのドラマがあり、それは多くの人の胸を躍らせ、そして熱くした。
ここではその記憶に新しい、氷上の興奮、雪上の感動をいま一度振り返っておきたい。

第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー）
T h e  X X I  O l y m p i c  W i n t e r  G a m e s ，V A N C O U V E R  2 0 1 0
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『終わったときは悔しくて、でもメダルは嬉しくて…』

『メダルが欲しくてたまらなかった』

果敢に挑んだ17日間

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW iii ttttt hhh
GGGGG lllll ooooo wwwww iiiii nnnn ggggg 
HHHHHH eeee aaaaa rrrrr tttttttt ssssss

第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー） The XXI Olympic Winter Games，VANCOUVER 2010

スピードスケート男子500m銅メダリスト ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿加藤条治

スピードスケート男子500m銀メダリスト ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿長島圭一郎

巻頭テ�ータ.indd   7 10.5.10   11:53:36 AM



08

photo by  AFLO

photo by  AFLO

銅メダルを獲得後、嬉しさと悔しさの入り交じる気持ちで仰向けに倒れた加藤選手

加藤選手は、研ぎ澄まされた平衡感覚で、カーブを駆け抜けた

巻頭テ�ータ.indd   8 10.4.28   9:12:00 PM
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果敢に挑んだ17日間 第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー） The XXI Olympic Winter Games，VANCOUVER 2010

長島選手の闘志と気迫に満ち溢れるラン

WWWWWWWWWWWWWW iiiiii tttttttttt hhhhhhhhhhhh 
GGGGGGGGGGGG llllll oooooooo wwwwww iiiii nnnnnnnn ggggggg 
HHHHHHHH eeeeee aaaa rrrrrr ttttttt ssssss

photo by  AFLO
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果敢に挑んだ17日間

『
日
本
初
の
メ
ダ
ル
。

そ
れ
を
誇
り
に
思
う
』 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
シ
ン
グ
ル
銅
メ
ダ
リ
ス
ト ________________________________________

髙
橋
大
輔

第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー） The XXI Olympic Winter Games，VANCOUVER 2010

photo by  Hiroyuki Yakushi

WWWWWWWWWWWWWWWW iiiiiiiiiiiiiiiii ttttttttttttttttt hhhhhhhhhhhhhh 
GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGG lllllllllllllllllllllllllllllllll ooooooooooooooooooooooooooooooooooo wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn ggggggggggggggggggggggggggggg  
HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa rrrrrrrrr ttttttttttt sssssss
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『
長
い
よ
う
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の

4
分
間
で
し
た
』

フィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
シ
ン
グ
ル
銀
メ
ダ
リ
ス
ト ______________________

浅
田
真
央

果敢に挑んだ17日間 第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー）The XXI Olympic Winter Games，VANCOUVER 2010

W i t h
G l o w i n g
H e a r t s
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photo by  AFLO

『メダルが欲しかった。 4度目のオリンピックでその原点に戻れた』
スピードスケート女子チームパシュート銀メダリスト 田畑真紀

『私の脚がもう少し長ければ…』
同 穂積雅子

巻頭テ�ータ.indd   14 10.4.28   4:03:26 PM
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photo by  AFLO

photo by  AFLO

『自分の成長を感じながら駆け抜けたオリンピックだった』
同 小平奈緒

果敢に挑んだ17日間 第21回オリンピック冬季競技大会（2010／バンクーバー）The XXI Olympic Winter Games，VANCOUVER 2010

W i t h
G l o w i n g
H e a r t s

巻頭テ�ータ.indd   15 10.5.10   0:01:50 PM
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チチチチ
ーーー
ムムム
ジジジジ
ャャャ
パパパパパ
ンンン
がが
残残残残
ししし
た
足
跡

フリースタイルスキーの新鋭遠
藤尚選手。日本の男子モーグ
ルで、オリンピック史上最高位
の7位入賞を果たした

photo by  AFLO

94人の存在証明テ�ータ.indd   17 10.5.11   6:50:39 AM
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目標にした団体メダルへは届かずも、ベテラン葛西が健闘。

photo by  PHOTO KISHIMOTO

ノーマルヒルは出遅れた葛西選手だが、ラージ
ヒルからは大ジャンプを取り戻す。「戦えるのに、
辞めるわけにはいかない」と、現役続行を決意 SKI JUMPING

[ ]ジャンプ
スキー

94人の存在証明テ�ータ.indd   18 10.4.28   4:12:47 PM
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photo by  AFLO

（左）昨年の世界選手権で銅
メダルを獲得した団体は、
全選手が2本目の飛距離を
伸ばすチームワークで5位。
（左から）葛西、栃本、竹
内、伊東選手（下左）個人
戦は、全員が微妙な追い
風に苦しめられた。調子は
まずまずだが試合で力を出
し切れなかった竹内選手
（下中）わずかなズレもあり、
爆発できなかった伊東選手
（下右）調子が戻らず出場
機会無しに終わった岡部選
手の練習風景

個人戦では「シックリこない」と首を捻り続けていた20歳の栃本選手。3番手として出場した団体では128m、132mとジャンプを揃え、大舞台での度胸の良さを取り戻した

SKI JUMPING果敢に挑んだ17日間

9
9
8
年
長
野
大
会
以
来

の
メ
ダ
ル
奪
還
を
狙
っ
た

チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
。
1
月
後
半
か
ら

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
、
入
念
な
調
整
を
行
っ
て
臨
ん

だ
が
、
最
初
の
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
個
人

は
伊
東
大
貴
選
手
の
15
位
が
最
高
。

ウ
ィ
ス
ラ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
台
に
吹
く

風
を
す
ぐ
に
は
掴
め
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
意
地
を
見
せ
た
の
が

ベ
テ
ラ
ン
葛
西
紀
明
選
手
だ
っ
た
。

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
は
助
走
の
滑
り
に

苦
し
ん
だ
が
、
次
の
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
ま

で
に
は
そ
れ
も
克
服
。
1
本
目
こ
そ

急
に
低
く
な
っ
た
ス
タ
ー
ト
ゲ
ー
ト

へ
の
戸
惑
い
と
弱
い
追
い
風
に
押
さ

れ
て
21
位
に
と
ど
ま
る
も
、
2
本
目

は
さ
ら
に
ゲ
ー
ト
が
低
く
な
っ
て
も

1
3
5
m
の
大
ジ
ャ
ン
プ
で
8
位
に

順
位
を
上
げ
た
。

「
優
勝
者
シ
モ
ン
・
ア
マ
ン
選
手
（
ス

イ
ス
）
は
1
3
8
m
だ
か
ら
、
彼
以

外
の
選
手
と
は
戦
え
る
レ
ベ
ル
く
ら

い
に
な
っ
た
と
い
う
自
信
が
つ
い
た
」

　

1
本
目
も
同
じ
く
ら
い
飛
ん
で
い

れ
ば
銅
メ
ダ
ル
だ
っ
た
と
い
う
悔
し

さ
は
あ
る
が
、
大
舞
台
で
世
界
レ
ベ

ル
ま
で
調
子
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
結
果
で

日
本
チ
ー
ム
は
92
年
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ

ル
大
会
か
ら
続
く
個
人
戦
連
続
入
賞

記
録
を
更
新
し
た
。

　

調
子
が
戻
ら
な
か
っ
た
岡
部
孝
信

選
手
が
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
た
団
体

戦
は
、
葛
西
選
手
の
健
闘
で
5
位
。

だ
が
現
役
続
行
を
明
言
し
た
葛
西
選

手
だ
け
で
な
く
、
伊
東
選
手
や
初
出

場
の
竹
内
択
選
手
や
栃
本
翔
平
選
手

が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
始
め
れ
ば
、

復
活
は
あ
る
は
ず
だ
。

1葛西紀明 Noriaki Kasai
（1972年6月6日生まれ） 

ノーマルヒル 17位
ラージヒル 8位

伊東大貴 Daiki Ito
（1985年12月27日生まれ） 

ノーマルヒル 15位
ラージヒル 20位

竹内 択 Taku Takeuchi 
（1987年5月20日生まれ） 

ノーマルヒル 34位
ラージヒル 37位

栃本翔平 Shohei Tochimoto 
（1989年12月21日生まれ）

ノーマルヒル 37位
ラージヒル 45位

岡部孝信 Takanobu Okabe
（1970年10月26日生まれ） 

※ 不出場

日本代表チーム
（葛西、伊東、栃本、竹内）
ラージヒル団体 5位

日 本 代 表 選 手 団 記 録

94人の存在証明テ�ータ.indd   19 10.5.10   0:12:03 PM
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エース小林が入賞。団体は実力の差を見せつけられる。

（上左）高橋選手は団体の前半ジャンプで136.5m
の大ジャンプで貢献（上）小林選手はノーマルヒ
ル後半のクロスカントリーで残り1km付近でトップ
に立つ果敢な走りを見せて7位入賞を果たした

（左）ラージヒルで日本勢最高の9位に入った渡部
選手（下）09年2月の世界選手権で個人2種目で一
桁順位を記録していた湊選手はラージヒルに出場

加藤選手はノーマルヒル、ラージヒ
ルの両方に出場するも入賞ならず

NORDIC COMBINED

き
ず
、
順
位
を
2
つ
落
と
し
6
位
に

終
わ
っ
た
。

　

団
体
終
了
後
、高
橋
選
手
が「
持
っ

て
い
る
力
は
出
し
切
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、

選
手
た
ち
は
各
々
、
力
は
出
し
た
上

で
の
結
果
だ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
ま
ず
は
個
人
種
目
で
上
位

争
い
が
で
き
る
実
力
を
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
た
大
会
と
な
っ
た
。

そ
れ
が
団
体
を
戦
う
上
で
も
、
今
後

の
課
題
と
な
る
。

健
闘
。団
体
へ
希
望
を
繋
い
だ
。ノ
ー

マ
ル
ヒ
ル
に
続
い
て
行
わ
れ
た
の
が
、

最
も
期
待
の
か
か
っ
た
団
体
。
小
林

選
手
、
渡
部
暁
斗
選
手
に
加
え
、
高

橋
大
斗
選
手
、
加
藤
大
平
選
手
の

4
名
が
出
場
し
た
。
前
半
の
ジ
ャ
ン

プ
で
4
位
と
好
位
置
に
つ
け
、
後
半

の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
は
一
走
に
加

藤
選
手
、
二
走
に
高
橋
選
手
、
三
走

に
渡
部
選
手
、
ア
ン
カ
ー
小
林
選
手

の
オ
ー
ダ
ー
。
だ
が
、
ス
タ
ー
ト
直

後
か
ら
果
敢
に
飛
び
出
す
強
豪
国
の

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で

年
2
月
、
チ
ェ
コ
・
リ
ベ
レ

ツ
で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権

の
団
体
で
14
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
。
今
大

会
で
も
、
94
年
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
大
会

で
の
団
体
金
メ
ダ
ル
と
河
野
孝
典
選

手
の
個
人
銀
メ
ダ
ル
以
来
の
メ
ダ
ル

を
目
標
に
掲
げ
て
臨
ん
だ
。
河
野

コ
ー
チ
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
で

は
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て

チ
ー
ム
の
士
気
を
盛
り
上
げ
た
。

　

最
初
の
種
目
、
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で

は
小
林
範
仁
選
手
が
7
位
入
賞
と

小林範仁 Norihito Kobayashi
（1982年5月4日生まれ） 

ノーマルヒル ７位
ラージヒル 27位

渡部暁斗 Akito Watabe
（1988年5月26日生まれ） 

ノーマルヒル 21位
ラージヒル 9位

加藤大平 Taihei Kato
（1984年7月30日生まれ） 

ノーマルヒル 24位
ラージヒル 30位

湊 祐介 Yusuke Minato
（1985年3月15日生まれ） 

ラージヒル 26位

高橋大斗 Daito Takahashi
（1980年12月16日生まれ） 

ノーマルヒル 27位

日本代表チーム
（小林、高橋、加藤、渡部） 
ラージヒル団体 6位

昨

[ ]ノルディック複合
スキー

日

本

代

表

選

手

団

記

録

photo by  PHOTO KISHIMOTO photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO
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チームスプリントにはト
リノ大会8位と同じコン
ビ、夏見選手（上左）
と福田選手（上右）が
出場したが、連続入賞
はならなかった（左）成
瀬選手は男子50kmな
どに出場（下）初出場
の18歳、柏原選手にとっ
て次につながる経験と
なった

男子スプリントのエース恩田選手は準々
決勝で敗退した

一時は30位前後まで落ちたが持ち前の粘り強さで追い上げ5位入賞の石田選手

CROSS
COUNTRY SKIING

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
今
回
最

多
の
12
種
目
が
行
な
わ
れ
る

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
日
本
唯
一
の

入
賞
を
果
た
し
た
の
が
、
30
㎞
ク
ラ

シ
カ
ル
の
石
田
正
子
選
手
の
5
位
。

こ
れ
は
日
本
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

全
種
目
を
通
じ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上

最
高
の
成
績
で
あ
る
。

　

石
田
選
手
は
2
0
0
7
年
の
札

幌
世
界
選
手
権
30
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
13

位
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ェ
コ
・
リ
ベ

レ
ツ
世
界
選
手
権
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

8
位
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ト
ロ
ン
ハ
イ

ム
で
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
30
㎞
ク
ラ

シ
カ
ル
3
位
な
ど
、
次
々
と
日
本
最

高
順
位
を
塗
り
替
え
て
き
た
。「
誰

よ
り
も
多
い
」
と
言
わ
れ
る
練
習
量

に
裏
打
ち
さ
れ
た
着
実
な
歩
み
は
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
も
と
ど
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
監
督
、
コ
ー
チ
、
ワ
ッ

ク
ス
マ
ン
な
ど
の
人
数
が
海
外
の
強

豪
国
の
半
分
以
下
に
過
ぎ
な
い
。
少

数
な
が
ら
役
割
を
兼
務
し
つ
つ
試
合

に
備
え
た
。
30
㎞
の
レ
ー
ス
中
、
石

田
選
手
か
ら
「
ス
キ
ー
板
が
上
り
で

止
ま
ら
な
い
」
と
報
告
を
受
け
る
と
、

雪
質
に
適
し
た
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
た

ス
キ
ー
板
を
俊
敏
に
用
意
。
5
位
入

賞
は
チ
ー
ム
全
体
の
勝
利
で
も
あ
っ

た
。

　

一
方
、
近
年
の
大
会
で
好
成
績
を

残
し
て
き
た
ス
プ
リ
ン
ト
系
の
種
目

で
は
、女
子
の
夏
見
円
選
手
が
27
位
、

男
子
の
恩
田
祐
一
選
手
が
17
位
な
ど
、

実
力
を
出
し
切
れ
な
い
結
果
に
。
ソ

チ
大
会
に
向
け
て
強
化
を
進
め
、
ス

プ
リ
ン
ト
種
目
で
は
巻
き
返
し
を
図

り
、
そ
し
て
初
の
メ
ダ
ル
を
目
指
し

た
い
。

恩田祐一 Yuichi Onda
（1980年6月24日生まれ） 

男子スプリント 17位

成瀬野生 Nobu Naruse
（1984年7月8日生まれ） 

男子15km 49位
男子パシュート15kmC＋15kmF 39位
男子50km 35位

男子日本代表チーム 
（恩田、成瀬） 
男子チームスプリント 13位

石田正子 Masako Ishida
（1980年11月5日生まれ） 

女子30km 5位
女子パシュート7.5kmC＋7.5kmF 20位

夏見 円 Madoka Natsumi
（1978年7月2日生まれ） 

女子スプリント 27位
女子30km 31位

福田修子 Nobuko Fukuda
（1980年7月29日生まれ） 

女子10km 52位

柏原理子 Michiko Kashiwabara
（1991年3月14日生まれ） 

女子10km 61位

女子日本代表チーム
（石田、夏見、福田、柏原） 
女子4×5kmリレー 9位

女子日本代表チーム
（夏見、福田） 
女子チームスプリント 13位

石田が日本人過去最高の5位入賞。
期待のスプリントは低調に終わる。

冬

[ ]クロスカントリー
スキー

CROSS COUNTRY
SKIING

NORDIC COMBINED果敢に挑んだ17日間

日 本 代 表 選 手 団 記 録
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photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO
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海外のトップクラスに劣らないスピードで見事7位入賞を果たした遠藤選手

初出場の村田選手は「今シーズンでいちばんよかったです」と自ら語る滑
りを見せて8位入賞。ソチ大会へ向けて飛躍が期待される

（上左）1998年の長野大会から数え、オリン
ピック4度目の出場となった附田選手（上中）
初出場の西選手（上右）予選トップのタイ
ムをマークした尾﨑選手（下）全員が決勝
に進んだ女子では伊藤選手が予選15位から
3つ順位を上げて12位の結果を残した（右）
里谷選手は決勝で転倒したが果敢な滑りに
会場から拍手が送られた

photo by  AFLO

photo by  AFLOphoto by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO
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上村は4大会連続入賞。ホープ遠藤&村田が入賞でソチへつなぐ。

FREESTYLE SKIING果敢に挑んだ17日間

FREESTYLE SKIING

リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
モ
ー
グ
ル

で
最
も
注
目
を
集
め
た
の

は
、
07

｜

08
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
種
目
別
総
合
優
勝
を
な

し
遂
げ
、
2
0
0
9
年
に
は
猪
苗
代

で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
て
い
る
上
村
愛
子
選
手

だ
っ
た
。

　

女
子
は
、
開
会
式
の
翌
日
と
な
る

13
日
に
実
施
。
予
選
で
5
位
に
つ
け

て
迎
え
た
決
勝
だ
っ
た
が
、
上
村
選

手
は
得
意
と
す
る
タ
ー
ン
で
わ
ず
か

に
ミ
ス
が
出
て
4
位
と
な
り
表
彰
台

に
は
届
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
初

出
場
の
長
野
大
会
か
ら
7
、6
、
5
、

4
位
と
一
つ
ず
つ
順
位
を
上
げ
て
の

4
大
会
連
続
入
賞
で
あ
る
。
長
期
間

に
わ
た
り
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

い
る
証
で
あ
り
、
称
賛
に
値
す
る
結

果
だ
っ
た
。

　

上
村
選
手
に
加
え
、
5
大
会
連
続

出
場
の
里
谷
多
英
選
手
、
ト
リ
ノ
大

会
に
続
き
連
続
出
場
の
伊
藤
み
き
選

手
な
ど
4
人
全
員
が
決
勝
に
進
出
。

そ
の
中
で
、
19
歳
で
初
出
場
と
な
っ

た
村
田
愛
里
咲
選
手
が
美
し
い
エ
ア

を
決
め
て
8
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

女
子
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
男
子
で

も
、
4
大
会
連
続
出
場
の
附
田
雄
剛

選
手
、
初
出
場
の
西
伸
幸
選
手
ら
3

選
手
が
決
勝
に
進
み
、
同
じ
く
19
歳

の
遠
藤
尚
選
手
が
7
位
入
賞
。
ト
リ

ノ
大
会
で
の
決
勝
進
出
者
が
女
子
3

名
（
入
賞
1
名
）、
男
子
1
名
（
入

賞
な
し
）
だ
っ
た
こ
と
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
も
、
チ
ー
ム
全
体
の
底
上
げ

に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。
特
に
、

19
歳
の
若
手
コ
ン
ビ
が
活
躍
し
た
こ

と
は
、
今
後
に
向
け
て
明
る
い
材
料

と
な
っ
た
。

フ

[ ]フリースタイル
モーグル

スキー

上村愛子 Aiko Uemura
（1979年12月9日生まれ） 

女子モーグル ４位

村田愛里咲 Arisa Murata
（1990年10月17日生まれ） 

女子モーグル  8位

伊藤みき Miki Ito
（1987年7月20日生まれ） 

女子モーグル  12位

里谷多英 Tae Satoya
（1976年6月12日生まれ） 

女子モーグル  19位

遠藤 尚 Sho Endo
（1990年7月4日生まれ） 

男子モーグル 7位

西 伸幸 Nobuyuki Nishi
（1985年7月13日生まれ） 

男子モーグル 9位

附田雄剛 Yugo Tsukita
（1976年7月18日生まれ） 

男子モーグル 17位

尾﨑 快 Kai Ozaki
（1987年7月30日生まれ） 

男子モーグル 24位

日

本

代

表

選

手

団

記

録

4度目のオリンピックで初のメダルを狙った上村選手
だったが、あと一歩のところで涙を飲んだ

photo by  AFLO

photo by  Hiroyuki Yakushi
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今
大
会
か
ら
の
新
種
目
。

男
女
の
日
本
第
一人
者
が

挑
戦
し
、決
勝
に
進
出
。

ALPINE SKIING

大
会
が
初
の
正
式
種
目
と

な
っ
た
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
。ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
通
算
3
勝
で
2
0
0
3

年
に
は
総
合
王
者
に
も
な
っ
た
瀧
澤

宏
臣
選
手
と
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
表

彰
台
経
験
の
あ
る
福
島
の
り
子
選
手

が
出
場
。
た
だ
、
と
も
に
万
全
で
は

な
か
っ
た
。

　

福
島
選
手
は
シ
ー
ズ
ン
直
前
の
合

宿
で
右
手
首
を
骨
折
。
瀧
澤
選
手
も

1
月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
転
倒
し

て
臀
部
を
強
打
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
見
舞
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ

で
も
瀧
澤
選
手
は
26
位
で
、
福
島
選

手
は
21
位
で
予
選
通
過
と
意
地
を
見

せ
た
。
続
く
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1

回
戦
で
は
2
人
と
も
、
2
位
に
上
が

る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
な
が
ら
も
わ

ず
か
な
ミ
ス
を
犯
し
て
3
位
。
悔
し

い
敗
退
と
な
っ
た
。

回
の
ト
リ
ノ
大
会
で
は
、
皆

川
賢
太
郎
選
手
が
3
位
と

1
0
0
分
の
3
秒
差
の
4
位
で
、
湯

浅
直
樹
選
手
も
7
位
入
賞
を
果
た

し
た
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
男
子
回
転
。

今
回
は
出
場
2
選
手
が
、
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
が
下
位
だ
っ
た
こ
と
か
ら
本

番
の
ス
タ
ー
ト
順
位
も
遅
く
、
苦
し

い
戦
い
を
強
い
ら
れ
た
。

　

当
日
は
雨
ま
じ
り
の
激
し
い
雪
も

降
り
、
雪
質
も
軟
ら
か
い
最
悪
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
ス
タ
ー
ト
順
が
遅

く
な
れ
ば
遅
く
な
る
ほ
ど
コ
ー
ス
は

荒
れ
、
不
利
に
な
る
状
況
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
27
番
ス
タ
ー
ト
の
佐
々

木
明
選
手
は
難
し
い
コ
ー
ス
を
ミ
ス

な
く
滑
り
、
ト
ッ
プ
と
1
秒
62
差
の

14
位
に
つ
け
る
上
々
の
滑
り
出
し
を

し
た
。
だ
が
、さ
ら
な
る
上
位
を
狙
っ

て
攻
め
た
2
本
目
は
ミ
ス
が
出
て
し

ま
い
、
順
位
を
18
位
に
落
と
し
た
。

　

一
方
、
39
番
ス
タ
ー
ト
の
皆
川
選

手
の
1
回
目
は
、
佐
々
木
選
手
よ

り
条
件
が
悪
い
中
で
の
滑
走
。
そ
れ

で
も
メ
ダ
ル
を
獲
る
た
め
に
は
勝
負

を
か
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
攻
め

の
レ
ー
ス
を
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
直

後
に
、
無
念
の
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
と

な
っ
た
。

瀧澤宏臣 Hiroomi Takizawa
（1973年9月13日生まれ） 

男子スキークロス 29位

福島のり子 Noriko Fukushima
（1979年10月18日生まれ） 

女子スキークロス 22位

佐々木 明 Akira Sasaki
（1981年9月26日生まれ） 

男子回転 18位

皆川賢太郎 Kentaro Minagawa
（1977年5月17日生まれ） 

男子回転      　　　　　 途中棄権

最悪のコンディションのなか攻めた日本勢。皆川は途中棄権、佐々木は不完全燃焼に。

日 本 代 表 選 手 団 記 録日 本 代 表 選 手 団 記 録

今前

悔しい結果に終わった皆川選手。持ち味
である攻めのスキーを見せた

（上）決勝1回戦、瀧澤選手は2
位射程圏につけたが中盤のジャン
プミスで失速（下）終盤に勝負を
かけた福島選手はスピード過剰で
2位に接触しそうに

結果に満足していないが、昨季のケガを乗り越え出場した佐々木選手

[ ]アルペン
スキー

F R E E S T Y L E  S K I I N G

[ ]フリースタイル
スキークロス

スキー

photo by  AFLO
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photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO
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[ ]

SNOWBOARD ALPINE SKIING FREESTYLE SKIING

SNOWBOARD

れ
た
注
目
種
目
と
も
い
え
た

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
と
パ

ラ
レ
ル
大
回
転
。
前
回
の
ト
リ
ノ
大

会
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
の

藤
森
由
香
選
手
が
7
位
入
賞
を
果

た
し
、
パ
ラ
レ
ル
大
回
転
の
竹
内
智

香
選
手
も
9
位
と
、
メ
ダ
ル
ま
で
あ

と
一
歩
の
位
置
に
い
た
。

　

藤
森
選
手
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ

の
道
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
2

0
0
9
年
9
月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
は
5
位
に
な
っ
た
も
の
の
12
月
に

は
腰
椎
を
骨
折
。
驚
異
的
な
回
復
で

復
帰
し
、
本
番
１
カ
月
前
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
は
9
位
と
復
調
を
示
し

た
。
し
か
し
本
番
4
日
前
の
公
式
練

習
で
転
倒
し
、
頭
部
を
強
打
し
て
入

院
。
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
試
合
出
場
を
懇

願
し
た
が
、
最
後
は
ド
ク
タ
ー
ス
ト

ッ
プ
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。一
方
、土

井
奈
津
子
選
手
は
攻
め
る
滑
り
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
し
、準
々
決

勝
は
3
着
で
敗
退
し
た
も
の
、14
位

と
健
闘
し
た
。

　

パ
ラ
レ
ル
大
回
転
の
竹
内
選
手
は

昨
季
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
2
位
を

4
回
、
世
界
選
手
権
も
4
位
と
優
勝

を
狙
え
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
上
が
っ
て

き
て
い
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
予

選
こ
そ
10
位
で
通
過
し
た
も
の
の
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
１
回
戦
で
敗

退
し
て
13
位
に
。

　

初
出
場
の
野
藤
優
貴
選
手
は
落
ち

着
い
た
滑
り
を
み
せ
、
結
果
こ
そ
27

位
だ
っ
た
も
の
の
ソ
チ
大
会
に
つ
な

が
る
滑
り
。
2
大
会
連
続
出
場
の
家

根
谷
依
里
選
手
は
、
1
本
目
は
好
感

触
で
終
え
、
2
本
目
で
ミ
ス
が
出
て

予
選
敗
退
。「
世
界
一
に
な
る
ま
で
辞

め
ら
れ
な
い
」
と
ソ
チ
を
目
指
す
こ

と
を
誓
っ
た
。

野藤優貴 Yuki Nofuji
（1987年6月11日生まれ） 
男子パラレル大回転 27位

竹内智香 Tomoka Takeuchi
（1983年12月21日生まれ） 
女子パラレル大回転 13位

家根谷依里 Eri Yanetani
（1984年6月7日生まれ） 
女子パラレル大回転 21位

土井奈津子 Natsuko Doi
（1979年3月15日生まれ） 
女子スノーボードクロス 14位

藤森由香 Yuka Fujimori
（1986年6月11日生まれ） 
女子スノーボードクロス 棄権

クロス藤森、涙の棄権。パラレル大回転の竹内は不完全燃焼の13位。

日 本 代 表 選 手 団 記 録

隠

ドクターストップにより、やむなく棄権した藤
森選手。残念な結果だった

１月のワールドカップで11位、15位と力をつけてきた土井選手。自分の力は発揮できた

昨季はワールドカップ10位台の健闘もあったが、今季は調子を合わせられなかった野藤選手

新しいことに挑戦中でなかなかタイムを出せないという竹内選手。上を狙う過程での悔し涙だった

昨季の世界選手権では6位に入賞し、メダルの期待もあった家根谷選手

スノーボード
パラレル大回転、スノーボードクロス

スキー

果敢に挑んだ17日間

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO
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組
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
予

選
で
は
青
野
令
選
手
が
3

番
目
の
得
点
を
出
し
、
國
母
和
宏
選

手
は
4
番
目
の
得
点
で
通
過
し
た
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
。
昨
年

の
世
界
選
手
権
覇
者
青
野
選
手
と
、

1
月
末
の
冬
季
X
ゲ
ー
ム
ズ
（
ス
ー

パ
ー
パ
イ
プ
）
で
3
位
の
國
母
選
手

と
い
う
実
力
者
2
人
の
好
発
進
で
メ

ダ
ル
へ
の
期
待
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
決
勝
で
は
、
彼
ら
の
得
点

は
な
か
な
か
伸
び
な
か
っ
た
。
1
回

目
は
國
母
選
手
が
最
後
の
大
技
で
転

倒
し
、
青
野
選
手
は
最
初
の
ジ
ャ
ン

プ
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。
と
も
に
大

技
を
温
存
し
て
臨
ん
だ
予
選
よ
り
、

10
点
以
上
低
い
得
点
で
9
位
と
8

位
と
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
青
野
選
手
が
予
選
で

出
し
た
43
点
台
さ
え
出
せ
ば
、
2
人

と
も
メ
ダ
ル
圏
内
と
い
う
状
況
で
迎

え
た
2
回
目
。
國
母
選
手
は
ま
た
し

て
も
最
後
の
大
技
の
着
地
後
に
手
を

つ
い
て
し
ま
い
、
35
・
7
点
と
得
点

を
伸
ば
せ
ず
、
そ
の
時
点
で
7
位
。

続
く
青
野
選
手
も
「
メ
ダ
ル
は
確
実
」

と
思
わ
せ
る
演
技
を
し
な
が
ら
も
、

最
後
の
ジ
ャ
ン
プ
の
着
地
後
に
こ
ら

え
き
れ
ず
に
転
倒
。
１
本
目
の
32
・

9
点
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

結
局
、
最
終
順
位
は
國
母
選
手
が

8
位
で
青
野
選
手
が
9
位
。
連
覇
を

決
め
た
シ
ョ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
選
手

（
ア
メ
リ
カ
）
に
は
届
か
な
い
に
し
て

も
、
と
も
に
メ
ダ
ル
に
届
く
実
力
を

持
っ
て
い
た
だ
け
に
、
惜
し
い
結
果

だ
っ
た
。

　

一
方
、
女
子
は
、
昨
年
の
世
界
選

手
権
４
位
の
山
岡
聡
子
選
手
が
メ
ダ

ル
を
狙
っ
た
が
、
惜
し
く
も
準
決
勝

ど
ま
り
だ
っ
た
。

メダルへの期待大も、國母、青野ともに最後の着地ミスで8位、9位に。

２

前年世界チャンピオンとして挑んだ青野選手。メダルを手の内に入れたかに思われたが、最後のジャンプの着地で踏ん張れず

[ ]スノーボード
ハーフパイプ

スキー

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO photo by  AFLOphoto by  AFLO

（左頁左）20歳の工藤選手
は準決勝敗退（左頁右）
中島選手は横2回転を入れ
て決勝を狙ったが、転倒で
涙を飲む（左）高さにこだ
わった村上選手は、転倒と
着地の乱れで予選敗退（中）
昨年の世界選手権4位の山
岡選手は、メダルを狙うも
準決勝敗退（右）最年少
19歳の岡田選手は、予選
敗退と厳しさを味わった

S N O W B O A R D
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SNOWBOARD

日 本 代 表 選 手 団 記 録決勝では回転軸をずらして3回転する大技「ダブルコーク」を武器にメダルを狙った國母選手だが2回とも着地ミスで無念の8位に

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLOphoto by  AFLO

果敢に挑んだ17日間

國母和宏 Kazuhiro Kokubo 
（1988年8月16日生まれ） 

男子ハーフパイプ 8位

青野 令 Ryo Aono
（1990年5月15日生まれ） 

男子ハーフパイプ 9位

工藤洸平 Kohei Kudo 
（1990年2月9日生まれ） 

男子ハーフパイプ 14位

村上大輔 Daisuke Murakami
（1983年5月18日生まれ） 

男子ハーフパイプ 27位

中島志保 Shiho Nakashima 
（1978年8月12日生まれ） 

女子ハーフパイプ 13位

山岡聡子 Soko Yamaoka
（1974年5月29日生まれ） 

女子ハーフパイプ 16位

岡田良菜 Rana Okada 
（1991年1月5日生まれ） 

女子ハーフパイプ 29位
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浅田銀、髙橋銅に日本中が興奮。
シングルは全6選手が入賞の快挙。

photo by  AFLO

photo by  AFLO

安藤選手は持ち味である女性らしい演技で魅了した

大ケガから復帰後、多彩な技と演技に幅が出た髙橋選手

FIGURE SKATING

[ ]フィギュアスケート
スケート

髙橋大輔 Daisuke Takahashi
（1986年3月16日生まれ） 

男子シングル 3位

織田信成 Nobunari Oda
（1987年3月25日生まれ） 

男子シングル 7位

小塚崇彦 Takahiko Kozuka 
（1989年2月27日生まれ） 

男子シングル 8位

浅田真央 Mao Asada 
（1990年9月25日生まれ） 

女子シングル 2位

安藤美姫 Miki Ando
（1987年12月18日生まれ） 

女子シングル 5位

鈴木明子 Akiko Suzuki
（1985年3月28日生まれ） 

女子シングル 8位

リード・キャサリン・マーガレット（1987年6月5日生まれ） 
&リード・ロバート・クリストファー（1989年7月7日生まれ） アイスダンス 17位

日 本 代 表 選 手 団 記 録

選
手
の
な
か
で
は
た
だ
１
人
ト
リ
プ

ル
ア
ク
セ
ル
を
3
本
成
功
さ
せ
る
な

ど
、
攻
め
の
姿
勢
を
見
せ
た
。
結
果

は
、
ミ
ス
の
な
い
演
技
を
見
せ
た
キ

ム
選
手
に
軍
配
が
上
が
り
、
浅
田
選

手
は
最
初
こ
そ
悔
し
涙
を
見
せ
た
も

の
の
「
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
帰
れ
る
こ

と
が
嬉
し
い
」
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
ソ
チ
大
会
に
希
望
を
繋
い
だ
。

　

安
藤
美
姫
選
手
と
鈴
木
明
子
選

手
は
と
も
に
演
技
を
ま
と
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
観
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
滑

り
を
披
露
。
小
塚
崇
彦
選
手
は
4
回

転
ジ
ャ
ン
プ
に
初
成
功
し
、
意
味
の

あ
る
8
位
入
賞
。
織
田
信
成
選
手
は

途
中
、
靴
紐
が
切
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
あ
っ
た
も
の
の
最
後
ま
で
滑
り

終
え
7
位
と
健
闘
し
た
。

女
6
選
手
と
も
入
賞
、
髙

橋
大
輔
選
手
の
ア
ジ
ア
男
子

初
の
メ
ダ
ル
、
浅
田
真
央
選
手
の
銀

と
大
活
躍
。
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
リ
ー

ド
姉
弟
も
光
る
演
技
を
見
せ
る
な

ど
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
勢
は
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
た
。

　

髙
橋
選
手
は
一
昨
年
の
大
ケ
ガ
を

克
服
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。
以
前

は
確
実
に
成
功
さ
せ
て
い
た
4
回
転

ジ
ャ
ン
プ
を「
意
地
で
も
入
れ
た
か
っ

た
」
と
挑
戦
。
後
半
は
ス
テ
ッ
プ
や

表
現
力
の
冴
え
る
滑
り
で
他
を
圧

倒
。
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

　

浅
田
真
央
選
手
は
、
ラ
イ
バ
ル
キ

ム
・
ヨ
ナ
選
手
（
韓
国
）
と
の
決
戦

に
挑
ん
だ
。
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

受
け
な
が
ら
も
、
今
大
会
出
場
女
子

男
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photo by  AFLO

photo by  AFLO photo by  AFLO

photo by  AFLOphoto by  AFLO

（左上）銀メダルを胸にした瞬間は複
雑な表情だったものの、周りの笑顔を
見るうちに喜びを実感できたという浅
田選手（右上）織田選手は股関節の
柔らかさを生かしたジャンプの着氷や
スピンの姿勢が持ち味（右中）鈴木
選手は弾けるような笑顔とステップで
観客に勇気とパワーを伝えた（右下）
深いエッジに乗ったイーグルは小塚
選手の見せ場（左）アメリカ育ちの日
本人、リード姉弟は躍動的な演技で
初の大舞台を舞った

FIGURE SKATING果敢に挑んだ17日間
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（上左）個人種目は1000mに懸けていた伊藤選手だが、予選第5組3
位で敗退（上中）高御堂選手は、1500mでのメダルを狙ったが、思惑に
反して前へ出られなかった（上右）3種目出場の藤本選手は、500mで
は得意のスタートダッシュが決まらず予選で姿を消してしまった（下左）
エースの桜井選手は不完全燃焼。個人3種目とも予選敗退に（下右）
小澤選手は1000m準々決勝進出も、狙った1500mは予選で失格に

女子3000mリレー準決勝に臨んだ（左から）伊藤、桜井、小澤、酒井の4選手。実力伯仲のカ
ナダに何とか競り勝つことを前提に、A決勝に懸けていただけに悔やまれる

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO
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（上）得意の500mでは予選を2位でクリアした吉澤選手だが、準々決勝では力を発揮できず（中）
1500mでは、落ち着いたレース展開で日本選手個人で唯一B決勝へ進出した貞包選手（下）リレーで
は主力選手として滑った酒井選手だが、日本チャンピオンとして臨んだ500m予選では、B決勝で1、
2位になる中国とカナダの選手と同組になりわずかに及ばない3位だった

SHORT TRACK
SPEED SKATING果敢に挑んだ17日間

SHORT TRACK
SPEED SKATING
[ ]ショートトラック

スケート

年
前
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
編
成
と
、
韓
国
の
金

善
台
コ
ー
チ
の
指
導
で
実
力
ア
ッ
プ

の
手
応
え
を
持
っ
て
臨
ん
だ
シ
ョ
ー

ト
ト
ラ
ッ
ク
勢
。
期
待
さ
れ
た
女

子
は
、
競
技
初
日
の
13
日
に
、
気

合
が
空
回
り
し
て
し
ま
う
結
果
と

な
っ
た
。
メ
ダ
ル
を
狙
っ
て
い
た
女

子
3
0
0
0
m
リ
レ
ー
。
伊
藤
亜
由

子
、
小
澤
美
夏
、
酒
井
裕
唯
、
桜
井

美
馬
の
4
選
手
で
臨
ん
だ
予
選
は
、

ス
タ
ー
ト
直
後
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争
い

で
中
国
と
カ
ナ
ダ
に
押
し
出
さ
れ

4
番
手
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま

う
。
エ
ー
ス
の
桜
井
選
手
が
前
を
追

走
し
た
が
順
位
を
3
位
に
上
げ
る
の

が
精
一
杯
。
上
位
2
チ
ー
ム
が
出
場

で
き
る
A
決
勝
進
出
へ
向
け
て
攻
め

の
滑
り
を
す
る
中
国
と
カ
ナ
ダ
に
は

追
い
つ
け
ず
、
B
決
勝
進
出
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
日
行
わ

れ
た
女
子
5
0
0
m
で
は
桜
井
選

手
と
酒
井
選
手
が
予
選
敗
退
。
男
子

1
5
0
0
m
で
も
吉
澤
純
平
選
手
と

藤
本
貴
大
選
手
が
準
決
勝
敗
退
と
、

決
勝
進
出
者
が
な
く
終
わ
っ
た
。

　

女
子
は
、
11
日
後
の
3
0
0
0
m

リ
レ
ー
B
決
勝
で
も
本
領
を
発
揮
で

き
な
か
っ
た
。
2
番
手
に
つ
け
て
最

後
で
抜
く
作
戦
が
裏
目
に
出
て
順
位

を
落
と
す
。
入
念
に
練
習
し
て
き
た

タ
ッ
チ
で
は
、
大
混
乱
の
中
に
突
っ

込
ん
で
し
ま
う
展
開
で
ミ
ス
が
出
て

残
り
3
周
で
酒
井
選
手
が
転
倒
。
A

決
勝
で
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
韓
国

が
失
格
に
な
っ
て
日
本
は
7
位
と

な
っ
た
が
、
反
省
ば
か
り
の
結
果
に

な
っ
た
。

　

個
人
戦
で
は
入
賞
ゼ
ロ
と
い
う
屈

辱
の
成
績
だ
っ
た
。
強
化
の
方
向
性

は
正
し
い
と
思
え
る
だ
け
に
、
そ
れ

を
ど
う
続
け
る
か
が
課
題
だ
。

２

吉澤純平 Junpei Yoshizawa
（1985年3月16日生まれ） 

男子500m 14位
男子1500m 18位

藤本貴大 Takahiro Fujimoto
（1985年3月13日生まれ） 

男子500m 26位
男子1000m 27位
男子1500m 17位

高御堂雄三 Yuzo Takamido 
（1988年1月11日生まれ） 

男子1000m 20位
男子1500m 29位

貞包紘子 Hiroko Sadakane 
（1986年5月16日生まれ） 

女子1500m 12位

小澤美夏 Mika Ozawa
（1985年8月9日生まれ） 

女子1000m 15位
女子1500m 33位

伊藤亜由子 Ayuko Ito
（1986年9月29日生まれ） 

女子1000m 18位

酒井裕唯 Yui Sakai 
（1987年12月7日生まれ） 

女子500m 17位

桜井美馬 Biba Sakurai 
（1989年6月8日生まれ） 

女子500m 27位
女子1000m 23位
女子1500m 28位

女子日本代表チーム
（桜井、伊藤、小澤、酒井、貞包） 
女子3000mリレー 7位

日 本 代 表 選 手 団 記 録

女子リレー7位入賞も、個人種目入賞ならず、課題を残す。

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO
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SPEED SKATING

[ ]スピードスケート
スケート

大
会
連
続
出
場
で
あ
り
チ
ー

ム
最
年
長
38
歳
の
岡
崎
朋
美

選
手
か
ら
、
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
史
上
最
年
少
の
15
歳
で
の
出
場
と

な
っ
た
髙
木
美
帆
選
手
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
の
選
手
で
構
成
さ
れ
た
日
本

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
陣
。
4
年
前
の

ト
リ
ノ
大
会
で
は
、
期
待
を
集
め
な

が
ら
も
、
84
年
の
サ
ラ
エ
ボ
大
会
以

来
、
6
大
会
連
続
で
獲
得
し
て
き
た

メ
ダ
ル
の
系
譜
が
途
絶
え
る
こ
と
に

な
り
、「
惨
敗
」
と
評
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。「
こ
の
雪
辱
を
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
果
た
そ
う
」
の
合
い
言
葉
と

と
も
に
、
こ
の
4
年
間
、
強
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
意
気
込
み
が
最
初
に
成
果
と

な
っ
て
表
れ
た
の
は
、
大
会
4
日
目
の

2
月
15
日
に
行
わ
れ
た
男
子
5
0
0

m
だ
っ
た
。
優
勝
候
補
が
10
人
近
く

い
る
と
言
わ
れ
、
激
戦
が
予
想
さ
れ

る
中
、
長
島
圭
一
郎
選
手
が
銀
、
加

藤
条
治
選
手
が
銅
と
、
2
つ
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
長
島
選
手
は
、
1
本
目

５
銀2、銅1のメダルを獲得し、
4年前の雪辱を果たす。

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTOphoto by  PHOTO KISHIMOTO

男子チームパシュートの出島選手（左）、平子選手（中央）、土井選手（右）。7－8位決定戦でスウェーデンに敗退
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SPEED SKATING果敢に挑んだ17日間

こ
そ
6
位
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、

2
本
目
で
会
心
の
滑
り
を
見
せ
て
逆

転
で
の
表
彰
台
。
ト
リ
ノ
大
会
で
は
、

自
身
の
力
を
出
し
な
が
ら
5
0
0
m

で
13
位
に
終
わ
る
な
ど
、
実
力
の
な

さ
に
涙
し
た
。
あ
れ
か
ら
4
年
、
屈

辱
を
バ
ネ
に
し
て
の
メ
ダ
ル
獲
得

だ
っ
た
。

　

加
藤
選
手
も
エ
ー
ス
と
し
て
注
目

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
5
0
0
m

で
6
位
に
終
わ
っ
た
ト
リ
ノ
大
会
か

ら
の
巻
き
返
し
に
成
功
。
最
初
こ
そ

銅
メ
ダ
ル
を
悔
し
が
っ
て
い
た
が
、
一

夜
明
け
る
と
メ
ダ
ル
の
重
み
を
実
感

し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

大
会
終
盤
の
2
月
27
日
に
は
、
ト

リ
ノ
大
会
か
ら
採
用
さ
れ
た
チ
ー
ム

パ
シ
ュ
ー
ト
で
女
子
が
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
。
決
勝
こ
そ
わ
ず
か
0
秒

02
の
僅
差
で
ド
イ
ツ
に
敗
れ
は
し
た

が
、
26
日
の
1
回
戦
の
対
韓
国
か
ら
、

ペ
ー
ス
配
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

な
ど
司
令
塔
的
な
立
場
に
い
る
35
歳

の
ベ
テ
ラ
ン
田
畑
真
紀
選
手
を
中
心

に
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
実
戦
を
重
ね
て
き
た
小
平
奈

緒
選
手
、
穂
積
雅
子
選
手
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
光
っ
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
の
メ

ン
バ
ー
の
小
平
選
手
が
1
0
0
0
、

1
5
0
0
m
で
と
も
に
5
位
と
な
り
、

近
年
の
充
実
ぶ
り
を
証
明
し
た
。
一

方
、
穂
積
雅
子
選
手
も
3
0
0
0
m

で
6
位
、
5
0
0
0
m
7
位
と
2

種
目
で
入
賞
す
る
な
ど
、
中
長
距
離

種
目
は
短
距
離
に
比
べ
て
世
界
の
壁

が
厚
い
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
、
健
闘

が
光
っ
た
。

photo by  AFLOphoto by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO

（左頁左）長距離2種目に出
場、5000mで9位と入賞にあ
と一歩に迫る滑りを見せた石
澤選手（左頁右）500mの2
本目のレースで6位から逆転
し銀メダルを獲得した長島選
手（右頁左）500m銅メダル
の加藤選手（右頁右）3種目
に出場した吉井選手は500m
で5位入賞と健闘した

田畑選手（左）、小平選手（左から2人目）、穂積選手（右）は、控えの髙木選手（右から2人目）の首にメダルをかけて喜びを分け合った
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小平奈緒 Nao Kodaira
（1986年5月26日生まれ） 

女子500m 12位
女子1000m 5位
女子1500m 5位

吉井小百合 Sayuri Yoshii
（1984年11月28日生まれ） 

女子500m 5位
女子1000m 15位
女子1500m 26位

穂積雅子 Masako Hozumi 
（1986年9月11日生まれ） 

女子3000m 6位
女子5000m 7位

石澤志穂 Shiho Ishizawa 
（1986年10月23日生まれ） 

女子3000m 15位
女子5000m 9位

新谷志保美 Shihomi Shinya
（1979年8月10日生まれ） 

女子500m 14位

岡崎朋美 Tomomi Okazaki
（1971年9月7日生まれ） 

女子500m 16位
女子1000m 34位

田畑真紀 Maki Tabata 
（1974年11月9日生まれ） 

女子1500m 19位

名取英理 Eri Natori 
（1985年9月23日生まれ） 

女子3000m 21位

髙木美帆 Miho Takagi 
（1994年5月22日生まれ） 

女子1000m 35位
女子1500m 23位

女子日本代表チーム
（小平、田畑、穂積） 
女子チームパシュート 2位

長島圭一郎 Keiichiro Nagashima
（1982年4月20日生まれ） 

男子500m 2位
男子1000m 37位

加藤条治 Joji Kato
（1985年2月6日生まれ） 

男子500m 3位

平子裕基 Hiroki Hirako 
（1982年8月6日生まれ） 

男子5000m 19位
男子10000m 11位

及川 佑 Yuya Oikawa 
（1981年1月16日生まれ） 

男子500m 13位

太田明生 Akio Ota
（1984年9月3日生まれ） 

男子500m 17位

小原唯志 Tadashi Obara
（1983年5月15日生まれ） 

男子1000m 17位

杉森輝大 Teruhiro Sugimori 
（1982年9月15日生まれ） 

男子1000m 26位
男子1500m 26位

出島茂幸 Shigeyuki Dejima 
（1982年5月13日生まれ） 

男子5000m 27位

羽賀亮平 Ryohei Haga 
（1988年9月17日生まれ） 

男子1000m 29位

土井槙悟 Shingo Doi 
（1983年8月23日生まれ） 

男子1500m 30位

男子日本代表チーム
（杉森、土井、平子、出島） 
男子チームパシュート 8位

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLOphoto by  AFLO

photo by  AFLOphoto by  AFLO

（上）髙木選手にとって初のオリンピックは苦さも含んだ大会に（1段目左）500m日本
記録保持者の及川選手は13位（1段目右）30歳で悲願の初出場の新谷選手（2段目左）
両親もスピードスケート選手の羽賀選手（2段目右）2大会連続出場の杉森選手（3段
目左）急成長の若手、名取選手（3段目右）太田選手は17位（4段目左）5度目の出場
の岡崎選手（4段目右）力走を見せた小原選手は1000m17位

日
本

代

表

選

手

団

記

録

SPEED SKATING
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CURLING SPEED SKATING果敢に挑んだ17日間

CURLING
[ ]カーリング

れ
で
勢
い
に
乗
る
か
に
思
わ
れ
た
。

だ
が
、
ロ
シ
ア
戦
と
同
日
に
行
わ
れ

た
ド
イ
ツ
戦
に
6

｜

7
で
敗
れ
る
と
、

続
く
強
豪
の
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
連
敗
し
、
最
終
戦
の
デ
ン
マ
ー

ク
に
も
敗
れ
る
。
準
決
勝
進
出
は
な

ら
ず
、
結
局
8
位
で
大
会
を
終
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

全
般
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ア

イ
ス
の
状
態
を
読
み
切
れ
ず
、
最
後

ま
で
シ
ョ
ッ
ト
の
正
確
性
を
欠
い
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
強
豪
国
は
大

会
の
序
盤
で
読
み
取
り
、
対
応
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
た
が
、
敗
れ
た

試
合
で
は
そ
の
差
が
表
れ
た
。

　

目
黒
選
手
は
「
力
不
足
」、
本
橋

選
手
は
「
経
験
不
足
で
し
た
」。
大

舞
台
で
の
経
験
の
な
さ
を
選
手
そ
れ

ぞ
れ
が
痛
感
し
て
い
る
様
子
で
、
そ

れ
が
ア
イ
ス
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
た

根
本
の
原
因
と
も
な
っ
た
。

本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
の

は
チ
ー
ム
青
森
。
ト
リ
ノ
大

会
に
出
場
し
た
目
黒
萌
絵
選
手
、
本

橋
麻
里
選
手
に
加
え
、
2
0
0
2
年

の
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
大
会
を

経
験
し
て
い
る
石
崎
琴
美
選
手
、
初

出
場
の
山
浦
麻
葉
選
手
、
近
江
谷
杏

菜
選
手
の
5
名
で
挑
ん
だ
。

　

ト
リ
ノ
後
、
豊
富
な
海
外
遠
征
な

ど
、
か
つ
て
な
い
充
実
し
た
強
化
を

図
っ
て
の
大
会
。
初
戦
は
ア
メ
リ
カ

に
9

｜

7
で
勝
利
し
、
成
長
ぶ
り
を

示
す
。
2
戦
目
で
は
優
勝
候
補
の
カ

ナ
ダ
と
対
戦
。
最
後
は
逆
転
さ
れ
た

も
の
の
、
9
エ
ン
ド
ま
で
6

｜

5
と

リ
ー
ド
す
る
な
ど
追
い
つ
め
、
ま
ず

ま
ず
の
出
だ
し
と
な
っ
た
。

　

2
勝
2
敗
で
迎
え
た
ロ
シ
ア
戦
で

は
、
第
5
エ
ン
ド
ま
で
に
0

｜

6
と

大
差
を
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
劇
的
な
逆
転
勝
利
。
こ

日

目黒萌絵 Moe Meguro （1984年11月20日生まれ）
近江谷杏菜 Anna Omiya （1989年10月12日生まれ）
本橋麻里 Mari Motohashi （1986年6月10日生まれ）
石崎琴美 Kotomi Ishizaki （1979年1月4日生まれ）
山浦麻葉 Mayo Yamaura （1984年4月29日生まれ）

女子カーリング 8位

強豪への善戦、劇的な逆転勝ちも後半失速で8位。

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

（上）緊張感あふれるゲーム
が続いた（右）近江谷選手
は初の大舞台で今までにな
い重圧を感じた（右下）懸
命にメンバーに指示を送るス
キップの目黒選手（下）予選
最終日のスウェーデン、デン
マーク戦は本橋選手がサード
を務め、石崎選手がリード、
山浦選手がセカンドとして出
場した

日
本
代
表
選
手
団
記
録
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ブ
ス
レ
ー
は
、
海
外
の
強
豪

チ
ー
ム
と
の
財
政
的
な
差

を
、
努
力
だ
け
で
は
埋
め
ら
れ
な
い

結
果
と
な
っ
た
。
高
速
で
技
術
的
に

も
難
し
い
コ
ー
ス
で
、
各
国
は
予
算

を
か
け
て
ス
ピ
ー
ド
と
安
定
性
を
兼

ね
そ
え
た
ソ
リ
を
用
意
。
そ
の
条
件

下
で
も
女
子
2
人
乗
り
は
転
倒
な
く

ゴ
ー
ル
し
、
有
力
チ
ー
ム
の
転
倒
や

失
格
が
相
次
ぐ
中
、
16
位
ま
で
順
位

を
上
げ
た
。
し
か
し
男
子
2
人
乗
り

は
21
位
、
2
大
会
ぶ
り
出
場
の
4
人

乗
り
は
転
倒
も
あ
り
3
本
目
ま
で
完

走
し
た
も
の
の
21
位
だ
っ
た
。

　

一
方
、
ス
ケ
ル
ト
ン
は
過
去
2
大

会
と
は
違
い
、
今
回
は
世
界
選
手
権

と
同
じ
4
本
滑
走
で
行
わ
れ
た
。
越

選
手
が
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
で

は
8
位
、
ト
リ
ノ
で
は
11
位
に
な
っ

て
い
る
男
子
は
、
世
界
の
大
幅
な
進

化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
結
果
に
。

ベ
テ
ラ
ン
越
和
宏
選
手
は
上
位
選
手

の
失
格
で
辛
く
も
最
後
の
4
本
目
に

進
ん
だ
が
20
位
止
ま
り
。
さ
ら
に
初

出
場
の
田
山
真
輔
選
手
も
滑
り
に
バ

ラ
ツ
キ
が
出
て
し
ま
い
、
大
き
な
ミ

ス
な
く
健
闘
し
た
も
の
の
19
位
に
な

る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

ま
た
ス
ケ
ル
ト
ン
女
子
は
、
小
室

希
選
手
の
滑
走
直
前
で
の
失
格
で

衝
撃
が
走
っ
た
。
国
際
連
盟
の
規
格

を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
剥
が
し
て
し
ま
っ
て
い

た
の
だ
。
高
い
ス
プ
リ
ン
ト
能
力
を

持
ち
、
そ
れ
ま
で
の
公
式
練
習
で
は

11
〜
15
位
の
タ
イ
ム
を
出
し
て
い
た

だ
け
に
残
念
な
失
格
だ
っ
た
。

　

両
種
目
と
も
に
、
長
期
的
な
視
野

を
持
っ
た
強
化
や
選
手
発
掘
、
環
境

整
備
な
ど
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性

が
浮
き
彫
り
に
な
る
結
果
だ
っ
た
。

ボ

全3種目出場も、女子2人乗り16位が最高。

開拓者・越のラストランは20位。

（左）ソリを新調したくても費用不足。古いソリしか持っていない日本チームは、
男子4人乗りでは借り物のソリに塗装し出場した（右）公式練習では転倒も
していた女子2人乗りだが、本番では無事完走

（左）スケルトンでは日本の草分けでもある越選手。最後のオリ
ンピックへ懸ける気持ちは大きかったが、世界の進化には大きく
立ち遅れる結果に（中）小室選手（右）越選手が立ち上げたチ
ームに所属し、スケルトンに専念して力を伸ばした田山選手。
先輩を超えて世界へ挑む新たなキッカケになる大会だった

日
本
代
表
選
手
団
記
録

BOBSLEIGH

田山真輔 Shinsuke Tayama （1982年10月18日生まれ） 
男子スケルトン 19位

越 和宏 Kazuhiro Koshi （1964年12月23日生まれ） 
男子スケルトン 20位

小室 希 Nozomi Komuro  （1985年5月29日生まれ） 
女子スケルトン 失格

鈴木 寛 Hiroshi Suzuki （1973年12月13日生まれ）
小林竜一 Ryuichi Kobayashi （1976年11月23日生まれ）
土井川真二 Shinji Doigawa （1979年10月25日生まれ）
宮内 優 Masaru Miyauchi （1984年6月13日生まれ）

男子日本代表チーム （鈴木、小林）

ボブスレー男子2人乗り 21位

男子日本代表チーム （鈴木、小林、土井川、宮内）

ボブスレー 男子４人乗り 21位

桧野真奈美 Manami Hino （1980年1月8日生まれ）
浅津このみ Konomi Asazu （1986年10月23日生まれ）

女子2人乗り日本代表チーム （桧野、浅津）

ボブスレー女子２人乗り 16位

日
本
代
表
選
手
団
記
録

SKELETON[ ]スケルトン
ボブスレー

[ ]ボブスレー
ボブスレー

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO

photo by  AFLO
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BIATHLON LUGE SKELETON BOBSLEIGH果敢に挑んだ17日間

[ ]リュージュ

[ ]バイアスロン

出
場
だ
っ
た
ト
リ
ノ
は
13

位
、
そ
の
後
の
イ
タ
リ
ア
留

学
で
ひ
と
桁
順
位
も
視
野
に
入
れ
た

原
田
窓
香
選
手
に
期
待
が
集
ま
っ
た

リ
ュ
ー
ジ
ュ
。
だ
が
彼
女
は
今
季
、

ソ
リ
の
調
整
に
戸
惑
い
続
け
て
い
た
。

シ
ー
ズ
ン
序
盤
は
新
調
し
た
ソ
リ
で

臨
ん
だ
が
、
調
整
が
不
十
分
で
結
果

を
出
せ
ず
、
古
い
ソ
リ
の
使
用
も
視

野
に
入
れ
て
の
挑
戦
だ
っ
た
。
本
番

で
は
そ
の
迷
い
を
引
き
ず
っ
た
こ
と

と
、
ス
タ
ー
ト
地
点
が
ジ
ュ
ニ
ア
の

位
置
ま
で
下
げ
ら
れ
て
、
技
術
的
な

難
し
さ
が
多
少
軽
減
さ
れ
た
こ
と
も

影
響
し
た
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
滑
走

の
出
来
に
バ
ラ
ツ
キ
が
出
て
し
ま
い
、

26
位
と
思
わ
ぬ
結
果
に
な
っ
た
。

　

安
田
文
選
手
は
、
1
本
目
で
装
着

し
た
重
り
の
重
量
オ
ー
バ
ー
で
失
格
。

長
年
追
い
求
め
て
や
っ
と
手
に
し
た

大
舞
台
へ
の
切
符
。
だ
が
そ
こ
で
の

活
躍
は
な
ら
な
か
っ
た
。

化
が
成
功
し
た
98
年
長
野

大
会
で
は
高
橋
涼
子
選
手
が

6
位
入
賞
を
果
た
し
た
こ
と
も
あ
る

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
。
前
回
の
ト
リ
ノ
で

は
男
女
と
も
リ
レ
ー
に
も
出
場
し
て

い
た
日
本
だ
が
、
今
回
の
出
場
は
男

女
1
名
ず
つ
。
そ
れ
自
体
が
世
界
と

の
差
を
表
す
状
況
な
の
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
中
で
も
初
出
場
の
鈴
木
芙
由

子
選
手
は
健
闘
し
た
。
最
初
の
ス
プ

リ
ン
ト
で
は
44
位
に
な
っ
て
次
の
パ

シ
ュ
ー
ト
の
出
場
権
を
確
保
。
昨
年

の
世
界
選
手
権
女
子
ス
プ
リ
ン
ト
95

位
、
女
子
15
㎞
87
位
か
ら
は
大
き
く

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
結
果
を
残
し
、

次
へ
の
希
望
を
つ
な
い
だ
。

初

強
ベテランと新人で挑んだ大会。鈴木が将来性をアピール。

厳しさを味わった日本チーム。

（上）8位以内入賞の可能性も持っていた原田選手だが、本番に調子を合わせ切れず、2回目の
挑戦で厳しさを味わった（下左）3回目の出場だった男子のエース小口選手（下右）安田選手

（上）トリノ大会に続き2回目の出場の
井佐選手（下）初出場の鈴木選手は、
射撃センスに期待

井佐英徳 Hidenori Isa
（1976年7月30日生まれ） 

男子スプリント 68位
男子20km 83位

鈴木芙由子 Fuyuko Suzuki
（1989年1月13日生まれ） 

女子スプリント 44位
女子パシュート 54位
女子15km 53位

日 本 代 表 選 手 団 記 録

小口貴久 Takahisa Oguchi
（1979年1月11日生まれ） 

男子1人乗り 30位

原田窓香 Madoka Harada
（1985年12月15日生まれ） 

女子1人乗り 26位

安田 文 Aya Yasuda
（1982年12月18日生まれ） 

女子1人乗り 失格

日 本 代 表 選 手 団 記 録

LUGE

BIATHLON

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLO

photo by  PHOTO KISHIMOTO

photo by  AFLO
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応援に訪れた競技場では、役
員同士、また選手とも抱き合う
シーンが何度も見られた

あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
人
間
と
い
う
生
き
物
は
争
う

こ
と
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
性
質
を
持
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
血
を
流
す
の
で
は
な
く
、
汗

と
涙
を
流
し
て
肉
体
と
精
神
を
作
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
求
め
る

も
の
は
『
努
力
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
喜

び
、
よ
い
手
本
と
な
る
教
育
的
価
値
、
普

遍
的
・
基
本
的
・
論
理
的
諸
原
則
の
尊
重

な
ど
に
基
づ
い
た
生
き
方
の
創
造
』
と
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
は
夢

や
感
動
を
与
え
る
力
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
与
え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち

の
生
き
方
さ
え
も
変
え
る
ほ
ど
の
教
育
的

力
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

開
会
式
で
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
ロ
ゲ
会
長
の
『
責

任
な
く
し
て
栄
光
は
な
い
』と
い
う
言
葉
に
、

す
べ
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
誇
り
高
く
謙
虚

な
人
間
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
言
葉
を
胸
に
、選
手
が
真し
ん

摯し

に
競

技
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
本
当
の
意
味

で
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
世
界
を
知
り
ま
し
た
」

　

団
長
と
し
て
軸
足
に
あ
っ
た
も
の
は
、
選

手
を
守
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
団
長
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
選

手
を
守
る
と
い
う
事
も
大
事
に
し
て
い
ま

し
た
。
選
手
を
叱
咤
す
る
こ
と
も
守
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
分
か
ら
な
い
選
手
に
は
、
な
ぜ
そ
れ
で

は
ダ
メ
な
の
か
を
教
え
る
厳
し
さ
も
必
要

で
す
。
努
力
を
し
た
い
と
い
う
我
が
ま
ま

し
た
が
、
昨
年
の
夏
、
各
競
技
団
体
の
選

手
を
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
集
め
て
合
宿
を
行
い
、『
チ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
』
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
勉

強
会
、
懇
親
会
を
し
ま
し
た
。
こ
の
合
宿

の
結
果
、
選
手
の
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
て

お
互
い
連
絡
を
取
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
も
選
手
同
士
が
励
ま
し
合
う

雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

私
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
入
り
し
て
か
ら
、
選

手
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
選
手
と
会
う

時
間
を
で
き
る
限
り
持
っ
て
溶
け
込
む
よ

う
に
し
ま
し
た
し
、『
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の

み
ん
な
で
メ
ダ
ル
を
獲
る
ん
だ
！
』
と
、
一

丸
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
体
感
は
選
手
に
と
っ
て
心
強
い
も
の

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
後
の
ソ
チ
大
会
に
向
け
て
も
、
1
年

に
1
度
で
も
冬
の
各
競
技
団
体
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
を
つ
く

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

　

団
長
と
し
て
経
験
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
改
め
て
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
世
界
を
感
じ

る
場
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
私
に
と
っ
て
、
今
回
は
本
当
の
意
味
で
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大

好
き
で
、
中
学
時
代
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
に
触
れ
感
動
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
に
は
、『
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
と
は
人
生
哲

学
で
あ
り
、
肉
体
と
意
志
と
知
性
の
資
質

を
高
め
て
融
合
さ
せ
た
、
均
衡
の
と
れ
た

総
体
と
し
て
の
人
間
を
目
指
す
も
の
』
と

　

日
本
人
最
多
と
な
る
7
大
会
の
夏
冬
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
験
し
た
選
手
と
し
て
、
そ

し
て
初
の
女
性
の
団
長
と
し
て
。
橋
本
聖

子
団
長
は
選
手
へ
の
敬
意
と
愛
情
を
持
っ

て
17
日
間
を
一
緒
に
戦
っ
た
。
そ
の
胸
の
内

を
語
る
。

「
初
め
て
団
長
と
い
う
立
場
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
の
時
は
、
自

分
の
レ
ー
ス
だ
け
に
集
中
す
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
団
長
と
な
る
と
、
競
技
者
や

監
督
や
コ
ー
チ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
全
員

が
気
持
ち
よ
く
、
ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
臨
む
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

団
長
と
い
う
立
場
で
感
じ
る
メ
ダ
ル
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
選
手
時
代
よ
り
遥
か
に

強
い
も
の
で
、
初
め
て
胃
痙
攣
を
起
こ
し

ま
し
た
（
笑
）。
最
初
は
上
村
愛
子
選
手
の

ス
タ
ー
ト
の
時
、
2
回
目
は
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
男
子
５
０
０
m
で
、
長
島
圭
一
郎
選

手
と
加
藤
条
治
選
手
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
時
。
う
ず
く
ま
り
た
く
な
る
く

ら
い
の
痛
み
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
力
で
ね

じ
伏
せ
ま
し
た
。
選
手
時
代
に
胃
痛
は
経

験
し
ま
し
た
が
、
胃
痙
攣
は
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
」

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
選
手
と
の
一
体
感

を
重
要
視
し
た
。

「
今
ま
で
は
他
競
技
の
選
手
同
士
が
、
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

選
手
時
代
よ
り
遥
か
に
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

初
め
て
の
胃
痙け

い

攣れ

ん

に
。

『
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
み
ん
な
で
メ
ダ
ル
を
獲
る
』

と
い
う
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
代
表
選
手
団　

団
長
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1PART

橋本聖子
Seiko Hashimoto

1964 年 10月5日生まれ。
北海道勇

ゆう

払
ふつ

郡早来町（現：
安平町）出身。スピード
スケート選手としてサラエ
ボ、カルガリー、アルベー
ルビル、リレハンメルと４
度のオリンピックに出場。
アルベールビルでは日本
人女子史上初の冬季オリ
ンピック銅メダル（スピー
ドスケート女子1500m）を
獲得。また、自転車競技
でもソウル、バルセロナ、
アトランタの各オリンピッ
クに出場。男女を通じ日
本初の夏冬オリンピック出
場者である。また７度のオ
リンピック出場は日本最多
記録。（財）日本スケート連
盟会長、参議院議員。   

な
ら
ば
良
い
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
い
我

が
ま
ま
は
絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

厳
し
く
言
う
勇
気
と
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
選
手
を
守
る
と
い
う
決
意
で
、
団
長

を
務
め
ま
し
た
」

　

観
戦
中
に
は
、
何
度
も
役
員
と
、
そ
し

て
選
手
と
抱
き
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

「
つ
い
つ
い
選
手
や
役
員
と
抱
き
合
っ
て
い

ま
し
た
。
や
は
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

舞
台
で
は
、
言
葉
よ
り
も
体
か
ら
に
じ
み

出
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
抱
き

合
う
こ
と
で
頑
張
り
を
確
認
し
合
え
ま
す
。

帰
国
し
た
後
も
、
選
手
や
役
員
と
久
し
ぶ

り
に
会
う
と
、
自
然
と
抱
き
し
め
て
し
ま
っ

て
、
一
般
の
方
か
ら
不
思
議
そ
う
に
見
ら
れ

る
時
も
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）」

　

韓
国
の
躍
進
は
、
橋
本
団
長
を
い
い
意

味
で
刺
激
し
た
と
い
う
。

「
韓
国
の
躍
進
は
脅
威
で
は
な
く
、
日
本
も

や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
身

体
的
に
は
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
の
に
、

韓
国
の
選
手
と
日
本
の
選
手
が
全
然
違
う

の
は
〝
目
〞
と
〝
体
の
中
に
詰
ま
っ
て
い
る

力
強
さ
〞
で
す
。
そ
こ
に
こ
れ
か
ら
の
課

題
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

韓
国
の
選
手
に
は
、
す
べ
て
の
競
技
に

お
い
て
礼
儀
礼
節
が
行
き
渡
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
日
本
は
、
秘

め
た
る
思
い
を
持
つ
と
い
う
国
民
性
に
強
さ

が
あ
っ
た
は
ず
。
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
、

強
い
魂
を
取
り
戻
す
教
育
を
示
し
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」

　

４
年
後
は
ソ
チ
。
ア
ウ
ェ
ー
を
ホ
ー
ム
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
る
。

「
次
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
は
ロ
シ

ア
の
ソ
チ
で
す
。
選
手
は
４
年
に
１
回
し

か
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
４
年
間
毎
日
イ

メ
ー
ジ
し
て
準
備
す
る
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
競
技
役
員
、
監
督
、
コ
ー
チ
も
毎
日
ソ

チ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
、
次
の
メ
ダ
ル
に
は
繋
が
り
ま
せ

ん
。
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
併
せ
て
ソ
チ

と
い
う
地
域
の
研
究
を
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
で
毎
年
ソ

チ
で
の
合
宿
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
で

し
ょ
う
。
た
と
え
現
地
で
日
本
食
を
料
理

し
て
も
、
水
は
ソ
チ
の
水
。
４
年
前
か
ら
、

ソ
チ
の
食
材
や
水
、
空
気
を
体
に
入
れ
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
選
手
に
は
ア
ウ
ェ
ー
で
は

な
く
ホ
ー
ム
の
感
覚
で
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。
す
べ
て
の
人
が

こ
れ
以
上
や
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
状
態

に
な
っ
て
初
め
て
金
メ
ダ
ル
に
繋
が
る
の
で

す
。
そ
う
し
な
い
と
１
０
０
分
の
１
秒
の
世

界
は
縮
ま
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
ス

タ
ッ
フ
と
選
手
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
で
き

る
よ
う
に
す
る
事
が
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
と
し
て

の
私
の
仕
事
で
す
」

「
責
任
な
く
し
て
栄
光
は
な
い
」。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
、誇
り
高
く
謙
虚
な
人
間
に
な
っ
て
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
的
な
力
が
あ
る
。
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い
う
思
い
切
り
が
僕
の
成
功
パ
タ
ー
ン
で
し

た
。
で
も
今
度
は
す
ご
く
神
経
を
使
っ
て
、

も
っ
と
前
と
か
後
ろ
と
か
考
え
失
敗
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　

シ
ー
ズ
ン
前
半
は
思
う
よ
う
な
結
果
が

出
な
い
日
々
が
続
い
た
。

「
何
が
あ
っ
て
も
経
験
だ
と
思
う
よ
う
に
し

よ
う
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
で
も
一

番
焦
っ
た
の
は
試
合
前
の
ア
ッ
プ
の
と
き
。

試
合
の
時
だ
け
特
有
の
す
ご
く
身
体
が
動

い
て
軽
く
な
る
感
覚
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、

そ
う
な
ら
な
い
。
で
も
、
12
月
の
全
日
本

選
手
権
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
や
っ
と

そ
の
感
覚
が
出
た
ん
で
す
。『
あ
あ
、
こ
れ

こ
れ
』
っ
て
。
や
っ
と
自
分
の
感
覚
が
戻
っ

て
き
た
瞬
間
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
世

界
選
手
権
も
そ
の
感
覚
が
出
来
て
、
楽
し

く
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
結
成
し

た
、
各
方
面
の
専
門
家
に
よ
る
〝
チ
ー
ム

髙
橋
〞
も
、
仕
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。

「
こ
の
１
年
は
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
し
っ
か
り
身

体
を
作
っ
て
、
栄
養
士
や
技
術
コ
ー
チ
、
ト

レ
ー
ナ
ー
、
専
門
の
方
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム

を
組
み
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
が
暗
黙
の
了

解
で
動
け
る
よ
う
な
結
束
力
は
、
ち
ょ
う

ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う
よ
う
に
出

来
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
・
モ

ロ
ゾ
フ
コ
ー
チ
に
教
わ
っ
て
い
た
時
は
彼
の

指
示
に
み
ん
な
が
合
わ
せ
て
動
い
て
い
た
の

で
す
が
、
今
度
は
自
分
が
最
初
に
意
思
を

決
め
て
、
そ
れ
で
回
り
が
動
い
て
く
れ
る
。

自
分
の
発
言
や
行
動
に
責
任
が
あ
る
立
場

　

前
回
の
ト
リ
ノ
大
会
で
は
８
位
と
実
力

を
出
し
切
れ
ず
、
そ
の
２
年
後
に
は
男
子

シ
ン
グ
ル
世
界
最
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
な

が
ら
も
、
オ
フ
に
は
右
足
膝
を
ケ
ガ
。
そ
こ

か
ら
１
年
半
に
わ
た
る
復
活
劇
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
台
に
立
っ
た
。

「
身
体
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
な
こ
と
で
し
た
。

け
れ
ど
メ
ン
タ
ル
に
関
し
て
は
、
２
年
前

の
オ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
ず
空

回
り
し
て
い
た
の
で
、
ケ
ガ
を
し
た
こ
と

で
ス
ケ
ー
ト
を
出
来
る
喜
び
を
感
じ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
あ
の
時
は
、
３
年
間
教
わ
っ
て
き
た

コ
ー
チ
と
の
別
れ
や
新
し
い
振
付
師
を
探

し
た
り
、
技
術
的
に
も
や
る
こ
と
が
山
積

み
で
、
頭
が
整
理
で
き
ず
練
習
に
身
が
入

ら
な
か
っ
た
。
身
体
が
出
来
て
い
な
い
の
に

試
合
が
近
づ
い
て
急
に
無
理
し
て
の
ケ
ガ

で
し
た
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
焦
点
を
定
め
、
手
術

し
て
１
シ
ー
ズ
ン
欠
場
す
る
道
を
選
ん
だ
。

「
手
術
し
て
も
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
タ
イ
ミ

ン
グ
。
だ
か
ら
怪
我
も
必
然
な
ん
だ
と
思

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
は
大
抵
、

次
に
進
む
の
に
必
要
な
場
合
が
多
い
も
の

で
す
か
ら
」

　

リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
身
体
全
体
の
改
造
に

着
手
。
そ
の
半
面
、
こ
れ
ま
で
と
身
体
感

覚
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
氷
に
乗
る
と
何
か
が
微
妙
に
違
う
感
覚
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
ジ
ャ
ン
プ
は
、
長

年
毎
日
や
っ
て
身
体
に
染
み
込
ま
せ
て
い

た
感
覚
が
あ
っ
て
、『
行
っ
て
し
ま
え
』
と

悪
い
こ
と
は
次
へ
の
階
段
、「
怪
我
は
必
然
だ
っ
た
」。

プレッシャーに勝つ、面白さと不安。
自分を試し、何かを超えたい

ファギュアスケート　
男子シングル　銅メダリスト
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昔
か
ら
や
り
た
か
っ
た
曲
だ
っ
た
の
で
世

界
観
に
入
り
込
め
ま
し
た
し
、
映
画
『
道
』

も
切
な
い
暗
さ
が
共
感
で
き
る
曲
。
ス
テ
ッ

プ
の
と
こ
ろ
は
（
道
化
師
ら
し
い
）
明
る
い

音
調
に
な
る
け
れ
ど
、
そ
の
裏
に
あ
る
哀

愁
と
か
が
感
じ
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
で
、
そ
れ

を
表
現
し
た
つ
も
り
で
す
」

　

フ
リ
ー
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
４
回
転

ジ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
し
渾
身
の
演
技
だ
っ
た
。

「
４
回
転
ジ
ャ
ン
プ
は
、
自
分
は
（
ケ
ガ
の

前
は
）
出
来
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
獲
れ
た

こ
と
は
嬉
し
い
で
す
が
、
演
技
内
容
は
満

足
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
悔
し
さ

と
嬉
し
さ
が
入
り
交
じ
る
気
持
ち
で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
引
退
と
決
め
て
い
た
の

で
す
が
、
や
っ
と
自
分
と
い
う
感
覚
が
取

り
戻
せ
て
、
楽
し
く
な
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で

す
。
だ
か
ら
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ト

が
一
番
伝
え
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
限
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
直
し
ま
し
た
」

　

最
後
の
舞
台
と
決
め
て
い
た
は
ず
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
む
し
ろ
ス
ケ
ー
ト
の
魅
力

を
再
認
識
す
る
場
所
に
な
っ
た
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
本
当
に
国
が
ひ
と
つ
に

な
る
。
メ
デ
ィ
ア
も
み
な
取
り
上
げ
て
、
街

に
も
国
旗
が
溢
れ
て
、
日
本
人
が
勝
っ
た

ら
『
僕
、
日
本
人
な
ん
で
す
』
っ
て
言
い
た

く
な
る
。
そ
う
い
う
力
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
る
側
だ
っ
た
頃
は
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
し
、
今
回
は
一
体
感
と
誇

に
な
っ
て
、
人
任
せ
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
事
は

何
か
に
影
響
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

そ
し
て
迎
え
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
。

何
を
感
じ
て
氷
上
に
立
っ
た
の
か
。

「
ト
リ
ノ
の
リ
ベ
ン
ジ
で
も
な
い
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
た
喜
び
で
も
な
い
。
こ

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
勝
て
る
の
か
と
い
う
面

白
さ
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
を
試

し
た
い
、何
か
を
超
え
た
い
と
。
も
ち
ろ
ん
、

目
指
し
て
い
た
の
は
ト
ッ
プ
。
３
位
を
目
指

し
て
い
た
ら
５
番
、
６
番
に
な
る
も
の
。
だ

か
ら
『
表
彰
台
に
立
つ
ぞ
』
で
は
な
く
『
表

彰
台
に
立
っ
た
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
練
習

し
ま
し
た
。
で
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
公
式
練

習
が
始
ま
っ
た
ら
み
ん
な
の
調
子
も
良
く

て
『
あ
あ
、
自
分
も
調
子
合
わ
せ
て
き
た

け
ど
、
み
ん
な
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
き
た
ん

だ
』
っ
て
。
正
直
、
現
実
的
に
は
メ
ダ
ル
は

厳
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
も
う

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
。
自
然
体

で
行
こ
う
と
か
え
っ
て
思
え
ま
し
た
」

　

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ｅ
ｙ
ｅ
」、フ
リ
ー

ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
道
」、
共
に
納
得
い
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
仕
上
が
っ
た
。

「
僕
は
、
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
取
っ
て
、

そ
れ
を
表
現
す
る
タ
イ
プ
。『
ｅ
ｙ
ｅ
』
は

り
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

に
ス
ポ
ー
ツ
は
、
目
標
を
達
成
出
来
て
も

出
来
な
く
て
も
、
試
合
の
時
の
究
極
の
緊

張
感
や
集
中
を
体
験
す
る
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
は
人
生
で
生
き
て
く
る
。
僕
も
、
何
が

あ
っ
て
も『
死
ぬ
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
』て
思
っ

て
前
に
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

だ
か
ら
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
が
伝
わ
る

よ
う
に
、
国
や
色
々
な
方
々
か
ら
更
な
る
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
、
日
本
全
体
が
盛
り

上
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
」

　

こ
れ
ま
で
は
、
い
ち
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

ス
ケ
ー
ト
を
見
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
１
年

で
考
え
方
は
変
化
し
た
。

「
こ
こ
１
年
は
引
退
後
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
実
は
結
局
ま
だ
、

や
り
た
い
こ
と
は
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、『
繋
ぐ
』
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ス
ケ
ー
ト
の
人

気
が
今
ほ
ど
無
か
っ
た
頃
も
知
っ
て
い
る
の

で
、
こ
う
や
っ
て
注
目
さ
れ
る
事
は
幸
せ
だ

と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
成
績
を
出
し
て

繋
い
で
い
か
な
い
と
注
目
は
途
切
れ
て
し

ま
い
次
世
代
の
選
手
は
辛
い
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
繋
げ
る
た
め
に
、
僕
は
成
績
を
残

し
て
い
き
た
い
で
す
し
、
ス
ケ
ー
ト
に
憧
れ

る
子
供
達
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
で
す
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
魅
力
を
、
そ
し
て
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
次
世
代
に
繋

ぐ
た
め
に
。
髙
橋
選
手
は
新
た
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
し
た
。

や
っ
と
自
分
の
感
覚
が
戻
っ
て「
あ
あ
、こ
れ
こ
れ
」っ
て
！ 

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
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子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
た
。

「
小
学
１
年
の
時
、
地
元
に
氷
上
祭
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
優
勝
し
て
金
メ
ダ
ル

を
も
ら
っ
て
か
ら
、『
毎
年
メ
ダ
ル
が
欲
し

い
』
っ
て
思
っ
た
の
が
選
手
生
活
の
ス
タ
ー

ト
。
で
も
翌
年
は
個
人
種
目
で
は
転
倒
し

て
し
ま
っ
て
、
リ
レ
ー
の
方
で
メ
ダ
ル
を
も

ら
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て･･･

。
そ
し
た
ら
、

私
に
は
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
が
残
っ
て
い
る
っ
て
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
ら
れ
た
ん
で
す
」

　

２
日
間
氷
を
離
れ
、
ひ
た
す
ら
自
分
の

ス
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
考
え
た
。

「
３
日
ぶ
り
に
リ
ン
ク
へ
行
っ
て
氷
に
上

が
っ
た
時
に
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
ん
で

す
。
長
野
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
代
表
に
選

ば
れ
な
が
ら
も
直
前
に
骨
折
し
て
出
場
で

き
な
く
て
。
そ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
氷
に

乗
っ
た
時
に
ス
ケ
ー
ト
を
滑
れ
る
だ
け
で
す

ご
く
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
時

の
感
覚
に
、『
ア
ッ
似
て
る
』
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
す
で
に
個
人
種
目
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
っ
た
選
手
た
ち
も
、
み
ん
な
３
月

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
向
け
て
練
習
を
し
て

い
る
の
を
見
て
、『
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
ス
ケ
ー

ト
が
好
き
な
ん
だ
な
』
と
思
っ
た
ら
、
励
ま

さ
れ
ま
し
た
」

　

26
日
か
ら
の
パ
シ
ュ
ー
ト
は
、
新
鮮
な
思

い
を
持
っ
て
臨
め
た
。
準
々
決
勝
こ
そ
、
個

人
種
目
の
失
敗
レ
ー
ス
を
思
い
出
し
て
緊

張
し
た
が
、
そ
れ
を
察
し
た
小
平
奈
緒
選

手
が
無
言
で
握
り
拳
を
突
き
出
し
て
く
れ
、

そ
れ
を
自
分
の
拳
で
ガ
ツ
ン
と
突
く
と
緊

張
感
は
一
気
に
無
く
な
っ
た
。

つ
て
な
い
絶
好
調
で
し
た
」

　

公
式
練
習
の
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
で
組
み
立
て

れ
ば
、
１
分
54
〜
55
秒
と
い
う
、
標
高
が

高
く
ス
ピ
ー
ド
の
出
や
す
い
カ
ル
ガ
リ
ー
並

み
の
記
録
が
出
て
い
た
。

「
羽
田
雅
樹
コ
ー
チ
も
『
速
す
ぎ
る
』
と
言
っ

て
、
本
番
で
は
、
１
分
56
秒
中
盤
か
ら
57

秒
台
頭
の
抑
え
気
味
の
ラ
ッ
プ
を
設
定
し

て
い
ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
２
月
21
日
の
１
５
０
０
ｍ
は
、

２
分
00
秒
12
で
19
位
と
惨
敗
し
た
。

「
本
番
は
『
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
』

と
思
う
く
ら
い
に
ひ
ど
く
な
っ
ち
ゃ
た
ん
で

す
。
も
う
落
ち
込
む
し
か
な
か
っ
た
で
す
。

結
果
を
出
す
こ
と
を
前
提
で
た
く
さ
ん
の

人
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
し
、
わ
が
ま
ま

を
言
わ
せ
て
も
ら
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
き
ま
し
た
か
ら
。
そ
こ
で
結
果
を
出
せ

な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
ス
ケ
ー
ト
人
生
の

中
で
一
番
悔
し
か
っ
た
し
、
悲
し
か
っ
た
…
」

　

選
手
村
へ
帰
る
と
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
、
１
時
間
ほ
ど
外
の
川
辺
を
、

目
的
も
な
し
に
走
り
続
け
た
。

「
そ
の
時
、
い
つ
も
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
に
『
ダ
メ
で

し
た
。
悔
し
い
で
す
』と
電
話
し
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
先
生
が
、『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
出
る
人
の
99
％
が
悔
し
い
思
い
を
し
て
、

１
％
の
人
だ
け
が
喜
べ
る
ん
だ
。
で
も
あ

な
た
に
は
ま
だ
１
％
の
可
能
性
が
残
っ
て
い

る
』
と
言
っ
て
く
れ
て
。
そ
れ
で
『
ア
レ
ッ
、

そ
の
１
％
っ
て
パ
シ
ュ
ー
ト
な
の
か
な
』
と

思
っ
た
ん
で
す
」

　

冷
静
に
な
る
と
、
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
た

　

４
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
田
畑
真
紀

選
手
は
、
初
め
て
思
い
残
す
も
の
も
な
く

迎
え
ら
れ
た
。
自
分
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
懸

け
る
思
い
、
求
め
て
い
る
も
の
。
す
べ
て
を

ク
リ
ア
に
し
て
臨
め
た
と
い
う
。

「
今
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
る
と
、

み
ん
な
フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。『
こ
こ
ま
で
や
っ
た
ん
だ
か
ら
力
を
残

し
た
く
な
い
。
全
力
だ
！
』
っ
て
感
じ
で
。

特
に
１
５
０
０
ｍ
に
関
し
て
は
思
い
入
れ
が

強
か
っ
た
け
ど
、
他
の
種
目
で
も
周
り
の
期

待
を
感
じ
る
と
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。

だ
か
ら
今
回
は
、
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
な
い
で

い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

２
０
０
２
年
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
大

会
は
、
前
年
に
１
５
０
０
ｍ
で
世
界
記
録
に

迫
る
タ
イ
ム
を
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
本
番
で
は
力
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま
終

わ
り
、
精
神
面
で
の
成
長
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。
そ
し
て
ト
リ
ノ
大
会
は
、
シ
ー
ズ
ン

前
の
ケ
ガ
で
出
遅
れ
た
。
そ
れ
か
ら
４
年

を
経
て
の
今
季
。
３
０
０
０
ｍ
と
１
０
０
０

ｍ
の
不
調
が
、
逆
に
幸
い
し
た
と
い
う
。

「
開
幕
戦
の
３
０
０
０
ｍ
で
失
敗
し
て
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
権
を
取
れ
な
か
っ
た
上

に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
選
考
会
で
は

１
０
０
０
ｍ
も
失
敗
。
そ
れ
が
１
５
０
０
ｍ

だ
け
に
集
中
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
で

す
。
私
は
欲
張
り
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
状

況
が
な
い
と
種
目
を
絞
り
切
れ
な
い
ん
で

す
ね
。
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
方
が
自
分
は

力
を
出
せ
る
タ
イ
プ
と
い
う
か
。
だ
か
ら
、

精
神
的
に
万
全
な
態
勢
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー

に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
公
式
練
習
で
は
か

氷
に
立
て
る
こ
と
の
幸
せ
を

再
び
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
レ
ー
ス
。

一
人
だ
と
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
ち
ゃ
っ
て
空
周
り
、で
も
仲
間
が
い
る
こ
と
で
冷
静
に
な
れ
る
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト　

チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
●
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

４度のオリンピックに出場している田畑選
手。その経験値は、チームパシュートの際
に他の２選手にとっても心強いものだった
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「
一
緒
に
滑
る
仲
間
が
い
た
こ
と
で
、
変
な

フ
ル
ス
イ
ン
グ
が
な
く
て
冷
静
に
滑
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
で
も
２
日
目
の
準
決
勝

は
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
し
た
ね
。
決
勝
に
脚
を
残

し
て
お
こ
う
と
、
余
裕
を
持
っ
て
勝
て
る
相

手
な
ら
力
を
使
い
切
ら
な
い
で
お
こ
う
と

し
て･･･

。
勝
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
ら
、
ゴ
ー
ル
寸
前
の
コ
ー
ナ
ー
を
抜

け
た
時
は
同
じ
く
ら
い
の
タ
イ
ム
。
ゴ
ー
ル

後
は
『
ま
さ
か
負
け
て
な
い
よ
ね
』
と
焦
り

ま
し
た
よ
」

　

決
勝
は
、
緊
張
よ
り
気
合
が
勝
っ
た
。

対
戦
相
手
は
ト
リ
ノ
大
会
優
勝
の
ド
イ
ツ

だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
も
、
コ
ー
ナ
ー
の
ポ

イ
ン
ト
を
蹴
っ
て
し
ま
え
ば
失
格
に
な
る
た

め
、
メ
ダ
ル
が
確
定
し
た
と
い
う
安
心
感

も
な
か
っ
た
。

「
残
り
２
周
で
１
秒
72
リ
ー
ド
し
た
か
ら
、

滑
り
な
が
ら『
や
ば
い
、金
獲
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ

な
い
』
と
思
い
ま
し
た
ね
。
で
も
そ
こ
が
落

と
し
穴
な
ん
で
す
ね
」

　

結
果
は
、
０
秒
02
差
で
２
位
。

「
負
け
が
分
か
っ
た
瞬
間
は
、
も
ち
ろ
ん
悔

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
す
ぐ
に
、
１
５
０
０

ｍ
の
失
敗
後
に
知
人
が
送
っ
て
き
た
メ
ー

ル
の
『
悔
し
く
て
も
、
今
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
な
さ
い
』
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
。
勝
負
で

あ
る
限
り
勝
ち
負
け
が
あ
る
の
は
当
た
り

前
。
０
秒
02
差
と
い
う
勝
負
が
で
き
た
の

は
、
自
分
た
ち
の
力
を
出
し
切
り
、
互
い

が
信
頼
し
合
っ
て
レ
ー
ス
が
で
き
た
か
ら
だ

な
と
。
だ
か
ら
後
輩
た
ち
に
も
、
そ
れ
が

出
来
た
自
分
を
褒
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
、
私
が
真
っ
先
に
喜
ん
だ
ん
で
す
。
個

人
で
獲
る
よ
り
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
」

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
選
手
が
い
な
い

チ
ー
ム
で
も
、
メ
ダ
ル
を
獲
る
可
能
性
が
あ

る
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
。
田
畑
選
手
は
こ
の

種
目
の
面
白
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
喜
ぶ
。

「
嬉
し
さ
と
悔
し
さ
は
ま
だ
半
分
ず
つ
。
み

ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
シ
ー
ン
が
入
っ

て
い
る
日
本
の
テ
レ
ビ
映
像
は
見
返
し
て

も
嬉
し
い
の
で
す
が
、
レ
ー
ス
だ
け
の
映
像

を
見
る
と
も
う
悔
し
さ
が
先
行
し
て
見
ら

れ
な
い
で
す
」

　

彼
女
の
勝
負
師
魂
の
火
は
、
ま
だ
消
え

て
い
な
い
。

「
短
距
離
で
は
な
く
、
日
本
人
が
獲
っ
て
い

な
い
中
・
長
距
離
で
金
メ
ダ
ル
を
狙
う
か
ら

こ
そ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
、
新
た
な
道
を
切

り
開
い
て
い
け
る
か
ら
面
白
い
」

　

念
願
の
メ
ダ
ル
は
手
に
し
た
が
、
個
人

の
メ
ダ
ル
と
い
う
宿
題
は
残
っ
た
。
そ
の
宿

題
を
ど
う
す
る
の
か
。
結
論
は
、
ま
だ
出

し
て
い
な
い
。

3PART

子
ど
も
の
頃
、リ
レ
ー
で
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て

「
そ
う
だ
パ
シ
ュ
ー
ト
が
ま
だ
あ
る
！
」っ
て
。

43

田畑真紀　
Maki Tabata

1974 年 11月9日生まれ。
北海道勇

ゆう

払
ふつ

郡出身。1994
年リレハンメル冬季オリン
ピック出場。1998年長野大
会は代表に選ばれるも直
前に左足首を骨折し棄権。
2002 年ソルトレークシ
ティー大会、2006 年トリ
ノ大会に続き、オリンピッ
ク4回出場。1500ｍを主
軸に、1000ｍから3000ｍ
まで世界トップレベルを
誇る。1500ｍ日本女子記
録保持者。バンクーバー
大会では、1500 ｍ 19 位
になるも、チームパシュー
トで小平奈緒、穂積雅子
とともに銀メダルを獲得。
35歳でのメダル獲得は、
日本人選手の冬季オリン
ピック史上最年長記録。
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指
導
法
を
確
立
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

ど
う
や
っ
て
伝
え
る
か
を
考
え
る
。

親
よ
り
も
長
い
時
間
一
緒
に
い
る
、

だ
か
ら
こ
そ
人
間
教
育
の
場
で
も
あ
る
。

日
本
代
表
選
手
団 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
コ
ー
チ

日本人初の３回転ジャンパーとし
て、高い技術力を世界に示した

地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
タ
イ
ル
と
は
基

礎
が
違
う
の
で
す
。
何
が
正
し
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
ゲ
ル
シ
ュ
イ

ラ
ー
氏
は
心
理
学
も
取
り
入
れ
て
い
る
人

で
、
こ
れ
も
混
乱
の
も
と
で
し
た
。

　

結
局
、
自
分
の
指
導
は
、
遠
回
り
を
し

な
が
ら
、
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
良
い
と
こ
ろ
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、選
手
時

代
と
同
じ
よ
う
に
、
手
探
り
で
進
ん
だ
結

果
、
技
術
論
が
確
立
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　

北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
が
交
差
し
合

う
時
代
を
迎
え
、
佐
藤
コ
ー
チ
に
は
ひ
と
つ

の
技
術
論
が
ま
と
ま
っ
た
。

「
指
導
法
に
は
答
え
が
な
い
で
す
が
、
教
え

て
い
る
技
術
は
一
貫
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

あ
る
レ
ベ
ル
よ
り
上
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ン
プ

だ
け
で
な
く
滑
り
を
持
っ
て
い
る
人
が
結

局
は
上
回
る
。
良
い
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
な
い

柱
を
想
像
す
る
よ
う
な
も
の
。
基
礎
が
分

か
ら
な
い
。
初
の
国
際
大
会
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
し
た
が
、
た
だ
緊
張
し
て
、
ジ
ャ
ン

プ
も
何
度
も
転
ん
だ
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

挑
戦
し
て
壁
に
当
た
っ
て
悩
ん
で
。
そ
の

連
続
の
中
で
答
え
を
探
し
ま
し
た
」

　

１
９
６
５
年
世
界
選
手
権
で
ア
ジ
ア
人

初
の
４
位
と
記
録
を
残
し
、
そ
の
後
引
退
。

指
導
者
の
道
を
選
ぶ
。

「
コ
ー
チ
と
し
て
駆
け
出
し
だ
っ
た
頃
、
札

幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
が
そ
の

前
年
に
、
ス
イ
ス
か
ら
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ゲ
ル

シ
ュ
イ
ラ
ー
氏
と
い
う
有
名
な
コ
ー
チ
を
招

聘へ
い

し
ま
し
た
。
ひ
と
夏
、
つ
き
っ
き
り
で
指

導
法
を
学
ん
だ
の
で
す
が
、
新
し
い
こ
と
の

連
続
で
頭
が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
を
コ
ピ
ー
す
る
練
習
法

で
し
た
が
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
発
祥
の

の
子
は
将
来
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
』
と
い

う
よ
う
な
目
立
つ
性
格
の
子
で
も
、
そ
れ

を
良
い
個
性
と
し
て
残
し
て
い
く
と
成
績

を
上
げ
て
、
最
終
的
に
は
素
晴
ら
し
い
人

間
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
相
手
は
生
き

て
い
る
わ
け
で
す
し
、
指
導
法
に
答
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
チ
側
も
日
々
成
長
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　

佐
藤
コ
ー
チ
の
選
手
時
代
の
経
験
は
、

ど
う
指
導
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

「
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
た
の
は
戦
後
間
も
な

く
、
日
本
国
内
で
青
少
年
の
遊
び
場
と
し

て
の
ス
ケ
ー
ト
場
が
再
建
設
さ
れ
た
頃
で

す
。
海
外
か
ら
の
情
報
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
日
本
は
２
回
転
ジ
ャ
ン
プ
が

最
高
。
と
こ
ろ
が
、
海
外
で
は
デ
ィ
ッ
ク
・

バ
ト
ン
選
手
（
ア
メ
リ
カ
）
が
３
回
転
ジ
ャ

ン
プ
を
何
種
類
も
跳
び
、
３
回
転
時
代
が

到
来
し
て
い
ま
し
た
。
忘
れ
も
し
な
い
、
ス

ケ
ー
ト
を
始
め
て
３
年
目
の
夏
。
先
生
が

『
３
回
転
ジ
ャ
ン
プ
を
や
れ
』
と
言
う
ん
で

す
。
見
た
こ
と
も
な
い
も
の
を
ど
う
や
っ
た

ら
跳
べ
る
の
か
？　

手
を
締
め
れ
ば
良
い

と
言
わ
れ
て
や
り
ま
し
た
が
、
た
だ
怖
く
っ

て
、
当
然
転
び
ま
し
た
」

　

海
外
か
ら
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
い
時

代
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て

い
っ
た
。

「
当
時
は
ビ
デ
オ
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
年
に
１
回
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
る
ア
イ
ス

シ
ョ
ー
を
観
て
、
そ
の
写
真
を
パ
ラ
パ
ラ
漫

画
に
繋
い
で
お
手
本
に
す
る
ん
で
す
。
と
に

か
く
ア
メ
リ
カ
を
模
倣
す
る
こ
と
に
熱
中

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
家
の
形
を
見
て
、

一
方
で
、
小
塚
崇
彦
選
手
の
よ
う
に
大
人
に

な
る
時
期
の
選
手
に
は
、
頭
の
中
で
噛
み

砕
い
て
か
ら
伝
え
、
選
手
が
自
分
で
耐
え

な
が
ら
答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
の
も

大
切
で
す
」

　

有
名
選
手
を
指
導
す
る
一
方
で
、
ス
ケ
ー

ト
を
始
め
た
ば
か
り
の
小
さ
な
子
ど
も
と

の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
る
。

「
１
日
５
〜
６
時
間
。
私
は
生
徒
に
と
っ
て

お
父
さ
ん
よ
り
も
長
い
時
間
接
し
て
い
る

相
手
な
ん
で
す
。
引
退
後
も
第
二
の
父
の

よ
う
に
慕
っ
て
く
れ
る
生
徒
も
多
い
で
す

し
、
や
は
り
人
間
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
で
は
ど
ん
な

人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
か
。
実
は
、『
こ

　

基
礎
を
徹
底
し
た
指
導
法
、
生
き
方
を

も
含
め
て
指
導
す
る
人
間
力
が
買
わ
れ
、

２
０
０
９
年
に
ア
ジ
ア
人
コ
ー
チ
初
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
殿
堂
入
り
。
世
界
が
認
め

る
一
流
の
指
導
法
と
は
何
か
。

「
教
え
て
い
る
基
礎
技
術
は
誰
に
対
し
て
も

同
じ
で
す
。た
だ
、そ
の
教
え
方
、伝
え
方
は
、

相
手
に
よ
っ
て
、
ま
た
時
代
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
選
手
へ
の
伝
え
方
、
か

け
る
言
葉
は
と
て
も
重
要
で
す
。
若
い
頃

は
熱
血
指
導
と
言
わ
れ
て
、
空
回
り
の
失

敗
と
い
え
る
指
導
法
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
で
も
年
に
数
回
、
怒

鳴
り
ま
す
。
途
中
で
投
げ
出
し
て
し
ま
う

よ
う
な
子
に
は
、め
い
っ
ぱ
い
怒
り
ま
す
よ
。
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今
で
も
悩
み
迷
う
日
々
、
指
導
に
答
え
は
な
い
。

45

佐藤信夫
Nobuo Sato

1942 年 1月 3日生まれ。
大阪府出身。1960 年ス
コー・バレー冬季オリン
ピック、1964 年インスブ
ルック冬季オリンピック
の男子シングル日本代表。
日本人初の3回転ジャン
プ成功者。1965年、世界
選手権で東洋人男子初の
4位入賞を果たす。引退
後は指導者として、佐藤
有香、荒川静香、安藤美
姫、村主章枝、中野友加
里、小塚崇彦らを育成す
る。久美子夫人もフィギュ
アスケートの元オリンピッ
ク選手でコーチ、娘の有
香さんもプロフィギュアス
ケーター、コーチ、振付師
と多岐にわたり活躍。 朝から夜まで毎日氷に乗り、

選手の指導にあたる

試合前恒例の儀式は、選手の背中をなでてポンッと叩く。選手の心を落ち着かせ、勇気を与える

と
限
界
が
あ
る
か
ら
、
素
直
な
ス
ケ
ー
ト
や

正
し
い
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ク
を
辛
抱
強
く
、
ジ
ャ

ン
プ
と
並
行
し
て
教
え
る
の
が
私
の
指
導

法
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
違
う
考
え
方
の
コ
ー

チ
が
教
え
た
選
手
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
他
が
間
違
っ
て
い
る
と

言
う
つ
も
り
は
な
い
で
す
。
他
の
コ
ー
チ
の

子
が
先
に
ジ
ャ
ン
プ
を
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
最
後
に
ど
こ
ま
で
追
い
つ
き
、
越
え

ら
れ
る
か
が
、私
の
指
導
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
」

　

海
外
の
練
習
環
境
を
求
め
る
選
手
も
多

い
な
か
、
佐
藤
コ
ー
チ
の
も
と
に
は
ト
ッ
プ

ス
ケ
ー
タ
ー
も
多
く
集
ま
る
。

「
昔
は
、
日
本
は
情
報
が
遅
れ
て
い
る
た
め

に
海
外
に
行
く
選
手
が
い
ま
し
た
が
、
今

や
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
も
世
界
選
手

権
も
男
女
の
金
メ
ダ
ル
を
日
本
が
独
占
す

る
時
代
。
日
本
が
遅
れ
て
い
る
と
は
誰
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
練
習
環
境
と
い

う
面
で
は
海
外
に
分
が
あ
る
。
リ
ン
ク
の

数
、
指
導
者
の
数
、
振
付
師
が
充
実
し
て

い
る
環
境
の
方
が
、
成
長
は
早
い
。
日
本

は
滑
る
場
所
が
な
い
の
で
、
海
外
の
滑
り

放
題
の
リ
ン
ク
で
毎
日
切
磋
琢
磨
さ
れ
て
、

言
葉
の
壁
や
食
事
の
違
い
も
受
け
入
れ
れ

ば
海
外
練
習
も
う
ま
く
行
く
で
し
ょ
う
」

　

環
境
が
整
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
日
本
か

ら
、
世
界
ト
ッ
プ
選
手
が
多
く
出
て
き
た

の
は
な
ぜ
か
。

「
こ
こ
4
年
間
で
、
中
京
大
と
関
西
大
が
大

学
で
リ
ン
ク
を
作
り
、
中
京
大
の
リ
ン
ク

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
こ

と
。
大
学
の
選
手
は
自
由
に
氷
に
乗
れ
る

し
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
強
化
選
手
に

と
っ
て
も
練
習
場
所
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

が
日
本
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
ト
ッ
プ

選
手
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
男
女
の
う
ち
、
小
塚
、
浅

田
、
安
藤
の
３
選
手
が
中
京
大
で
、
織
田
、

髙
橋
の
２
選
手
が
関
西
大
。
鈴
木
選
手
も

名
古
屋
が
拠
点
な
の
で
中
京
大
の
リ
ン
ク

に
通
え
ま
す
。
浅
田
選
手
は
、
毎
日
３
回
、

１
人
だ
け
の
貸
し
切
り
練
習
を
で
き
る
素

晴
ら
し
い
環
境
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
環
境

が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
名
古
屋
ま
で
通
え
な
い
選

手
、
そ
し
て
も
っ
と
小
さ
い
子
ど
も
達
が

練
習
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
け
ば
、
さ
ら

に
日
本
は
伸
び
る
余
地
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
環
境
に
根
付
い
て
栄

え
る
も
の
。
寒
い
地
域
で
氷
が
あ
る
と
か
、

家
の
近
所
に
屋
内
リ
ン
ク
が
あ
っ
て
、
自

然
と
通
え
る
こ
と
が
、
競
技
の
発
展
の
た

め
に
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
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世
界
の
頂
点
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
実
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
ス
ポ
ー

ツ
」
だ
け
な
く
、「
文
化
」
と
「
環
境
」

を
加
え
た
3
本
柱
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
。
今
回
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
数
々
の
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
掲
げ
て
環
境
や
社
会
に
配
慮
し
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
た
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
（
V
A
N
O
C
）
の
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
担
当
、
ア
ン
・
ダ
フ
ィ
ー

氏
は
語
る
。

「
ま
ず
私
た
ち
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
定
義
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境

対
策
、
社
会
貢
献
、
経
済
貢
献
の
3
つ

の
貢
献
を
結
合
さ
せ
た
も
の
と
定
義
し

た
の
で
す
」

　

そ
こ
で
、
都
市
部
に
住
む
先
住
民
や

低
所
得
者
層
に
対
し
て
も
恩
恵
の
あ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
。
先
住
民

と
の
融
和
を
重
要
視
し
、
ま
た
低
所
得

者
層
の
雇
用
機
会
を
創
出
。
こ
う
い
っ

た
環
境
面
以
外
の
取
り
組
み
も
、
未
来

に
つ
な
が
る
恩
恵
と
考
え
た
。

　

さ
ら
に
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

「
ま
ず
設
定
し
た
の
は
、
新
築
す
る
建

物
へ
の
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
す
。
屋
上
の
緑
化
、
廃
熱

の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
取
り
組
み

に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
高
ま
る
シ
ス
テ

ム
。
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

新
た
に
建
築
し
た
全
施
設
で
基
準
を
ク

リ
ア
し
ま
し
た
」

　

新
し
い
施
設
の
中
で
も
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
の
象
徴
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
オ
ー

バ
ル
だ
。

「
こ
れ
ま
で
松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
っ
て

廃
材
と
な
っ
て
い
た
パ
イ
ン
材
を
天
井

に
使
い
ま
し
た
。
廃
材
を
利
用
し
な
が

ら
も
美
し
い
建
物
が
建
築
で
き
る
事
例

を
示
し
た
の
で
す
。
ま
た
屋
根
を
伝
っ

て
溜
め
ら
れ
た
雨
水
は
、
ト
イ
レ
の
排

バンクーバー現地リポート

建
築
基
準
を
設
定

「
環
境
対
策
」、「
経
済
貢
献
」、

「
社
会
貢
献
」が
３
つ
の
柱

世界一暮らしやすい街と言われるバンクーバー。
海と山を臨むその美しい街は、やはり、自然や文化、社会と融和した、

持続可能な（サスティナブル）オリンピックのあり方を模索し、ひとつのモデルケースを示した。

放送局などのオフィスが置かれたバンクーバーコンベンションセンター。緑化された屋上はサスティナビリティの象徴

ウィスラーの選手村。下水道の排水処理熱を電気に使
うなど工夫が凝らされている

Report from Vancouver

サスティナブル・オリンピック
～未来へつながる大会を～

photo by AFLO/VANOC/JOC
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水
や
ガ
ー
デ
ニ
ア
の
水
と
し
て
再
利
用
。

さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
こ
の

会
場
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ら
8
面
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
な
ら
2
面
と
い
っ
た

多
機
能
の
運
動
施
設
と
な
り
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
市
民
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）
に
な
る
の
で
す
」

　

ま
た
、
な
る
べ
く
既
存
施
設
を
再
利

用
す
る
、
森
林
伐
採
の
エ
リ
ア
を
計
画

よ
り
小
さ
く
す
る
、
製
氷
の
際
の
廃
熱

を
電
気
や
暖
房
に
再
利
用
で
き
る
よ
う

旧
施
設
も
改
修
す
る
な
ど
、
考
え
得
る

あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　

一
方
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
企

業
や
政
府
を
巻
き
込
ん
だ
ソ
フ
ト
面
で

の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
取
り
組

ん
だ
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
や

政
府
、
納
品
業
者
ら
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
実
行
メ
ン
バ
ー
と
考
え
ま
し

た
。
環
境
保
護
な
ど
の
基
準
を
作
り
、

そ
れ
を
実
行
し
た
企
業
や
組
織
に
対

し
て
『
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
ー
』

を
与
え
表
彰
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

62
の
ス
タ
ー
ズ
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

例
え
ば
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
て
従
業
員
の
制

服
を
作
る
な
ど
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
（
二
酸
化
炭
素
相
殺
）
に
取
り
組
み
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
に
消
費
さ

れ
る
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
容
器
を
回
収

し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
計
画
を
立
て
、
ス

タ
ー
を
獲
得
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
は
、「
エ

コ
な
ア
イ
デ
ア
青
少
年
ビ
デ
オ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
、
ま
た
エ
コ
活
動
に

つ
い
て
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設

置
す
る
な
ど
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
推
進
活

動
で
、
ス
タ
ー
を
獲
得
し
た
。

　

ダ
フ
ィ
ー
氏
は
こ
う
結
論
す
る
。

「
大
会
期
間
を
通
し
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
実
際
に
示
さ
れ

た
こ
と
で
、
国
民
の
意
識
が
変
わ
り
、

何
を
す
べ
き
か
分
か
り
、
こ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
で
す
」

　

V
A
N
O
C
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
か
ら
7

年
。
未
来
に
つ
な
が
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ひ
と
つ
の
形
を
世
界
に
示
し
た
こ
と

で
、
そ
の
思
い
は
結
実
し
た
。

　JOCバンクーバー本部として
2月8日～28日、市内のホテル
内に「JOCジャパンハウス」を
設置。現地での統括拠点、また
ホスピタリティサービスや記者
会見の場として活用した。
　まず日本代表選手団の選手村
外本部として情報やサポート体
制を集約し、事務局を設置。ま
たスポンサーや関係者へのホス
ピタリティサービス用に開かれ
たラウンジでは、日本食の提供
や、日本代表選手団が出場する
試合のテレビ放映が行われた。
期間中は1600人を超える選手
団関係者らが来場し、応援する
人々で賑わった。
　また記者会見場等では、期間
中に15回の記者会見と、ブル

ガリア、オーストラリアとのパー
トナーNOC協定調印式を実施。
試合前の決意表明のほか、全メ
ダリスト、フィギュアスケートの
男女シングル選手らの会見を行
い、600人を超える報道関係者
が集まり、世界にニュースを配
信する情報拠点となった。
　2月21日には、日本領事館と
共催でレセプションを開催。27
人のIOC委員をはじめ、国際競
技連盟（I F）や在バンクーバー
の日本人会のメンバーらが来場
した。日本代表選手団からも、
長島圭一郎、加藤条治、髙橋大
輔選手ら37人が参加し、大会
後半戦への思いを結集。集まっ
た約350人の参加者らは、貴重
な国際交流の場を楽しんだ。

バンクーバー現地リポート

意
識
を
持
ち
、何
を
す
べ
き
か
が
分
か
り
、

そ
し
て
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る

企
業
・
政
府
も
巻
き
込
む

Team Japanのサポート拠点
「JOCジャパンハウス」

（左）試合前会見やメダリスト会見
が開かれ、選手や役員らが胸のうち
を語った（下）ラウンジのテレビで
は日本代表選手団の映像が放映さ
れ、関係者らが応援に集った

スピードスケート会場となったリッチモンドオーバル。天井に注目

（上）アン・ダフィー氏（左）開会の
瞬間のカウントダウンクロック。この後
カウントは増え未来へつながっていく

Report from Vancouver

350人参加のレセプション、国際交流の場に
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●金メダル（3個）
狩野　亮（アルペンスキー男子／スーパー大回転座位） 
新田佳浩（クロスカントリースキー男子／10kmクラシカル立位）
新田佳浩（クロスカントリースキー男子／1kmスプリント立位）
●銀メダル（3個） 
森井大輝（アルペンスキー男子／滑降座位） 
アイススレッジホッケー日本代表チーム（アイススレッジホッケー）
太田渉子（クロスカントリースキー女子／ 1kmスプリント立位） 
●銅メダル（5個）
大日方邦子 （アルペンスキー女子／回転座位） 
大日方邦子 （アルペンスキー女子／大回転座位） 
鈴木猛史 （アルペンスキー男子／大回転座位） 
狩野　亮 （アルペンスキー男子／滑降座位） 
森井大輝 （アルペンスキー男子／スーパー大回転座位） 
●ファン・ヨン・デ功績賞　遠藤隆行（アイススレッジホッケー主将）
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で
も
あ
る
。
至
る
所
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、

大
会
中
は
車
い
す
に
乗
っ
た
各
国
の
選
手
、
役
員

が
自
由
に
街
を
行
き
来
す
る
姿
も
目
立
っ
た
。
前

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
長
の
サ
ム
・
サ
リ
バ
ン
氏
も
車
い

す
の
使
用
者
。
車
い
す
で
地
球
一
周
し
た
リ
ッ
ク
・

ハ
ン
セ
ン
氏
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
村
村
長
を
務
め
た
。
社
会
的
な
理
解
が
高
く
、

多
く
の
日
本
選
手
が
「
人
び
と
が
障
害
者
に
優
し

い
」
と
感
心
す
る
。
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
に
よ
る
と
入
場
券
販
売
は
冬
季
大
会
最

多
の
約
23
万
枚
に
の
ぼ
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

同
一
都
市
で
開
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

冬
季
で
は
1
9
9
2

年
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル

大
会
か
ら
。
か
つ
て

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

は
別
の
組
織
委
員
会

に
よ
り
運
営
さ
れ
て

き
た
が
、
2
0
0
2

年
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ

テ
ィ
ー
大
会
か
ら
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
と
正
式
な
連
携

が
と
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
レ
ー
ブ
ン
会

長
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
側
の
働
き
掛
け

に
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
た
が
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
大
会
で
は
自
発
的
に
取
り
組
ん
だ
初
の
ケ
ー

ス
と
し
て
「
今
後
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
や
り
方
が
基

準
に
な
る
」
と
評
価
し
た
。

　

今
大
会
最
大
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
ア
イ
ス
ス
レ
ッ

ジ
ホ
ッ
ケ
ー
準
決
勝
で
日
本
が
２
連
覇
を
狙
っ
た

カ
ナ
ダ
を
３

－

１
で
破
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
を
国
技
と
す
る
カ
ナ
ダ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
男
女
に
続
く
「
３
冠
」
を
狙
っ
た
が
、
Ｇ
Ｋ
永

瀬
充
選
手
の
再
三
の
好
守
、
Ｆ
Ｗ
上
原
大
祐
選
手

の
勝
ち
越
し
点
で
夢
を
砕
い
た
。
決
勝
で
は
09
年

世
界
選
手
権
の
覇
者
ア
メ
リ
カ
に
屈
し
た
が
、
銀

メ
ダ
ル
は
歴
史
的
な
快
挙
。
開
会
式
旗
手
の
遠
藤

選
手
は
「
カ
ナ
ダ
で
強
い
日
本
を
見
せ
ら
れ
て
誇

り
に
思
う
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
こ
の
競
技

の
面
白
さ
が
日
本
の
人
に
伝
わ
っ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
男
子
立
位
の
新
田
佳

浩
選
手
は
２
冠
を
達
成
し
、
日
本
代
表
選
手
団
主

将
の
責
任
を
果
た
し
た
。
３
歳
で
祖
父
、
達
さ
ん

が
運
転
す
る
コ
ン
バ
イ

ン
に
巻
き
込
ま
れ
、
左

前
腕
を
失
っ
た
。
10
㎞

ク
ラ
シ
カ
ル
で
日
本

に
今
大
会
初
の
金
メ

ダ
ル
を
も
た
ら
す
と
、

92
歳
の
今
ま
で
責
任

を
感
じ
続
け
る
岡
山

の
祖
父
を
思
い
、「
や
っ

ぱ
り
最
初
は
、
じ
い

ち
ゃ
ん
に
触
ら
せ
て

や
り
た
い
」
と
笑
顔
。

21
日
の
最
終
日
に
は

１
㎞
ス
プ
リ
ン
ト
を

制
し
、
大
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

　

ま
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
女
子
立
位
で

も
、
20
歳
の
太
田
渉
子
選
手
が
１
㎞
ス
プ
リ
ン
ト

で
銀
メ
ダ
ル
。
ト
リ
ノ
大
会
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
銅
メ

ダ
ル
に
続
く
２
大
会
連
続
の
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

　

一
方
、
悪
天
候
で
大
幅
な
日
程
変
更
が
あ
っ
た
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
は
目
標
の
10
個
に
は
及
ば
な
か
っ

た
も
の
の
７
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
男
子
ス
ー

パ
ー
大
回
転
で
狩
野
亮
選
手
が
、
果
敢
に
攻
め
る

滑
り
で
金
メ
ダ
ル
。
小
学
校
３
年
生
の
と
き
の
交

通
事
故
で
両
脚
の
機
能
を
失
っ
た
24
歳
。
ア
ル
ペ

ン
の
高
速
系
種
目
で
日
本
男
子
が
頂
点
に
立
つ
の

は
初
の
快
挙
だ
。
滑
降
で
も
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

閉
会
式
で
は
日
本
代
表
選
手
団
の
旗
手
も
務
め
た
。

「
夢
の
よ
う
な
時
間
だ
っ
た
」
と
言
う
一
方
で
「
技

術
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
勉
強
す
る
こ
と
が
多
い
。

４
年
後
は
さ
ら
に
強
い
選
手
に
な
り
た
い
」
と
成

長
を
期
す
。
ま
た
森
井
大
輝
選
手
が
男
子
滑
降
で

銀
メ
ダ
ル
、
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で
は
銅
メ
ダ
ル
と
、

狩
野
選
手
と
と
も
に
２
度
の
表
彰
台
に
立
っ
た
。

男
子
大
回
転
で
は
鈴
木
猛
史
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を

得
た
。
得
意
の
回
転
で
15
位
に
終
わ
っ
た
雪
辱
を

果
た
し
「
ほ
か
の
大
会
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
重
い
」
と
感
激
し
た
。

　

５
大
会
連
続
出
場
と
経
験
豊
富
な
大
日
方
邦
子

選
手
は
、
安
定
し
た
滑
り
で
回
転
、
大
回
転
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
で
通
算
メ
ダ
ル
数
は
、

冬
季
で
は
日
本
人
最
高
の
10
個
に
達
し
た
。
上
乗

せ
を
狙
っ
た
滑
降
で
転
倒
し
て
首
な
ど
を
痛
め
、

残
る
２
種
目
は
欠
場
し
た
。
37
歳
で
臨
ん
だ
今
大

会
を
最
後
に
第
一
線
か
ら
退
く
意
向
で
い
た
が
「
不

完
全
燃
焼
。
今
後
は
白
紙
」
と
揺
れ
る
思
い
を
口

に
し
た
。

　

初
出
場
の
車
い
す
カ
ー
リ
ン
グ
は
日
本
史
上
最

年
長
、
75
歳
の
比
田
井
隆
選
手
が
話
題
に
。
成
績

は
３
勝
な
が
ら
最
下
位
の
10
位
で
、
他
国
と
の
経

験
の
差
が
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
課
題
と
な
っ

た
。

　

４
年
に
一
度
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
冬
の
祭
典
は
今

回
が
第
10
回
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
ソ
リ
に
乗
っ

て
両
手
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持
ち
得
点
を
競
う
〝
氷

上
の
格
闘
技
〞
ア
イ
ス
ス
レ
ッ
ジ
ホ
ッ
ケ
ー
と
、
男

女
混
合
で
争
う
車
い
す
カ
ー
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
ウ
ィ

ス
ラ
ー
で
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
計
５
競
技
、
64
種
目
が

実
施
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
系
は
立
位
、
座
位
、
視
覚

障
害
に
分
か
れ
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
係
数
を

タ
イ
ム
に
掛
け
て
争
う
。
車
い
す
カ
ー
リ
ン
グ
は

氷
面
を
こ
す
る
ス
イ
ー
ピ
ン
グ
が
な
い
な
ど
の
特

色
が
あ
る
。

　

以
前
は
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
的
な
面
が
強
か
っ

た
が
、
近
年
は
競
技
志
向
へ
の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い

る
。
今
回
の
象
徴
的
な
存
在
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
選
手（
カ
ナ

ダ
）。重
度
の
視
覚
障
害
を
持
つ
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
選
手

は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
に
も
選

ば
れ
て
い
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
経
験
者
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
と
な
る
の
は
冬
季
で
は
初
の
快
挙
で
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
の
証
明
に
な
っ

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
出
場
機
会
こ
そ
な
か
っ
た

が
、
今
大
会
で
３
冠
に
輝
い
た
。

　
「
世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
街
」
バ
ン
ク
ー
バ
ー

は
「
世
界
一
、
障
害
者
に
優
し
い
都
市
」
の
ひ
と
つ

ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
3

月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
、
冬
季
大
会
史

上
最
多
の
44
カ
国
か
ら
約
5
0
0
人
の
選
手
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
選
手
41
人
、
役
員
53
人

か
ら
な
る
日
本
選
手
団
は
、
金
3
個
を
含
む
計

11
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
前
回
ト
リ
ノ
大
会
の

９
個
を
上
回
る
大
健
闘
。
ア
イ
ス
ス
レ
ッ
ジ
ホ
ッ

ケ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
遠
藤
隆
行
主
将
が
、

最
も
印
象
的
な
活
躍
を
し
た
選
手
と
し
て
「
フ
ァ

ン
・
ヨ
ン
・
デ
功
績
賞
」
を
受
賞
し
閉
会
式
で

表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
実
り
の
多
い
大
会
と
な
っ

た
。 バ

メ
ダ
ル
11
個
、
歴
史
的
な
快
挙
も

入
場
券
は
冬
季
最
多
の
23
万
枚
に

●日本チームメダリスト、表彰者一覧

共同通信社　宮田　宏
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大日方邦子選手は
日本人初の冬季パ
ラリンピック金メダ
リストでもある（長
野大会）

男子大回転座位銅の鈴木猛史選手はスー
パー大回転、スーパーコンビでも入賞

滑降座位で狩野亮選手（左）が銅、森
井大輝選手（右）が銀を獲得

（右）太田渉子選手は日本の女子で最高成績
（上）バンクーバーオリンピックでは、かつて
パラリンピック選手だったリック・ハンセン氏
が選手村村長を務めた

日本選手団主将の新田佳浩選手は、パラリンピックへの４度目の挑戦で２つの金メダルを手に

悲願のメダルを掴み取ったアイススレッジホッケーチーム。その全員が、最高の笑顔をみせた

マッキーバー選手の
快挙は多くのパラ
リンピック選手達に
希望を与えた
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【
バ
ン
ク
ー
バ
ー
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】 Ｊ
Ｏ
Ｃ
初
の
合
同
合
宿

昨年、JOCは初の試みとなる冬季
全競技のオリンピック代表候補選
手やそのスタッフを集めた“合同
合宿”を実施した。バンクーバー
冬季オリンピックを控えて、この
試みの意図はどこにあったのか、
その成果をどう捉えているのか、
あらためて検証する。

う
い
う
時
こ
そ
皆
の
力
を
団
結
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
や
っ
ぱ
り『
チ
ー
ム
ジ
ャ

パ
ン
』
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
じ
ゃ
あ
ど
う

し
た
ら
、
本
当
の
チ
ー
ム
に
な
れ
る
の
か
と
考
え
続

け
て
、
と
に
か
く
競
技
の
垣
根
を
越
え
て
、
全
員
が

一
堂
に
会
し
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
や
り
た
い
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
辿
り
着
い
た
ん
で
す
ね
」

　

味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
、
選
手
や
ス
タ
ッ

フ
は
、
用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て

い
っ
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柱
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
異

分
野
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
講
師
を
招
い
て
の
講
義

で
あ
る
。

　

例
え
ば
５
月
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
脳
の
働

き
か
ら
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
研
究
な
ど
で
知

ら
れ
る
日
本
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
生
命
科

学
専
攻
教
授
の
林
成
之
氏
に
よ
る
「
勝
負
脳
の
鍛
え

方
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
る
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類

教
授
の
白
石
豊
氏
に
よ
る
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
ど
う

戦
う
か
」、
棋
士
の
羽
生
善
治
氏
に
よ
る
「
決
断
力
」

と
い
っ
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。

「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
は

『
軸
』
で
す
ね
。
具
体
的
に
は
精
神
面
の
柱
と
な
る

軸
で
す
」

　

参
加
者
は
、
大
部
屋
で
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら

各
３
日
間
を
過
ご
し
た
。「
高
校
時
代
以
来
で
す
ね
」

と
は
じ
め
は
戸
惑
い
を
見
せ
る
選
手
も
い
た
が
、
講

義
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
、
時
間
を
と
も

に
す
る
中
で
、
垣
根
を
取
り
払
っ
て
い
っ
た
。

「
選
手
同
士
が
友
達
感
覚
で
交
流
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
し
、
コ
ー
チ
は
コ
ー
チ
で
、
こ
う
い
う
指
導
の

仕
方
も
あ
る
ん
だ
、
と
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
て

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
の
よ
う
に
関
係
を
築

く
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
や
は
り
皆
ア
ス
リ
ー
ト
な
ん

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
」　

　

講
義
や
競
技
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
と
と
も
に
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
鈴
木
氏
が
重
視
し
た
の
は
↑

　

冬
季
全
競
技
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
の
「The C

onference for 
Building up Team

 JAPAN

」
と
題
し
た
合
同
合

宿
が
行
わ
れ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
５
月
８
日
〜
10

日
、
６
月
５
日
〜
７
日
の
計
２
回
、
各
３
日
間
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

参
加
人
数
は
第
１
回
が
選
手
87
名
、
ス
タ
ッ
フ
63

名
、第
２
回
が
選
手
80
名
、ス
タ
ッ
フ
56
名
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
都
合
で
一
部
欠
席
者
も
い
た
が
、
大

規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
推
進
役
の
一
人
が
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
委
員
長
を
務
め
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
代
表

選
手
団
の
総
監
督
を
務
め
た
鈴
木
惠
一
氏
で
あ
る
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

シ
ー
ズ
ン
開
幕
を
前
に
、
こ
う
し
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
っ
た
目
的
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
戦
う
た
め
に
、
文
字
通
り
『
チ
ー
ム
ジ
ャ

パ
ン
に
な
る
こ
と
』
に
あ
っ
た
」
と
語
る
。

　

そ
の
理
由
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
簡
単
に
言
え
ば
、火
事
場
の
馬
鹿
力
が
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
競
技
中
、ち
ょ
っ
と
で
も
気
が
抜
け

れ
ば
タ
イ
ム
は
落
ち
る
も
の
で
す
。
そ
の
時
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
な
る
の
が
、皆
の
声
援
で
あ
り
、
火
事
場

の
馬
鹿
力
を
出
す
要
因
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
場
所
で
は
、一
人
で
戦
っ
て
も

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
↓

6月のカンファレンスに参加した選手、関係者。それぞれの笑顔がこの合宿の意義を物語っている

集
ま
れ
、戦
え
、

チ
ー
ム
ジ
ャ
パン
!!

50

photo by PHOTO KISHIMOTO/JOC

P50-51.indd   50 10/05/11   9:54



羽生氏の「決断力」から得られたものも少なくない

柔道の塚田真希選手も講師のひとりだった

競技の枠を越えた交流が積極的に行われた

「勝負脳の鍛え方」をテーマに講義する林氏

朝原氏の講義に、どの選手も興味津々の様子

携帯電話番号を交換するシーンもみられた

彼
ら
に
戦
う
姿
勢
を
植
え
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
お
互
い
に
仲
良
く
な
る
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
考
え
方
を
変
え

て
欲
し
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
代
表
に
な
っ
て

出
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
勝
つ
こ
と
が
大
前
提
な

ん
で
す
。
そ
し
て
試
合
も
そ
う
で
す
が
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
に
し
て
も
強
い
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

強
い
者
し
か
生
き
ら
れ
な
い
世
界
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
分
か
っ
て
欲
し
か
っ
た
」

チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
と
は
？

　

５
月
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
最
初
の
挨
拶
で
、
鈴

木
氏
は
選
手
た
ち
に
語
り
か
け
た
。
い
や
、
檄
を
飛

ば
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
向
け
て
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
や
る
が
、強
制
で
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、

と
感
じ
て
い
る
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
強
制
さ

れ
て
来
て
い
る
と
思
う
な
ら
、
ド
ア
を
開
け
て
お
く

か
ら
出
て
行
っ
て
く
れ
て
構
わ
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
勝
ち
た
い
と
思
う
選
手
だ
け
が
必
要
な
ん
だ
。

行
く
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。
ト
リ
ノ
を
思
い
出
し
て
く

れ
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
を
例
に
言
え
ば
惨
敗
と
い

う
言
葉
を
も
ら
っ
た
。
ほ
か
の
Ｎ
Ｆ
（
競
技
団
体
）

も
そ
う
だ
ろ
う
。
皆
そ
れ
を
受
け
止
め
な
い
と
い
け

な
い
。
跳
ね
返
す
に
は
『
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
』
が
、

ひ
と
つ
に
な
る
の
が
大
事
な
ん
だ
」

　

勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
方
針
は
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、貫
か
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
６
月
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
講
師
と

し
て
参
加
し
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝
原
宣
治
氏

は
、「
夏
の
競
技
も
で
き
た
ら
い
い
な
あ
」
と
感
想

を
も
ら
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
成
果

を
、
今
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
す
る
と
、
鈴
木
氏

は
こ
ん
な
話
を
し
た
。

「
競
技
の
終
わ
っ
た
選
手
が
、
他
の
競
技
の
応
援
に

行
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
選
手
村
で
、『
頑
張
れ
よ
』
と
激
励
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。競
技
に
か
か
わ
ら
ず
、

応
援
す
る
気
持
ち
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
大
き

か
っ
た
し
、
選
手
村
で
生
活
を
共
に
す
る
仲
間
が
声

を
掛
け
合
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
ト
リ
ノ
で
は
１
個
し
か
な
か
っ
た
メ

ダ
ル
が
５
個
に
な
り
、
入
賞
の
数
も
21
か
ら
26
に
増

え
た
。
こ
れ
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
こ
と
へ

の
、
ひ
と
つ
の
答
え
だ
と
思
い
ま
す
」

　

結
果
か
ら
し
て
も
、
初
め
て
の
試
み
は
、
少
な
か

ら
ず
功
を
奏
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
夏
季
競
技
の
選
手
に
対
し
て
ど
ん
な
形
で
行
う

か
、
そ
し
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
内
容
を
ど
う
充
実
さ

せ
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

垣根を越えた交流と、勝つ姿勢の共有

鈴木惠一（すずきけいいち）
バンクーバー対策プロジェ
クト副委員長／バンクー
バー冬季オリンピック日本
代表選手団総監督
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た
の
は
ま
だ
早
稲
田
大
学
の
学
生
の
時
で
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
だ
け
れ
ど
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も

な
っ
て
い
な
い
頃
で
し
た
。
そ
の
次
は
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
直
前
に
四
谷
の
談
話

室
の
よ
う
な
場
所
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
現
場
に
自
転
車
に
乗
っ
て
き
て
く
れ
た

庶
民
的
な
荒
川
静
香
の
時
代
で
す
ね
（
笑
）。

そ
し
て
、
２
０
０
４
年
に
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
後
と
、
ト
リ
ノ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
っ

た
後
。
最
近
で
は
今
年
で
す
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
特
番
に
出
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

̶
̶

５
回
の
間
に
荒
川
さ
ん
は
変
わ
り
ま
し

た
か
？

蒲
田　

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

最
初
の
時
は
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
ほ
と
ん
ど

初
め
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

「
こ
れ
で
私
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
世
に
出
て

い
く
ん
だ
」

　

と
い
う
緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨
ん
だ
と
い

う
よ
う
な
話
を
こ
の
間
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
も
う
何
を
聞
い
て
も
求
め
る
以
上
の
完

璧
な
答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
も
と
も
と

頭
の
良
い
方
で
す
が
、
そ
こ
に
風
格
が
加
わ

り
ま
し
た
。

̶
̶

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
選
手
は
誰
で

す
か
？

蒲
田　

２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
際
は
現
地
取
材
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
柔
道
が
盛
り
上
が
っ
た
大
会
で
、

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
井
上
康
生
さ
ん
で

す
ね
。
金
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
後
に
ジ
ャ
パ
ン
ハ

ウ
ス
で
の
祝
勝
会
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
の

で
す
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
真
っ
青
な
顔
で
、

「
い
ま
聞
い
た
話
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
ど
う

　

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
朝
、
ラ
ジ
オ
か
ら

聴
こ
え
て
く
る
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

「
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ

ー
ツ
を
舞
台
に
選
手
た
ち
の
リ
ア
ル
な
鼓
動

を
お
届
け
す
る
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
蒲
田
健

で
す
」

　

10
年
以
上
、
こ
の
元
気
な
声
で
、
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
日
本
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

̶
̶

こ
れ
ま
で
何
人
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に

お
話
を
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

蒲
田
健
さ
ん
（
以
下
、

蒲
田
）
ほ
と
ん
ど
の

メ
ダ
リ
ス
ト
の
方
に

は
出
演
し
て
い
た
だ

い
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
１
９
９
９
年
に

番
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
１
週
間
に
１
人
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
に
は
特
別
企
画
で
多
数

出
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
10

年
間
で
８
０
０
人
以
上
の
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
メ
ダ
リ
ス
ト
に

限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
お
話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

̶
̶

何
度
も
出
演
し
て
い
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

蒲
田　

過
去
最
多
は
荒
川
静
香
さ
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
僕
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
５
回
出

演
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
上
村
愛
子
さ
ん

に
は
４
回
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

̶
̶

そ
れ
は
蒲
田
さ
ん
の
好
み
で
す
か
？

蒲
田　

も
ち
ろ
ん
僕
の
好
み
も
あ
り
ま
す
が

（
笑
）。
例
え
ば
荒
川
さ
ん
が
最
初
に
出
演
し

﹇
番
組
の
案
内
役
と
し
て
﹈

最
多
出
演
の
荒
川
さ
ん

初
回
は
緊
張
の
面
持
ち

金
メ
ダ
ル
直
後
の
録
音
を
消
去

井
上
康
生
選
手
に
平
謝
り

ラ
ジ
オ
で
感
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
躍
動
感

1
9
9
9
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
J
O
C
企
画
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
M
Y
 O
L
Y
M
P
I
C
」
は
、

6
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
き
た
長
寿
番
組
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
素
顔
を
引
き
出
し
、

意
外
な
本
音
や
感
動
の
秘
話
を
届
け
て
き
た
の
は
、

案
内
役
の
蒲が
ま

田だ

健け
ん

さ
ん
だ
。

蒲
田
さ
ん
が
肌
身
で
感
じ
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て

ア
ス
リ
ー
ト
の
魅
力
と
は
…
!?
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（上）蒲田さんが最初に観たモン
トリオールのヒロインといえば、
ナディア・コマネチ選手（ルーマ
ニア）。オリンピックの舞台で体
操史上初の10点満点を記録し
た（２段目右）シドニーの柔道金
メダリスト井上康生選手は、ハー
トも金メダル級（２段目左）馬術
は蒲田さんが生で観戦し感動し
た競技だ（３段目）ボート出身の
蒲田さんは、日本のボート勢を応
援している（下）第１回放送のゲ
ストは伊藤みどりさんだった

TOKYO FMをはじめ、JAPAN FM 
NETWORK 加盟のFMラジオ全
局の協力を得て1999 年からス
タート。放送時間は毎週月～金の
AM6:55～ AM7:00（一部放送局
でPM11:55～AM0:00に再放送）

て
、
た
ま
た
ま
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
営
業

に
行
っ
た
時
に
、
番
組
の
担
当
者
と
会
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。「
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

は
４
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に

「
僕
は
学
生
の
時
に
ボ
ー
ト
を
や
っ
て
い
て
、

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
は
出
た
」　

　

と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
大
き
な
憧
れ
が
あ
っ
た
」

　

と
い
う
話
も
し
ま
し
た
。
駆
け
出
し
の
時

だ
っ
た
の
で
他
に
話
す
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す

か
ら
ね
。
そ
う
し
た
ら
後
日
、

「『
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
と
い
う
番
組
が
あ
る

か
ら
、
案
内
役
を
や
ら
な
い
か
」

　

と
打
診
が
あ
っ
て
、
本
当
に
棚
ぼ
た
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
話
す
僕
の

初
仕
事
が
、
こ
の
番
組
だ
っ
た
ん
で
す
。

̶
̶

記
念
す
べ
き
第
１
回
の
ゲ
ス
ト
は
ど
な

た
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

蒲
田　

伊
藤
み
ど
り
さ
ん
で
す
。
も
う
現
役

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
オ
ー
ラ
が
あ
り

ま
し
た
。
体
は
小
さ
い
方
で
す
け
ど
、
印
象

は
と
て
も
強
か
っ
た
で
す
。

̶
̶

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
面
白
さ
は
ど
こ
に
あ
り

し
よ
う
！
」

　

っ
て
言
い
出
し
た
ん
で
す
。

「
ど
う
し
よ
う
っ
た
っ
て
、
い
ま
の
は
井
上
康

生
だ
ぞ
！
」

　

っ
て
言
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
仕
方
な
い
か

ら
も
う
一
回
会
い
に
行
き
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
」
と
土
下
座
を
し
た
ら
、

「
そ
ん
な
こ
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
う
一

回
最
初
か
ら
や
り
ま
す
か
ら
」

　

と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
ま
だ
私
も
駆

け
出
し
の
頃
だ
っ
た
の
で
ア
ド
リ
ブ
を
効
か
せ

ら
れ
な
く
て
、
最
初
か
ら
同
じ
質
問
を
し
た

ん
で
す
よ
（
笑
）。
そ
れ
で
も
嫌
な
顔
を
せ
ず
、

初
め
て
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
け

さ
固
め
を
や
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

な
の
に
ね
え
（
笑
）。
真
の
世
界
一
と
い
う
の

は
す
ご
い
人
物
だ
と
思
い
ま
し
た
。

̶
̶

現
地
に
行
っ
て
観
戦
す
る
と
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
感
動
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

蒲
田　

そ
う
な
ん
で
す
。
馬
術
は
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
初
め
て
生
で
観
戦
し
て

驚
き
ま
し
た
。
生
き
て
い
る
動
物
と
共
に
競

技
に
出
る
と
い
う
、過
酷
さ
や
躍
動
感
、パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。

̶
̶

「
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
案
内
役
に

起
用
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

蒲
田　

１
９
９
９
年
か
ら
こ
の
仕
事
を
始
め

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
共
通
点

周
囲
に
感
謝
で
き
る
人

「
饒じ
ょ
う

舌ぜ
つ
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ポ
ロっ
と
出
る

違
う
次
元
の
言
葉
が

面
白
い
」

photo by  AFLO/JOC
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っ
て
頼
み
、
そ
こ
か
ら
10
年
以
上
日
本
一
を

続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
21
世
紀
で
も

そ
う
い
う
人
間
が
い
る
な
ん
て
、
あ
る
意
味

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
体
も
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
く
て
、
僕
と
同
じ
く
ら
い
。
番

組
に
も
３
回
ほ
ど
出
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
他
共
に
認
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
タ
ク
で
あ
る
蒲
田
さ
ん
の
経
歴
と
、
蒲
田

さ
ん
ご
自
身
の
マ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

̶
̶

低
音
の
響
く
声
が
魅
力
的
で
す
が
、
ご

自
身
で
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

蒲
田　

声
変
わ
り
し
て
い
な
い
の
で
小
学
生

か
ら
こ
の
声
で
す
（
笑
）。
人
前
で
話
す
と
み

ん
な
ギ
ョ
ッ
と
す
る
の
で
嫌
で
し
た
。
早
生
ま

れ
で
体
が
小
さ
か
っ
た
の
に
こ
の
声
で
し
た
か

ら
ね
。
家
で
セ
ー
ル
ス
の
電
話
に
出
る
と

「
奥
さ
ま
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」

　

っ
て
聞
か
れ
、
ま
だ
小
学
生
な
の
に
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
20
歳
に
な
る
ま
で
は
人
前
で

声
を
発
す
る
の
が
嫌
で
し
た
ね
。

̶
̶

蒲
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

は
何
で
す
か
？

蒲
田　

も
と
も
と
は
憧
れ
と
い
う
か
、
見
る

の
が
も
の
す
ご
く
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
最

初
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

１
９
７
６
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
な
ん
で
す

が
、
コ
マ
ネ
チ
選
手
が
出
て
、
体
操
ニ
ッ
ポ
ン

が
元
気
な
時
で
、
僕
は
10
歳
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
大
会
ご
と
に
観
る
よ
う
に
な
り
、
僕
は

記
録
オ
タ
ク
だ
っ
た
り
も
す
る
の
で
、
資
料

を
買
い
集
め
た
り
も
し
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら

ま
す
か
？

蒲
田　

一
流
の
方
が
一
流
で
あ
る
次
元
が
垣
間

見
え
た
時
に
、
そ
れ
を
引
き
出
す
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
ね
。
饒
舌
じ
ゃ
な
く
て
も
、
ポ
ロ
ッ

と
出
る
違
う
次
元
の
言
葉
に
、
素
晴
ら
し
い

魅
力
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
側
が
ど
の
く
ら
い
予
備
知
識

を
持
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
を
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
で
、肝
心
な
時
に
「
実

は
あ
の
と
き
っ
て
こ
う
で
し
た
よ
ね
？
」
っ
て

切
り
出
す
と
「
そ
う
そ
う
」
と
続
く
呼
び
水

に
な
り
ま
す
。

̶
̶

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
共
通
点
は
あ
り

ま
す
か
？

蒲
田　

み
ん
な
良
い
人
で
す
。
こ
れ
は
冗
談

で
は
な
く
て
、
完
璧
な
共
通
項
だ
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
た
ま
た
ま
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
あ
る
時
か
ら
「
こ
れ
は
必
然
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
ト
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ト
ッ
プ
に
は
登
り

詰
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
才
能
だ
け
だ
っ
た
ら
、
県

大
会
優
勝
く
ら
い
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
全
速
力
で
10
㎞
な

ん
て
走
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
50
ｍ
く
ら

い
だ
っ
た
ら
行
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
た

ぶ
ん
そ
の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
必
然

的
に
み
ん
な
良
い
人
な
ん
で
す
よ
。
色
ん
な

人
の
お
蔭
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
周

囲
に
感
謝
で
き
る
選
手
が
、
そ
こ
ま
で
登
り

詰
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。

̶
̶

次
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
し

て
い
る
競
技
や
選
手
は
？

蒲
田　

僕
は
ボ
ー
ト
出
身
で
す
か
ら
、
や
は

り
ボ
ー
ト
で
す
。
武
田
大
作
選
手
は
本
当
に

面
白
く
て
愛
媛
の
山
奥
か
ら
海
ま
で
出
て
き

て
、
汽
船
を
相
手
に
練
習
し
て
い
る
ん
で
す
。

個
人
的
な
指
導
者
が
い
な
い
の
で
、
全
日
本

選
手
権
の
時
に
地
元
産
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

を
何
本
か
持
っ
て
行
き
、
指
導
者
の
人
に

「
ジ
ュ
ー
ス
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
僕
の
漕

ぎ
を
見
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

「一流
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
み
な
良
い
人
。

そ
れ
が
ト
ッ
プ
に
登
る
た
め
の

共
通
項
な
の
で
し
ょ
う
」

期待の若手のひとりから、ついにはト
リノで頂点に登り詰めた荒川静香さ
ん。「マイオリンピック」は、その成
長の過程を追いかけ続けてきた。こ
れは長寿番組だからこそできることだ

﹇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ン
と
し
て
﹈

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
録
オ
タ
ク

記
憶
の
糸
が
太
く
な
る
仕
事
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が
出
て
き
た
ほ
ど
で
す
か
ら
ね
。

̶
̶

バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
ご
家
族
と
テ
レ
ビ
観

戦
を
し
ま
し
た
か
？

蒲
田　

僕
に
は
長
女
10
歳
、
次
女
７
歳
、
長

男
４
歳
、
次
男
１
歳
と
４
人
の
子
ど
も
が
い

ま
す
。
子
ど
も
に
は
あ
ま
り
テ
レ
ビ
を
観
せ

て
い
な
い
の
で
す
が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
時
は

毎
日
夜
７
時
30
分
か
ら
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
番
組

を
観
ま
し
た
。も
う
家
族
で
大
興
奮
。
妻
の
実

家
が
山
形
な
の
で
長
女
は
ス
キ
ー
を
す
る
こ

と
も
あ
り
、
画
面
に
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
し
て

「
絶
対
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
の
選
手
に
な
る
」

　

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
次
女
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
に
は
ま
っ
た
の
で
先
日
、
横
浜
の
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
へ
一
緒
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
親
子
が
た
く
さ
ん
滑
り
に
来
て

い
て
大
混
雑
で
し
た
け
れ
ど
（
笑
）。
生
ま
れ

て
初
め
て
の
ス
ケ
ー
ト
は
、
な
か
な
か
楽
し
そ

う
で
し
た
よ
。

̶
̶

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
お
子
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

蒲
田　

上
の
２
人
は
、
今
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
語
源
か

ら
し
て
「
楽
し
み
」
な
の
で
、
そ
こ
は
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
も
ち

ろ
ん
世
界
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
を
仕

事
に
し
た
り
す
る
人
も
い
る
訳
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
が
そ
ん
な
世
界
の
最
高
の
舞
台
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
あ
げ
ら
れ
る
良
い
機

会
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
、
テ
レ
ビ
の
前
で
正
座

し
て
観
て
い
ま
し
た
ね
。

̶
̶

蒲
田
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た
ち
は
、
確
実

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
オ
タ
ク
を
受
け
継
ぎ
ま
す

ね
。

蒲
田　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

僕
の
中
で
は
４
年
ご
と
に
大
会
に
つ
い
て
の
整

理
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

̶
̶

今
の
仕
事
は
天
職
で
す
ね
？

蒲
田　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
オ
タ
ク
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
番
組
を
持
ち
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
最
高
で
す
。
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を

通
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
知

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
必
然
的
に
魅
力
は
増

し
ま
す
よ
ね
。
記
憶
の
糸
が
ど
ん
ど
ん
太
く

な
る
感
覚
で
す
。

̶
̶

閉
会
式
オ
タ
ク
で
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

蒲
田　

最
初
に
観
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
最

も
心
を
打
た
れ
た
の
は
閉
会
式
の
シ
ー
ン
な

ん
で
す
。
み
ん
な
一
緒
に
入
場
し
て
き
て
、
ど

の
国
の
選
手
も
み
ん
な
が
友
達
と
い
う
感
じ

で
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、
あ
ん
な
に

自
由
で
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
ま
し

た
。
選
手
自
身
が
そ
の
場
に
い
る
こ
と
が
楽

し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
、

子
ど
も
な
が
ら
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ん

で
す
。

̶
̶

シ
ド
ニ
ー
で
は
閉
会
式
を
会
場
で
ご
覧

に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね

蒲
田　

生
で
見
た
ら
、
も
う
号
泣
で
す
ね
。

ラ
イ
ブ
感
も
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
音
や

匂
い
の
臨
場
感
が
全
然
違
い
ま
し
た
。
閉
会

式
は
生
で
見
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

̶
̶

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
閉
会
式
に

は
ど
ん
な
期
待
を
？

蒲
田　

僕
は
ロ
ッ
ク
好
き
な
の
で
、
ど
ん
な

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
出
て
く
る
の
か
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
時
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
で
、
ロ
ッ
ク
の
本
場
で
あ
る
ロ
ン

ド
ン
だ
っ
た
ら
誰
が
出
る
だ
ろ
う
？　

と
い

う
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
北
京
の
閉
会
式
に
、

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ

蒲田 健　
Ken Gamada

蒲田さんは閉会式マニアを自称して
いる。毎回、閉会式には選手達が交
流し写真を撮り合う姿や、ゲストの
ミュージシャンによる演奏を観るのが
楽しみなのだとか。ちなみに、バン
クーバーの閉会式にはニッケルバッ
ク、ニール・ヤング、アヴリル・ラヴィー
ンらが登場した

1966年3月19日生まれ。東京
都出身。大学時代はボートの
選手として活躍した。1999年
から「MY OLYMPIC」の案内
役を務め、2000 年にはシド
ニーオリンピック現地レポー
トを担当。Jリーグのジェフユ
ナイテッド市原・千葉のスタ
ジアムDJをはじめ、テレビ、
ラジオなど多方面で活躍中

55

「
あ
ん
な
に
自
由
で
い
い
ん
だ
」

閉
会
式
に
感
動

テ
レ
ビ
観
戦
に
大
興
奮

翌
週
に
は
ス
ケ
ー
ト
場
へ
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若き日の古橋さん。その精悍さと向上心は晩年まで変わらなかった photo by AFLO

伝説のスイマーであり、
積極的な外交家であり、
人生を諭してくれる好々爺。
古橋廣之進さんが私たちに残してくれた
ものは数知れない。
2009年８月に逝去されるまでの間、
古橋さんが示し続けた
日本のオリンピズムとは何か？　
そこで交流の深かった
産経新聞社の金子昌世記者と、
日本水泳連盟の上野広治常務理事に
古橋さんから受け継いだものについて、
お話いただいた。

The LEGEND
inspired

the next generation
through his acts

1928年 9月16日生まれ。静岡県浜名郡雄踏町（現・
浜松市西区）出身。日本大学法文学部（現・法学部）
政治経済学科卒業。 第二次世界大戦終了後、立て
続けに世界記録を更新し「フジヤマのトビウオ」の
異名で国民的ヒーローとなる。 現役引退後は会社員
を経て、日本大学の教授や日本水泳連盟会長、日本
オリンピック委員会会長を歴任。 2009年、世界水
泳選手権開催中のイタリア・ローマにて逝去。

Hironoshin Furuhashi
（September 16, 1928 - August 2, 2009）
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これぞ“フジヤマのトビウオ”の泳ぎ。その活躍は戦後の日本を元気づけた

photo by AFLO

　

古
橋
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
楽
し

く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
（
岸

記
念
体
育
会
館
）
の
仲
間
３
人
ほ
ど
で
勝

手
に
「
古
橋
会
」
を
結
成
し
、
機
会
が
あ

れ
ば
古
橋
さ
ん
を
飲
み
に
誘
い
、
昔
話
を

聞
い
た
。
１
９
９
８
年
の
夏
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
そ
う
し
た

関
係
は
10
年
以
上
続
い
た
。
驚
く
ほ
ど
の

記
憶
力
で
、
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
葉

で
紡
が
れ
る
世
界
は
、
戦
争
も
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
知
ら
な
い
世
代
に
は
新
鮮
で
、

そ
し
て
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。

「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」

　

あ
ま
り
に
も
有
名
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
こ

そ
知
っ
て
は
い
た
が
、
戦
後
の
日
本
を
勇
気

づ
け
た
実
際
の
活
躍
は
知
る
よ
し
も
な
い
。

た
だ
そ
の
一
端
に
触
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
古
橋
さ
ん
を
誘
い
出
し
、

東
京
・
大
塚
の
居
酒
屋
に
陣
取
っ
た
と
き

だ
っ
た
。
店
に
い
た
年
配
者
の
一
人
が
、
古

橋
さ
ん
に
気
づ
い
た
。
す
る
と
次
か
ら
次
へ

と
、
古
橋
さ
ん
の
も
と
に
店
に
い
た
お
客
さ

ん
が
集
ま
っ
て
き
た
。

「
あ
の
古
橋
さ
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う
か
名
刺

を
交
換
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

　

隣
席
に
座
る
若
造
の
私
に
対
し
て
は
、

「
ど
ん
な
に
す
ご
か
っ
た
か
知
ら
な
い
だ
ろ
。

一
緒
に
飲
め
る
な
ん
て
幸
せ
な
ん
だ
ぞ
」

　

や
っ
か
み
半
分
で
か
ら
か
わ
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。

　

あ
の
世
代
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
ヒ
ー

ロ
ー
」だ
っ
た
。
そ
ん
な
雲
の
上
の
ヒ
ー
ロ
ー

は
、
若
者
に
優
し
か
っ
た
。
古
橋
さ
ん
が

日
大
の
教
授
時
代
、
昼
過
ぎ
に
プ
ー
ル
に

併
設
さ
れ
た
準
備
室
に
顔
を
出
す
と
、
水

泳
の
授
業
を
手
伝
っ
て
い
る
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
部
の
学
生
た
ち
が
古
橋
さ
ん
の
昼
食

を
作
っ
て
い
た
。
と
い
っ
て
も
仕
方
な
し
に

で
は
な
い
。
古
橋
さ
ん
に
接
し
た
く
て
た
ま

ら
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。
飲
み
会

の
席
に
は
、
そ
ん
な
学
生
た
ち
を
連
れ
て

き
た
。

 

「
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
社
会
勉
強
を
し
な
さ

い
」

　

古
橋
さ
ん
か
ら
聞
く
話
は
宝
の
山
だ
っ

た
。
学
生
た
ち
で
な
く
、
こ
ち
ら
の
方
が

勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
東
京
か
ら
兵

庫
県
の
宝
塚
ま
で
先
輩
と
何
本
も
電
車
を

乗
り
継
ぎ
、
１
週
間
か
け
て
た
ど
り
着
い

た
と
い
う
１
９
４
６
年
の
第
１
回
国
民
体

育
大
会
の
こ
と
。
１
９
４
９
年
の
ア
メ
リ
カ

遠
征
の
前
に
、
当
時
は
政
府
要
人
で
す
ら

対
面
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
連
合
国
軍
総

司
令
官
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
直
接
、「
行

く
か
ら
に
は
負
け
る
な
。
堂
々
と
戦
っ
て
こ

い
」と
励
ま
さ
れ
た
こ
と
。
こ
の
遠
征
で「
フ

ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を

生
む
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
日
本
選
手
団

団
長
秘
書
と
し
て
携
わ
っ
た
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
験
、
１
９
７
２
年

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ロ
で
は

現
地
で
日
本
選
手
団
総
務
と
し
て
そ
の
収

拾
に
当
た
っ
た
こ
と
な
ど
、
語
っ
て
く
れ
た

話
は
、
自
身
の
体
験
を
通
し
た
ま
さ
に
生

の
戦
後
史
だ
っ
た
。

　

次
の
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
戦
後
初
の
１
９
４
８
年
以
来
64
年

ぶ
り
の
ロ
ン
ド
ン
開
催
と
な
る
。
２
０
０
５

年
７
月
に
ロ
ン
ド
ン
開
催
が
決
定
し
た
際
、

改
め
て
当
時
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
は
、
古
橋
さ
ん
に
少
な
か
ら
ざ
る

因
縁
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
１
９
４
８
年
当
時

は
戦
勝
国
の
英
国
で
さ
え
、
食
料
の
配
給

制
が
続
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
過
去

最
多
の
59
カ
国
・
地
域
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
の
復
興
を
祝
し
た
が
、
そ
の
舞

台
に
敗
戦
国
の
日
本
と
ド
イ
ツ
の
姿
は
な

か
っ
た
。
こ
の
と
き
競
技
者
と
し
て
ピ
ー
ク

だ
っ
た
の
が
古
橋
さ
ん
だ
っ
た
。
さ
ぞ
や
無

念
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
、
最
初
か
ら

出
場
は
あ
き
ら
め
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も

「
タ
イ
ム
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
楽
し
く
て
と
に
か
く
練
習
し
て
い
た
よ
」

　

ま
さ
し
く
絶
頂
期
を
迎
え
て
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
『
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
』
を
忘
れ
な
い
」

　

古
橋
さ
ん
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
１
カ
月
ほ
ど
前
に
、
こ
う
記
さ
れ
た

電
報
が
届
い
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
と
い

う
。
第
二
次
大
戦
初
期
、
日
本
軍
が
マ
レ
ー

沖
で
撃
沈
し
た
英
国
戦
艦
の
名
前
を
記
し

た
電
報
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
の

道
が
断
た
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

そ
の
前
年
の
８
月
に
は
、
神
宮
プ
ー
ル
で

世
界
記
録
が
誕
生
し
て
い
た
。
日
本
選
手

権
で
、
当
時
日
大
の
学
生
だ
っ
た
古
橋
さ

ん
自
身
が
４
０
０
ｍ
自
由
形
で
４
分
38
秒

４
と
い
う
世
界
新
を
マ
ー
ク
。
日
本
水
泳

連
盟
が
国
際
水
泳
連
盟
か
ら
除
名
さ
れ
て

Message from Mr. Furuhashi

産経新聞運動部記者◉
金子昌世

幻
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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The LEGEND inspired the next generation through his acts

58

い
た
た
め
公
認
さ
れ
な
い
幻
の
記
録
と
な
っ

た
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
希
望
の

灯
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

当
然
、
戦
後
初
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
前
に
、
水
泳
関
係
者
は
必
死
に

参
加
の
道
を
探
っ
た
と
い
う
。
古
橋
さ
ん

は「
Ａ
Ｐ
通
信
や
進
駐
軍
な
ど
は
『
日
本
を
参

加
さ
せ
る
べ
き
だ
』
と
支
援
し
て
く
れ
て
い

た
。
だ
が
、
も
と
も
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無

理
だ
と
覚
悟
は
し
て
い
た
」

　

と
い
う
。
結
局
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参

加
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
日

本
水
泳
連
盟
は
妙
案
を
ひ
ね
り
出
す
。
そ

れ
が
日
本
選
手
権
を
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
日
程
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
こ
と
、
い

わ
ば
挑
戦
状
だ
っ
た
。

　

１
９
４
８
年
８
月
６
日
、
男
子

１
５
０
０
ｍ
自
由
形
決
勝
。
神
宮
プ
ー
ル

は
１
万
７
０
０
０
人
の
観
衆
で
膨
れ
上
が
っ

た
。
古
橋
さ
ん
は
予
想
通
り
橋
爪
四
郎
さ

ん
と
一
騎
打
ち
を
演
じ
、
世
界
記
録
を
21

秒
８
も
短
縮
す
る
18
分
37
秒
０
と
い
う
驚

異
的
な
記
録
で
優
勝
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
優
勝
の
マ
ク
レ
ー
ン
（
ア
メ
リ
カ
）

は
19
分
18
秒
５
。
圧
勝
だ
っ
た
。

「
失
礼
な
が
ら
、
そ
ん
な
に
遅
く
て
ど
う
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
で
き
る
の
か
と
い

う
思
い
だ
っ
た
」

　

と
古
橋
さ
ん
。
そ
し
て
再
び
め
ぐ
っ
て

く
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、

「
今
度
は
ち
ゃ
ん
と
招
待
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
後
輩
た
ち
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
活
躍
し

て
ほ
し
い
」

　

と
話
し
て
く
れ
た
。

　

古
橋
さ
ん
は
常
々
、
気
持
ち
の
有
り
様

や
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
遠

征
当
時
の
古
橋
さ
ん
の
体
格
は
五
尺
七
寸

五
分
（
約
1
7
3
㎝
）、
十
九
貫
（
約
71

㎏
）
だ
っ
た
と
い
う
。
海
外
の
強
豪
に
比
べ

れ
ば
見
劣
り
し
、
食
糧
事
情
も
劣
悪
な
中

で
の
活
躍
。
抜
群
の
運
動
能
力
が
あ
っ
た
の

は
確
か
だ
ろ
う
が
、
そ
の
能
力
を
生
か
す

上
で
精
神
面
の
強
さ
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
ん

な
古
橋
さ
ん
を
育
ん
だ
背
景
に
は
、
父
親

の
宇
八
さ
ん
の
教
え
と
郷
里
・
浜
名
湖
で
の

少
年
時
代
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
五
尺
八
寸
、
二
十
四
貫
。
お
や
じ
は
当
時

と
し
て
は
大
き
な
人
で
ね
。
田
舎
相
撲
で

は
横
綱
だ
っ
た
。
祭
り
な
ん
か
が
あ
る
と
土

俵
に
上
が
り
、『
若
力
』
と
い
う
し
こ
名
で

親
し
ま
れ
て
い
た
。
蔵
に
米
俵
を
運
び
入

れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
は
だ
れ
に
も
負
け
な
か
っ

た
ぐ
ら
い
だ
よ
」

　

父
親
を
語
る
古
橋
さ
ん
の
言
葉
に
は
尊

敬
の
念
が
こ
も
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
９
人
姉
弟
の
３
番
目
、
長
男
に
生
ま

れ
た
古
橋
さ
ん
は
宇
八
さ
ん
に
厳
し
く
も

温
か
く
育
て
ら
れ
た
と
い
う
。

「
い
い
跡
取
り
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん

だ
ろ
う
。
で
も
、
決
し
て
押
し
付
け
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
に
『
大
き
く

な
っ
た
ら
奉
公
に
行
く
の
が
い
い
か
、
相
撲

取
り
に
な
る
の
が
い
い
か
』
と
聞
か
れ
、
相

撲
を
選
ん
だ
ら
、
身
長
と
体
重
を
毎
月
測

る
ん
だ
よ
。
思
う
よ
う
に
体
重
が
増
え
て

い
な
い
と
『
も
っ
と
食
べ
ろ
』
と
言
い
、
強

く
な
る
か
ら
と
マ
ム
シ
を
捕
ま
え
て
き
て
は

食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
う
さ
ぎ
や
鶏
も
自

ら
料
理
し
た
し
、
着
る
物
な
ん
か
も
お
や

じ
の
手
作
り
。
強
い
ば
か
り
で
な
く
、
器

用
な
人
だ
っ
た
ん
だ
」

　

古
橋
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
浜
名
湖
岸

は
、
昔
か
ら
水
泳
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
、

１
９
３
２
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
宮
崎
康
二
選
手
（
１
０
０
ｍ
自
由
形
・

８
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）、
１
９
３
６
年
ベ
ル
リ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
寺
田
登
選
手
（
１
５
０
０

ｍ
自
由
形
）
ら
浜
名
湖
育
ち
の
ス
イ
マ
ー
が

世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
た
。
小
学
校
４
年
の

時
、
宇
八
さ
ん
と
浜
名
湖
で
開
催
さ
れ
た

水
泳
大
会
を
観
戦
し
た
古
橋
さ
ん
は
も
の

す
ご
い
速
さ
で
泳
ぐ
選
手
に
感
動
を
覚
え

た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
時
、
宇
八
さ
ん
に

「
お
ま
え
も
あ
ん
な
に
速
く
泳
い
で
み
た
い

か
」   

　

と
尋
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
が
本
格
的
に
水

泳
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、「
豆
魚
雷
」
の
異

名
を
取
っ
た
。
そ
れ
で
も
宇
八
さ
ん
は

「『
自
分
の
決
め
た
こ
と
は
し
っ
か
り
や
れ
』

と
言
う
だ
け
だ
っ
た
」

　

と
い
う
。
そ
ん
な
父
親
を

「
教
育
熱
心
で
、
貧
乏
な
く
せ
に
、
姉
も
女

学
校
に
通
わ
せ
た
。
と
に
か
く
弱
み
を
人

に
見
せ
な
い
。
お
酒
も
強
く
よ
く
飲
ん
だ

け
ど
、
乱
れ
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い

ん
だ
よ
。正
義
感
が
強
く
て
頑
固
だ
っ
た
ね
」

　

と
振
り
返
っ
た
。

　

日
大
在
学
中
の
１
９
４
６
年
６
月
に
、

母
親
が
亡
く
な
っ
た
時
、
一
番
下
の
妹
さ
ん

は
ま
だ
２
歳
だ
っ
た
と
い
う
。
古
橋
さ
ん
は

大
学
を
諦
め
、
実
家
に
戻
る
決
心
を
し
た

が
、
宇
八
さ
ん
に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

「『
大
学
に
戻
れ
』
と
言
う
ん
だ
。
僕
が
家

計
を
助
け
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
だ
ろ

う
と
言
う
と
『
い
い
か
ら
戻
れ
、
だ
め
な
ら

電
報
を
打
つ
』
っ
て
ね
」

　

全
米
選
手
権
を
す
べ
て
世
界
新
で
制
す

る
大
活
躍
は
、
そ
の
３
年
後
だ
っ
た
。
中

学
時
代
の
勤
労
動
員
先
で
被
っ
た
左
手
中

指
欠
損
の
ハ
ン
デ
ィ
を
補
い
、
工
夫
し
た
変

則
泳
法
で
の
快
挙
だ
っ
た
。

　

１
９
５
０
年
の
南
米
遠
征
時
に
罹
患
し

た
ア
メ
ー
バ
赤
痢
が
古
橋
さ
ん
の
現
役
生

活
を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
ア

メ
ー
バ
赤
痢
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
い
つ

だ
っ
た
か
、
古
橋
さ
ん
が
目
の
検
査
で
病
院

に
行
っ
た
際
、

「
昔
、
赤
痢
に
罹か
か
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
」

　

と
問
わ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
南
米
遠
征

か
ら
50
年
以
上
、
完
治
せ
ず
に
菌
が
残
っ

て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
体
力
た
る
や
…
。

　

古
橋
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
は
、
数
限
り

な
い
。
ど
れ
も
が
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い

る
。
２
０
０
８
年
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て

初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
際
、

「
日
本
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
評
価
が
低

い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
の
た
め
に
な
る
ん
だ

と
証
明
し
た
か
っ
た
の
で
、
受
章
は
光
栄
で

あ
り
、
あ
り
が
た
い
」

　

と
語
っ
て
い
た
。
確
か
に
、
古
橋
さ
ん
は

こ
の
思
い
を
貫
い
た
方
だ
っ
た
と
思
う
。
後

輩
た
ち
に
は                                                                                        

「
さ
す
が
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
手
本
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

　

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

「
現
役
で
い
ら
れ
る
の
は
（
長
い
人
生
か
ら

見
れ
ば
）
一
瞬
、
そ
の
後
の
人
生
の
方
が
長

い
。
そ
の
一
瞬
に
集
中
し
き
れ
な
い
で
ど
う

す
る
。
そ
の
後
の
人
生
の
た
め
に
も
集
中

し
て
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
」

　

と
も
話
し
て
い
た
。

　

実
際
、
古
橋
さ
ん
は
就
職
の
際
、

「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
と
い
う
名
声
が
ほ

し
い
の
で
は
な
い
。
そ
こ
ま
で
努
力
し
た
古

橋
が
必
要
な
ん
だ
」

　

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
決
め
手
に
な
っ
た

と
語
っ
て
い
た
。

「
魚
に
な
る
ま
で
泳
げ
」
と
い
う
言
葉
は
、

そ
う
し
た
思
い
の
表
れ
な
の
だ
と
思
う
。

精
神
論
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
向
き
も
あ

る
が
、
そ
こ
ま
で
努
力
し
ろ
、
と
い
う
意
味

な
の
だ
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
気
さ
く
で
明

る
く
て
、
話
題
が
豊
富
で
、
決
し
て
自
ら

の
功
績
を
押
し
つ
け
る
よ
う
な
方
で
は
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
古
橋
さ
ん
の
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
―
―
。

日本のスポーツ界の発展を願った
古橋さんは子どもと接するのも大
好きだった

photo by PHOTO KISHIMOTO水泳界にとどまらずスポーツ界全
体のことを常に考え、行動していた

「
若
力
」と
浜
名
湖

魚
に
な
る
ま
で
泳
げ
…
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ことの大切さを教えられました。社会の
中で期待され、それに感謝できる選手は
まだ一握りでしょう。例えば北島康介選
手は、その期待からの重圧と感謝という
精神力を受け継いだからこそ２度の金メ
ダルにつながったと感じています。
　また逆境に耐える精神力も同じことで
す。「オリンピック前は環境を整えるな」
とよく話していましたが、これはオリン
ピックより悪い環境で練習することで甘
えをなくし精神力がつくというもの。逆
境を何度も乗り越えた方ですから、その
大切さも痛感していたのでしょう。
　言葉に重みがあるのは、偉大な成績
だけでなく、何事も行動で示す人だった
から。まずどんな大会でも朝の予選第１

　私たち競泳にかかわる者にとって、古
橋廣之進名誉会長の助言は、何よりも
重みのあるものでした。中でも一番心に
残っているのは、メダル「０」と惨敗し
たアトランタオリンピックの翌年、関係
者を集めて言った言葉です。
「速く泳ぐだけなら、魚には勝てない」
　オリンピックでメダルを獲るために何
が必要か探求する必要性を、指導者や
選手に問いかけたのです。この言葉↗

役員には上下関係を作らず気持ちよく運
営できるよう組織化していましたし、す
べての運営役員に対して同じように感謝
をしていました。
　ローマで行われた世界水泳では、お亡
くなりになった前夜も、関係者をねぎら
う夕食会を主催していました。すでに体
調は悪く、レースの観戦をできなかった
というのに。それだけ周囲への感謝の心
というのを大切にされる方。最後まで「感
謝の大切さ」を示していた姿に、常に日
本を背負って泳いでいたのだと改めて感
じました。感謝の心が、最終的には競技
の強さにつながる。その思いは、確実に
私たちが受け止め、次の世代を育ててい
きたいです。

えたのです。北京大会では、さらに社会
貢献できるような「人を磨く」というのが、
メダルへの方向性と考えました。この言
葉を胸に臨んだ３大会は、連続で複数
のメダルを獲ったのです。古橋名誉会
長が追求した「古橋イズム」を、私たち水
泳関係者は受け継いでいますし、これは
スポーツ全般に通ずる精神論なのです。

　選手育成の面では、「期待を背負い、
重圧の中で結果を出せる選手」を育てる

レースからすべて観戦。そんな人は誰も
いません。世界のレースを網羅している
から、世界の潮流、水着問題などもいち
早くキャッチして、選手と食事に行って
は様々なヒントを与えてくれていました。
誰に対しても低姿勢で偉ぶらない、人間
としての見本だったと思います。

　そんな古橋イズムの凝縮といえば、「感
謝の心」でしょう。
「一人で泳いで記録を出しているのでは
ない」といつも言っていました。
　競技大会は、水泳を好きな方たちが
半分ボランティアのような形で運営して
いるもの。だから古橋名誉会長は、運営

は私にとって、オリンピックごとに探求
し、目標を立てる礎となっています。
　まずシドニー大会に向け、この言葉か
ら「記録面だけでなく“勝負できる選手
の育成”」という目標を読み取りました。
世界記録保持者が優勝するとは限りま
せん。外国の選手にタッチの差で勝てる
精神力を磨くのです。次のアテネ大会で
は「競技のトップになるとは、成績だけ
でなく、挨拶、言動、礼儀が大切」とい
う意味を読み取りました。周囲への感謝
が出来る人間こそがメダルを獲れると考

IOC会長（当時）故サ
マランチ氏と。古橋
さんの精力的な国
際活動が、日本の
スポーツ界に数多く
のものをもたらした

生涯でなんと15度
のオリンピックに選
手、コーチ、役員と
して参加した。アト
ランタでは選手団団
長を務めた

～周囲に感謝し、
重圧に負けない選手が勝つ～

［古橋イズムの継承］

日本水泳連盟常務理事・競泳委員長　上野広治

「速く泳ぐだけなら、魚には勝てない」

期待を背負い、重圧に負けない。

一人で泳いでいるのではない。感謝。

上野広治

Column

1989 年からジュニア日
本代表チームのコーチ
に参画し、その後ヘッド
コーチに。日本水泳陣
のチーム力強化を推進。
2000 年シドニーオリン
ピック以降のメダルラッ
シュの基礎を作った。
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2016年のオリンピック・パラリンピックの開催都市は、東京、リオデジャネイロ（ブラジル）、
マドリード（スペイン）、シカゴ（アメリカ）の
４都市が最終候補に残り、2009年10月の IOC総会での決選投票で、
初の南米開催となるリオデジャネイロに決定した。
しかし、その３年半にわたる招致活動の中で、日本にさまざまな遺産を残した。
河野一郎事務総長に、活動を振り返ってもらうと共に培われた経験、残されたものについて伺った。

東京オリンピック・パラリンピック招致委員会・河野一郎事務総長に聞く

2007年7月、招致活動のロゴが公開された。水引
をモチーフとしたもので、コンセプトは「結び」

招致委員会理事の室伏広治氏
が、1964年東京大会の聖火台
を磨き、招致成功を祈願した

数多くのアスリートが
参加して盛り上げたこ
とが、今回の招致活動
の特筆すべき点だった

オリンピックに出場した
アスリートが参加する、
さまざまな市民参加型
イベントが展開された
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ち
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
夢
を
見
る
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ
り
良
い
形
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

今
回
の
招
致
活
動
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
と
い
う
意
味
で
は
、
世
論
の
盛
り

上
が
り
が
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
河
野
さ
ん
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
意
義
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
の
と
ら
え

方
に
も
課
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
国
策
と
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
お
金
を
掛

け
る
と
言
う
と
、〝
国
威
発
揚
は
い
ら
な
い
〞

と
い
う
論
調
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
出
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
カ
ナ
ダ
が
活
躍
し
た
こ
と
が
国
威
発
揚
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
策

で
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
威
発
揚
で
は
な
い

ん
で
す
よ
。
多
く
の
国
、
特
に
先
進
国
が
国

策
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
や
各
競
技
の

強
化
を
行
う
目
的
は
、
国
民
の
自
尊
心
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
英
語
で
言
う
と
ｅ
ｎ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
。

国
の
価
値
、
国
の
品
格
を
高
め
る
た
め
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
と

同
時
に
国
民
が
自
信
を
持
つ
た
め
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
な
の
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

や
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の

コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
明
確
に
す
る
時
に
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

我
々
は
な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
魅
か
れ
る
の

か
。
そ
し
て
な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
す
る
べ

き
な
の
か
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
を
代
表
す
る
国

際
人
か
ら
、
そ
の
答
え
が
聞
け
た
こ
と
も
招
致

活
動
の
レ
ガ
シ
ー
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

世
界
の
代
表
的
な
都
市
と
の
招
致
レ
ー
ス

に
お
い
て
、
国
際
派
の
河
野
さ
ん
の
強
み
が

十
二
分
に
生
か
さ
れ
た
。

「
最
初
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と

招
致
レ
ー
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
幸

せ
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
他

国
も
同
様
の
こ
と
を
言
い
出
し
た
ん
で
す
。
足

を
引
っ
張
り
合
う
招
致
レ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す

が
、
喧
嘩
別
れ
し
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
非
常
に
う
れ
し
か
っ

た
し
、
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
河
野
さ
ん
は
W
Ａ
Ｄ
Ａ
で
培
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、
東
京

へ
の
招
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
た
。

「
私
は
W
Ａ
Ｄ
Ａ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
中
に
一
緒
に
仕
事
を
し

た
仲
間
が
数
人
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
の
ス

ポ
ー
ツ
界
の
人
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
い

ち
ば
ん
面
白
か
っ
た
の
は
、
招
致
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
言
う
と
、
W
Ａ
Ｄ
Ａ
は
世
界
の
統

括
組
織
な
の
で
メ
ン
バ
ー
が
喜
ん
で
く
れ
た
こ

と
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
で
も
ち
ょ
う
ど
７
人
制
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
行
し
て
い
た
か
ら
、
Ｉ
Ｒ

Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
も
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
実
は
国
外
に
東
京
の
応
援
者
が
た
く
さ

ん
い
た
ん
で
す
よ
」

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
も
務
め
る
河
野
さ
ん
は
、
今

回
の
招
致
活
動
を
通
じ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
愛
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点
に
立
っ
た
人
が
い

る
。
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
の
は
、
子
ど
も
た

活
動
で
も
情
報
戦
略
を
駆
使
し
、
オ
バ
マ
大

統
領
の
誘
致
演
説
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
つ
か

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

３
年
間
で
「
勝
つ
可
能
性
」
の
手
応
え
は

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

「
当
初
、
勝
つ
可
能
性
が
二
割
と
言
わ
れ
て
い

た
時
は
周
囲
が
見
え
な
い
状
況
で
、そ
の
後
、立

候
補
す
る
都
市
が
見
え
た
時
点
で
五
分
五
分

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
六
割
を
超
え
る
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
は
思
い
ま
す
。結
果
的
に

は
落
選
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、現
時
点
で
で

き
る
こ
と
は
や
り
尽
く
し
た
感
が
あ
り
ま
す
」

　

決
選
投
票
で
は
ま
ず
シ
カ
ゴ
が
、
次
に
東

京
が
、
そ
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
が
落
選
し
、
開

催
地
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
決
ま
っ
た
。

「
落
選
が
決
ま
っ
た
後
、
委
員
の
メ
ン
バ
ー
全

員
が
同
じ
部
屋
に
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
と
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が

印
象
深
い
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
も
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
も
政
治
家
も
、
文
部
科
学
省
や
外

務
省
の
担
当
官
も
み
ん
な
い
ま
し
た
」

　

今
回
の
招
致
活
動
で
は
政
府
の
全
面
的
財

政
保
証
の
表
明
が
レ
ガ
シ
ー
の
一つ
と
な
っ
た
。

「
次
に
ど
こ
が
立
候
補
す
る
に
せ
よ
、
国
家
財

政
保
証
に
前
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
当
時
の
政

局
の
中
で
国
会
採
択
さ
れ
た
点
は
大
き
な
成

　

河
野
さ
ん
は
多
才
で
あ
り
多
忙
な
人
で
あ

る
。Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
、日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
理
事
、
日
本
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
会
長
、
世
界
ア
ン
チ
・
ド
ー

ピ
ン
グ
機
構
（
W
Ａ
Ｄ
Ａ
）
ヘ
ル
ス・メ
デ
ィ
カ

ル
＆
リ
サ
ー
チ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
委
員
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ

（
国
際
ラ
グ
ビ
ー
評
議
会
）
理
事
、
筑
波
大
学

大
学
院
教
授
な
ど
の
要
職
を
兼
任
し
て
い
る
。

そ
ん
な
河
野
さ
ん
に
招
致
の
推
進
役
と
し
て

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
２
０
０
６
年
。
大
役

に
起
用
さ
れ
た
理
由
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
ち
ょ
う
ど
招
致
委
員
会
が
事
務
総
長
を
探
し

て
い
た
２
０
０
６
年
10
月
に
、Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ジ
ャ
ッ

ク
・
ロ
ゲ
会
長
に
筑
波
大
学
の
名
誉
博
士
称

号
を
授
与
し
、そ
の
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
ご
縁
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
が
W
Ａ
Ｄ
Ａ
な
ど
国
際
的
な
活

動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。他
に
や
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
の
な
ら
、喜
ん
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
思
い
で
大
役
を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
」

「
絶
対
に
勝
て
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
評
判

が
多
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
招
致
委

員
会
事
務
総
長
を
引
き
受
け
た
背
景
に
は
、

１
９
９
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
強
化

推
進
本
部
長
と
し
て
、
日
本
代
表
の
団
長
を

務
め
た
経
験
も
影
響
し
た
と
い
う
。

「
ラ
グ
ビ
ー
と
同
じ
で
絶
対
に
勝
つ
と
決
ま
っ

て
い
る
勝
負
は
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
で
や
り
ま
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
の
時
は
歴
代
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
強
化
委
員

と
し
て
全
員
チ
ー
ム
に
加
え
、
競
技
間
連
携

や
情
報
戦
略
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
招
致

国
家
財
政
保
証
に
前
例
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ
る

国
の
品
格
と
国
民
の
自
信
を

高
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
活
動
を
通
じ
て

国
際
人
と
し
て
の
実
力
を
発
揮
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2
0
1
6
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
で
―
―
。

そ
の
思
い
を
胸
に
、
今
回
の
招
致
活
動
に
は
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
積
極
的
に
参
加
し
、

ま
た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
手
を
取
り
合
い

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
訴
え
た
。

招
致
活
動
に
参
加
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
達
か
ら
、
生
の
声
を
聞
い
た
。

招
致
活
動
の
感
動
、

そ
し
て
経
験

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
参
加
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
声

最終プレゼンテーションを前に、気持ちをひとつにする招致委委員会のメンバーら。向かって右から２人目が荒木田さん、右から３人目が小谷さん、右から５人目が河合さん
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致
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

河
合
純
一
「
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向

け
て
は
、
現
地
に
着
い
て
か
ら
も
全
員
が
必

死
に
な
っ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
何
度
も
行
い
、
ア

ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
竹
田
恆
和
会
長
や

石
原
慎
太
郎
招
致
委
員
会
会
長
、
河
野
一
郎

事
務
総
長
、
そ
し
て
鳩
山
由
紀
夫
総
理
ま
で
、

皆
で
一
体
と
な
っ
て
臨
む
事
が
出
来
た
の
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
」

小
谷
「
ス
ピ
ー
チ
す
る
メ
ン
バ
ー
に
団
結
力
が

あ
り
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
時
の
よ
う
な
一
体
感
で
し

た
よ
（
笑
）」

　

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
大
喝
采
を
浴
び
た
。
涙
ぐ
む
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
も
い
た
と
い
う
。

河
合
「
僕
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
代
表
と
し
て

の
思
い
を
伝
え
た
つ
も
り
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
の

最
後
に
『
僕
は
目
が
見
え
な
い
け
れ
ど
、
目

を
閉
じ
る
と
７
年
後
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

東
京
招
致
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
計
画
策

定
段
階
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
た
こ
と
。

選
手
の
立
場
を
考
え
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。

小
谷
実
可
子
「
招
致
委
員
会
立
ち
上
げ
か
ら

３
年
以
上
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

計
画
策
定
に
ア
ス
リ
ー
ト
の
声
を
反
映
で
き

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
他
国
の

選
手
と
の
交
流
を
出
来
る
場
所
と
し
て〝
ス
パ
〞

を
選
手
村
の
計
画
に
入
れ
た
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
方
の
意
見
で
ド
ア
の
開
閉
の
向
き
ま
で

決
め
た
り
と
、
選
手
第
一
の
計
画
を
策
定
で
き

た
と
思
い
ま
す
」

　

小
谷
さ
ん
、
荒
木
田
裕
子
さ
ん
、
河
合
純
一

さ
ん
の
３
人
は
、
２
０
０
９
年
10
月
に
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
行
わ
れ
た
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
壇
上
に
立
ち
、
一
体
と
な
っ
て
東
京
招

大
喝
采
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

涙
ぐ
む
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
も
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て
い
き
、
今
後
は
と
も
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
」

荒
木
田
「
こ
れ
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
現
場
の

強
化
が
中
心
で
頭
が
回
っ
て
い
た
の
が
、
招
致

活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

選
手
に
対
し
て
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
を
語
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ス
イ
ス
へ
全
日
本
女
子
チ
ー
ム

で
遠
征
に
行
っ
た
と
き
も
、『
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
こ
う
』
と

企
画
し
た
り
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以
外
の
こ
と
を

教
え
て
、
人
間
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

招
致
活
動
は
い
っ
た
ん
終
わ
っ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
は
今
も
な
お
続
く
。

小
谷
「
日
本
は
、お
も
て
な
し
の
心
、
食
べ
物
、

安
全
性
、
国
際
大
会
の
運
営
能
力
。
ど
れ
を

と
っ
て
も
最
高
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
で
き

る
国
。
そ
う
い
っ
た
計
画
を
立
て
ア
ピ
ー
ル
し

違
っ
て
も
、
ア
ス
リ
ー
ト
同
士
と
い
う
意
味
で

繋
が
り
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
熟
さ

せ
よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が
、
河
合
さ
ん
達
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

荒
木
田
「
そ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
努
力

し
て
自
分
の
限
界
に
挑
戦
す
る
、
と
い
う
思
い

が
一
緒
。
だ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
、
そ
れ
を
通
し
て
努
力
の
大
切

さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
共
有
で
き
ま
し

た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
々
と
一
緒
に
活
動

で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
一
番
の
レ
ガ
シ
ー
だ

と
思
い
ま
す
」

河
合
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
と
っ
て
は
、
こ
う

し
て
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
々
と
繋
が
り
、
今
後

の
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
が
本
当
に
財
産
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
国
境
を
越
え
て
平
和
を

実
現
で
き
る
な
ら
、
障
害
の
壁
だ
っ
て
越
え
ら

れ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

壁
を
少
し
で
も
無
く
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」

荒
木
田「
実
際
に
こ
の
招
致
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
ア
ス
リ
ー
ト
専
門
委
員
会
に
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
を
招
い
て
、
意
見
や
情
報
を
交
換
し

た
こ
と
で
、
招
致
チ
ー
ム
、
そ
し
て
日
本
そ
の

も
の
を
誇
り
に
思
え
た
こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

河
合
「
僕
は
、こ
れ
ま
で
任
意
団
体
だ
っ
た『
日

本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
』
を
２
月
に
一
般

社
団
法
人
に
し
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
行

え
る
体
制
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
残
っ
た
も
の
が

大
き
い
招
致
活
動
で
し
た
」

荒
木
田
「
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
招
致
都
市
決
定
の
年
だ
け
ア

ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か

ら
も
っ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア

ン
が
自
分
達
の
経
験
を
発
信
し
、
社
会
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
先
導

者
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
、

地
元
ア
ス
リ
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
発

信
す
る
活
動
を
目
指
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
始
め
て
い
ま
す
」

　

招
致
活
動
を
通
じ
て
芽
生
え
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
未
来
へ
受
け
継
ぐ

た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
言
え
る
。

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
て
い
る
姿
が

見
え
る
』
と
言
っ
て
、
そ
の
言
葉
で
思
い
が
伝

わ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

小
谷
「
私
に
と
っ
て
は
、
現
役
時
代
最
高
の

舞
台
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
が
、
今

で
も
韓
国
語
を
耳
に
す
る
と
感
動
で
身
震

い
す
る
ほ
ど
の
思
い
出
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

２
０
１
６
年
、
関
係
者
が
生
涯
の
思
い
出
に
出

来
る
よ
う
な
最
高
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
き
た

い
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
お
も
て
な
し
の
心
で
世

界
に
誇
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
行
え
る
の
は
日

本
だ
、
と
伝
え
ま
し
た
」

荒
木
田
裕
子
「
本
当
に
日
本
に
来
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
が
集
結
し
て
、
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
プ
レ
ゼ
ン
を
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

招
致
活
動
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
間
に
出

来
た
繋
が
り
は
、
今
で
も
残
り
ま
し
た
」

小
谷
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
と
は
今
ま
で
交

流
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
互
い
の
組
織
は

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

そ
の
繋
が
り
が一番
の
レ
ガ
シ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
広
め
る

先天性ブドウ膜欠損症のため13歳のときに全盲となり、
17歳でバルセロナパラリンピックの水泳に出場。2008
年北京大会まで5大会連続出場を果たし、金5個、銀
9個、銅7個を獲得。現在は静岡県総合教育センター
勤務。

河合純一
Junichi　Kawai

ソウルオリンピックのシンクロナイズドスイミングで、ソ
ロ・デュエットともに銅メダルを獲得。現在はコメンテー
ターや、日本オリンピアンズ協会理事として、スポーツ
の振興に尽力。

小谷実可子
Mikako Kotani

1976年モントリオールオリンピック女子バレーボールで、
金メダルを獲得。現在はアジアオリンピック評議会（Ｏ
ＣＡ）理事、日本バレーボール協会執行役員、JOC理
事などを歴任。

荒木田裕子
Yuko Arakida

2009年10月2日、IOC総会で行われた最終プレゼ
ンテーションで、（上）東京からも多くの人々が応援
に駆けつけた（中）政権交代直後で多忙の折、鳩山
総理も参加（下）日本のプレゼンテーションには会
場から大喝采が起きた

東京オリンピック・パラリンピック
招致委員会アスリート委員会
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2
0
0
9
年
10
月
3
〜
5
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
第
13
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
グ
レ
ス
が
15
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
グ
レ
ス
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
第
４
条
に
則
り
1
8
9
4
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
会
議
。

今
回
は
1
2
4
9
名
の
I
O
C
委
員
、
N
O
C
、
I
F
代
表
者
ら
が
出
席
し
、

「
社
会
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
５
つ
の
視
点
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

J
O
C
竹
田
会
長
は
そ
の
う
ち
「
デ
ジ
タ
ル
革
命
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
選
手
の
環
境
整
備
を
含
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
大
変
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
語
っ
た
。

し
て
公
共
交
通
が
使
え
、
迷
う
こ
と
な

く
競
技
会
場
や
観
光
地
に
行
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。
さ
ら
に
競
技
会
場
内
で
も
、

自
分
の
席
ま
で
ナ
ビ
が
可
能
で
す
。

　

Ｄ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
装
置
は
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
、
縦
置
き
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
画

面
の
よ
う
で
す
が
、Ｄ
Ｓ
、い
わ
ゆ
る
「
電

子
情
報
掲
示
板
」
に
は
様
々
な
情
報
を

表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
経
由
で
最
新
の
情
報
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、

Ｄ
Ｓ
は
、
非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

Ｄ
Ｓ
は
具
体
的
に
こ
の
よ
う
に
使
い

ま
す
。

　

駅
に
到
着
し
た
ら
Ｄ
Ｓ
の
前
に
行
き
、

自
身
の
Ａ
Ｄ
カ
ー
ド
、
競
技
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
か
ざ
し
て
下
さ
い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
販
売
国
の
言
語

が
自
動
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
言
語
は
変
更
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、　

変
更
後
は
最
初
か
ら
そ
の
言

語
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
「
競
技
観
戦
」
か
「
観
光
」
を

選
び
ま
す
。

　

競
技
観
戦
を
選
べ
ば
競
技
会
場
へ
、

観
光
で
あ
れ
ば
適
宜
画
面
が
変
わ
り
ま

す
。
競
技
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
場
合
に
は

自
動
的
に
読
み
取
っ
て
競
技
会
場
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
自
分
の
現
在
い
る
駅
か
ら
の
乗

り
換
え
情
報
を
含
め
た
ル
ー
ト
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
観
光
情
報
も
同
様
の
操
作

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中
に
は
、
選

手
、
役
員
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
、

観
客
等
、
世
界
中
か
ら
多
数
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
係
者
が
開
催
都
市
を
訪
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
世
界
中
の
様
々
な
国
の
言
語
、

文
化
、
習
慣
が
開
催
都
市
に
集
中
し
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
は
、
Ａ
Ｄ
カ
ー

ド
と
競
技
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
り
、
大
半
の
関
係
者
は
、

こ
の
2
点
の
い
ず
れ
か
を
携
帯
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

現
状
の
Ａ
Ｄ
カ
ー
ド
と

競
技
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
機

能
は
、
査
証
、
身
分
証
明

で
あ
っ
た
り
、
入
場
確
認

の
ツ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

応
用
し
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
付

属
さ
せ
る
こ
と
で
Ａ
Ｄ
カ
ー

ド
と
競
技
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

は
、
様
々
な
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、（
既
に
日
本
で
は
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
）
Ａ
Ｄ
カ
ー
ド
や
競
技
観

戦
チ
ケ
ッ
ト
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
付
属
さ
せ

る
こ
と
で
公
共
交
通
等
を
利
用
す
る
際
、

ス
ム
ー
ズ
に
通
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
付
属
に
よ
り

「
デ
ジ
タ
ル
・
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
Ｄ
Ｓ
）」
と

呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で
き
ま
す
。

Ｄ
Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
知
ら
な
い

都
市
で
も
言
語
の
問
題
が
な
く
、
安
心

（
１
９
７
６
／
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
の
馬

術
競
技
に
参
加

◎
Ｎ
Ｏ
Ｃ
／
Ｎ
Ｆ
役
員
：
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
、

日
本
馬
術
連
盟
副
会
長

◎
Ｉ
Ｏ
Ｃ
調
整
委
員
会
委
員：第
21
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
２
０
１
０

／
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）、
第
22
回
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
２
０
１
４
／
ソ

チ
）

　

今
日
は
、こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
テ
ー

マ
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
革

命
」
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」

に
代
表
さ
れ
る
「
最
先
端

技
術
」
は
、
我
々
人
間
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
よ
り

快
適
で
便
利
な
社
会
と
す

る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
の
語
源

は
、ラ
テ
ン
語
で
「
至
る
所
に
存
在
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

と
は
、「
様
々
な
情
報
が
街
の
至
る
所
で

入
手
が
可
能
な
社
会
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」を
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
運
営
に
応
用
す
る
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
参
加
す
る
選
手
・
役
員
、
観
客
等
、

す
べ
て
の
関
係
者
が
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

で
は
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

回
１
９
９
4
年
に
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
第
12
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ

ン
グ
レ
ス
か
ら
、
15
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
る
第
13
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
グ
レ
ス

に
お
い
て
、
私
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会(

Ｊ
Ｏ
Ｃ)

会
長
、
ま
た
国
内
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
連
合
（
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）

理
事
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

3
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
る
本
コ
ン

グ
レ
ス
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
社
会
に

お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」

で
あ
り
、
私
に
与
え
ら
れ
た
ス
ピ
ー
チ

の
テ
ー
マ
は
、「
デ
ジ
タ
ル
革
命
」
で
す
。

　

今
日
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
内
で
ご
紹
介

す
る
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
お
け
る
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
（
以
後
「
Ａ
Ｄ
」
カ
ー
ド
）」
の

シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス

の
分
野
で
世
界
的
権
威
で
あ
り
Ｅ
Ｕ
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
さ
れ
て
い
る
、
東
京

大
学
教
授
工
学
博
士　

坂
村
健
先
生
の

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
か
か
わ
り
は
、

選
手
時
代
、
Ｎ
Ｏ
Ｃ
／
Ｎ
Ｆ
役
員
ま
た

Ｉ
Ｏ
Ｃ
調
整
委
員
会
委
員
と
し
て
の
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
経
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
申
し
上
げ
る
と
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
選
手
時
代
：
第
20
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
（
１
９
７
２
／
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
）、
第
21
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

「デジタル革命」をテーマに
竹田会長がプレゼンテーション

第13回オリンピックコングレス at コペンハーゲン

●
2
0
0
9
年
テ
ー
マ 

〜
社
会
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
〜

１
．
選
手

２
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

３
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
構
造

４
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
若
年
層

５
．
デ
ジ
タ
ル
革
命

前

Olympic Congress at Copenhagen

64-65.indd   64 10.5.12   6:39:26 PM



65

photo by  IOC

て
話
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら

は
、「
競
技
の
場
に
お
け
る
」
デ
ジ
タ
ル

革
命
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
運
営
面
だ
け
で

な
く
、
競
技
の
場
で
も
大
い
に
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
か
ら
、
45
年
前
、「
１
９
６
４
年

に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
陸
上
競
技
１
０
０

m
に
お
い
て
初
め
て
電
子
タ
イ
ミ
ン
グ
が

採
用
さ
れ
た
」
と
国
際
陸
上
競
技
連
盟

（
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
発
行
の
「
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界

記
録
2
0
0
7
年
版
」
に
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

勝
敗
を
判
定
す
る
に
あ
た
り
、
選
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
敏
速
か
つ
正
確
に

計
測
す
る
こ
と
は
、
45
年
が
経
過
し
た

今
日
で
も
、
大
変
重
要
で
す
。

　

特
に
ゴ
ー
ル
付
近
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
選
手
の
拮
抗
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

正
確
に
判
定
す
る
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
、
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

現
在
、「
ボ
ー
ト
」、「
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
」、「
自
転
車
競
技
」

等
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
採
用
さ
れ
て
い

る
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
判
定
す
る

シ
ス
テ
ム
の
一
つ
に
「
写
真
判
定
」
が
あ

り
ま
す
。

「
写
真
判
定
」
と
は
、競
技
に
お
け
る
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
地
点
の
写
真
を
撮
影
し
選
手
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ミ
リ
単
位
、
コ
ン
マ

単
位
で
計
測
し
、
選
手
間
の
微
細
な
記

録
の
違
い
を
把
握
し
、
勝
負
を
判
定
す

る
こ
と
が
可
能
な
技
術
で
す
。

「
写
真
判
定
」
に
よ
り
大
会
役
員
は
、
選

手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
正
確
に
測
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
走
高
跳
、
走
幅
跳
、
三
段
跳
、

棒
高
跳
、
円
盤
投
、
砲
丸
投
げ
」
等
の

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
で
は
、
複
数
の
係
員

が
メ
ジ
ャ
ー
を
も
っ
て
距
離
を
計
測
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
方
法
は
、
正
確
な
計

測
を
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
で
は
、
赤
外
線
を

利
用
し
た
光
計
測
（
Ｅ
Ｄ
Ｍ
）
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
、
選
手
が
着
地
し
た
場
所
、

ま
た
は
ハ
ン
マ
ー
等
の
器
具
が
落
下
し
た

地
点
に
「
光
」
を
利
用
し
て
瞬
時
に
距

離
を
正
確
に
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、現
在
で
は
、光
計
測
（
Ｅ
Ｄ
Ｍ
）

が
進
化
し
新
し
く
ビ
デ
オ
を
導
入
し
た
Ｖ

Ｄ
Ｍ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
開
発
さ
れ
、
試

行
の
段
階
に
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ビ
デ
オ
映
像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
画
面
に
表
示
し
、
そ
の
画
像
を
画

面
上
で
計
測
す
る
こ
と
で
一
目
で
踏
み
切

り
板
か
ら
着
地
点
ま
で
の
距
離
を
瞬
時

に
判
定
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り

選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
正
確
か
つ

敏
速
に
測
定
さ
れ
勝
敗
を
判
断
す
る
の

に
、
大
変
便
利
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
し
た
「
目
」
と

大
会
の
審
判
員
の
「
目
」
の
双
方
が
選

手
間
の
僅
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
差
を

識
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
我
々
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
こ
れ
を
総
括
的
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
運
営
面
、
競
技
面

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
応
用
し
、
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
多
大
な
経
費

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
す
に
あ

た
り
専
門
家
に
よ
る
講
習
等
を
開
催
し
、

教
育
活
動
や
普
及
活
動
や
実
施
訓
練
も

必
要
で
す
。

　

当
然
、
資
金
面
で
ス
ポ
ン
サ
ー
の
理

解
を
得
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
私
が
確
信

を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
が
ど
ん
な
に
発
達
し
革
命
を
起
こ
そ

う
と
も
、
我
々
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
常
に
一
体
で
あ
り
、
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
技
術
を
選
手
の
環
境
整
備
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
利
用
す
る

努
力
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
選
択
画
面
か
ら
は
、

大
会
を
楽
し
む
上
で
の
競
技
情
報
を
得

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
は
全
て
の
競
技

が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
自
分
の
知
り
た
い
競
技
予
定
・
結
果

に
つ
い
て
の
情
報
も
入
手
が
可
能
で
す
。

　

Ｄ
Ｓ
の
更
な
る
機
能
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
カ
ー
ド
ま
た
は
競
技
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
保
持
者
が
競
技
会
場
に
到
着
し
、

入
場
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
と
、
そ
の
情

報
が
会
場
責
任
者
の
端
末
に
瞬
時
に
伝

達
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
会
場
責
任

者
は
、
入
場
者
状
況
を
一
元
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
、
空
席
対
策
に
大
き
く
寄

与
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
Ａ
Ｄ

カ
ー
ド
、
競
技
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
保
持

す
る
大
会
参
加
者
ま
た
、運
営
者
に
と
っ

て
大
変
有
益
な
技
術
な
の
で
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
こ
こ
ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
運
営
面
か
ら
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
つ
い

竹田会長の熱のこもったプレゼンテーション。「デジタル革命」と
いうテーマは、コングレスに出席した1200人を超える各国の関係者
たちからも強い関心を集めた

1994年以来、15年ぶりのオリンピックコングレス。ジャック・ロゲ
会長が 2001年に就任して以降、初めての開催

●オリンピックコングレス／過去の開催年とテーマ

1894年 フランス（パリ） オリンピック競技大会の再構築
1897年 フランス(ル･アーブル) スポーツ衛生とその教育
1905年 ベルギー（ブラッセル） スポーツと体育
1906年 フランス（パリ） 文化、芸術とスポーツ
1913年 スイス（ローザンヌ） スポーツ心理学と生理学
1914年 フランス（パリ） オリンピック・レギュレーション
1921年 スイス（ローザンヌ） オリンピック・レギュレーション
1925年 チェコ（プラハ） スポーツ教育学
1930年 ドイツ（ベルリン） オリンピック・レギュレーション
1973年 ブルガリア（ヴァルナ） 　
 スポーツと世界平和-オリンピックムーブメント
1981年 ドイツ（バーデンバーデン） スポーツの結束
1994年 フランス（パリ） 100周年記念オリンピックコングレス-結束
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12.
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J O C  A c t i v i t y  R e p o r t

J O C 活 動 報 告 〈 2 0 0 9 ／ 2 0 1 0 〉

オリンピズムと
笑顔の輪を
広めるために

JOCの理念

Chapter 1　国際総合競技大会への選手派遣事業……68

Chapter 3　選手強化事業……76

Chapter 6　オリンピック参加状況……82

Chapter 2　オリンピックムーブメント普及・啓発事業……70

Chapter 4　マーケティング事業……79
Chapter 5　役員紹介……80　

JOCの活動

JOCの目的
JOCの使命は、全ての人々にスポーツへの参加を
促し、健全な肉体と精神を持つスポーツマンに育て、
オリンピック運動を力強く推進することにある。オ
リンピックを通じて、人類が共に栄え、文化を高め、
世界平和の火を永遠に灯し続けることこそ、JOCの
理想である。

「オリンピック憲章に基づく国内オリンピック委員会
(NOC)として、オリンピックの理念に則り、オリンピッ
クムーブメントを推進し、スポーツを通じて世界平
和の維持と国際友好親善に貢献するとともに、わが
国のスポーツ選手の育成・強化を図り、もってスポー
ツ振興に寄与すること」

JOCでは、オリンピック競技大会及
びそれに準ずる国際総合競技大会へ
の選手派遣事業、ならびにオリンピッ
クムーブメント推進を目的とした事業
を2本柱として活動を展開している。

photo by  AFLO photo by  PHOTO K ISH IMOTO photo by  PHOTO K ISH IMOTO

日本
オリンピック
委員会（JOC)

オリンピズム

オリンピックムーブメントの
普及・啓発運動

国際総合競技大会への
選手派遣事業・競技力向上事業
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 JOCが選手団を派遣した
国際総合競技大会
（2009年4月～2010年3月）

国際総合競技大会への選手派遣事業

世界へ挑戦するチャンスをサポートする
C h a p t e r

1

　

２
０
０
９
年
６
月
は
、
第
1
回
ユ
ー

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
２
０
１
０
年
8
月
）

の
プ
レ
大
会
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
第
１
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ゲ
ー
ム
ズ
が

行
わ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
60
名
の
選

手
団
を
派
遣
し
、
金
メ
ダ
ル
５
個
を

獲
得
す
る
な
ど
活
躍
。
次
世
代
の
活

躍
の
場
が
広
が
っ
た
。

　

第
25
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技

大
会
へ
は
、
田
中
英
壽
団
長
を
は
じ

め
と
す
る
選
手
団
3
9
2
名
が
参

加
。
水
谷
隼
選
手
（
卓
球
）
が
主
将
、

入
江
陵
介
選
手
（
水
泳
／
競
泳
）
が

旗
手
を
務
め
た
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
は
、〝
学
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〞
と

も
い
わ
れ
る
全
世
界
の
学
生
が
集
ま

る
総
合
競
技
大
会
。
日
本
は
、
メ
ダ

ル
総
数
73
、
総
入
賞
数
1
3
2
。
メ

ダ
ル
総
数
は
過
去
最
多
と
な
る
快
挙

だ
っ
た
。

　

ま
た
第
５
回
と
な
る
東
ア
ジ
ア
競

技
大
会
は
、
香
港
で
開
か
れ
る
初
の

大
規
模
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、
水
野
正
人
団

長
を
は
じ
め
、
奥
村
幸
大
主
将
（
水

泳
／
競
泳
）、
三
宅
宏
実
旗
手
（
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
ら
選
手
団

5
4
4
名
が
参
加
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
の
ほ
か
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
全
22
競
技
2
6
2
種

目
が
行
わ
れ
た
。
水
泳
で
は
、
入
江

陵
介
選
手
が
背
泳
ぎ
3
冠
、
立
石
諒

選
手
が
平
泳
ぎ
3
冠
を
決
め
、
と
も

に
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
も
優
勝
す
る
な

ど
15
の
大
会
新
記
録
を
樹
立
す
る
大

活
躍
を
み
せ
た
。
２
０
１
２
年
の
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
選
手
の

確
実
な
成
長
と
、
周
囲
の
的
確
な
サ

ポ
ー
ト
を
示
す
大
会
と
な
っ
た
。

ロンドンオリンピックへの戦いは始まっている

第25回ユニバーシアード競技大会
（2009年7月1日～12日）

開催地≫セルビア共和国/ベオグラード
実施競技・種目≫12競技203種目
日本選手団≫選手265名、役員109名、
アディッショナルオフィシャル18名、計392名　

金 20個

21個銀

銅 32個

第1回アジアユースゲームズ
（2009年6月29日～7月7日）

開催地≫シンガポール
実施競技・種目≫9競技90種目
日本選手団≫選手38名、役員19名、
アディッショナルオフィシャル3名　計60名

金 5個

6個銀

銅 4個

1

2345
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JOCは、数多くの国際総合競技大会に選手団を派遣、
世界への挑戦の場をサポートしている。
2012年ロンドンオリンピックへの戦いはすでに始まり、
またオリンピック競技以外の競技でも、世界トップへの熱い戦いが繰り広げられている。

１.東アジア大会、卓球女子ダブルスで福原愛・ 石川佳純選手組が優
勝　２.柔道勢は東アジア大会で10コの金メダルを獲得　３.ユニバー
シアード日本人メダル第１号はフェンシングの中野希望選手　４.自転
車競技・サイクルボールといったユニークな種目も行われる東アジア
大会　５.ユニバーシアードの開会式は荘厳な雰囲気　６.ボウリング
も東アジア大会の競技の一つ　7.各大会に多くのオリンピック選手が
出場　8.ユニバーシアードでは水泳勢が大活躍した

第3回アジアインドアゲームズ
（2009年10月30日～11月8日）

開催地≫ベトナム／ハノイ・ホーチミン
実施競技・種目≫24競技　219種目
（別に、デモンストレーションで1競技　23 種目)
日本選手団≫選手93名、役員35名、計128名　
（デモンストレーション選手1名、役員1名）

金 5個

9個銀

銅 9個

第5回東アジア競技大会 
（2009年12月5日～13日）

開催地≫ホンコン・チャイナ／香港
実施競技・種目≫22競技 262種目
日本選手団≫選手378名、役員139名、
アディッショナルオフィシャル27名、計544名

金
62個

銀
58個

銅
70個

●2/7～23   
第22回オリンピック冬季競技大会
（ロシア・ソチ）

●未定  
第2回ユースオリンピック競技大会
（開催地未定）

●9/19～10/4  
第17回アジア競技大会
（韓国・インチョン）

●未定  
第4回アジアビーチゲームズ
（フィリピン・バラケイ）

●7/27～8/12  
第30回オリンピック競技大会
（イギリス・ロンドン）

●1/13～22  
第1回ユースオリンピック冬季競技大会
（オーストリア・インスブルック）

●未定
第3回アジアビーチゲームズ
（中国・ハヤン）

●10/6～15  
第6回東アジア競技大会
（中国・天津）

●未定  
第27回ユニバーシアード競技大会
（ロシア・カザン）

●未定  
第26回ユニバーシアード冬季競技大会
（スロベニア・マリボル）

●未定  
第5回アジアインドアゲームズ
（カタール・ドーハ）

●1/30～2/6  
第7回アジア冬季競技大会
（カザフスタン・アスタナ／アルマティ）

●8/12～23  
第26回ユニバーシアード競技大会
（中国・深圳）

●1/27～２/6  
第25回ユニバーシアード冬季競技大会
（トルコ・エルズルム）

●未定  
第4回アジアインドアゲームズ
（カタール・ドーハ）

●8/14～26  
第1回ユースオリンピック競技大会
（シンガポール）

●11/12～27  
第16回アジア競技大会
（中国・広州）

●12/8～16  
第2回アジアビーチゲームズ
（オマーン・マスカット）

今後の主な国際総合競技大会予定

2010 2011 2012 2013 2014

photo by  AFLO

第1回アジアマーシャルアーツゲームズ
（2009年8月1日～9日）

開催地≫タイ／バンコク
実施競技・種目≫9競技121種目
日本選手団≫選手19名、役員10名、アディッショナ
ルオフィシャル7名、計36名

金 9個

2個銀

銅 3個

7

68
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べ
そ
を
か
い
て
い
た
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
が

「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
助
け
合
っ

て
最
後
ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
妹
の
手

を
引
い
て
走
り
、
２
人
と
も
達
成
感

の
あ
る
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し
た
ん
で
す
。

こ
の
経
験
が
将
来
、
必
ず
役
に
立
つ

と
思
い
感
動
し
ま
し
た
。

―
―
お
互
い
の
印
象
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

黒
木　

大
林
さ
ん
は
「
私
、
体
が
弱
っ

て
い
る
か
ら
」
と
言
い
な
が
ら
僕
よ
り

速
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

大
林　

そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
、

む
し
ろ
逆
で
す
（
笑
）。

黒
木　

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ
り
な
が

ら
、参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
走
り
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
人
に
丁

寧
に
指
導
し
て
い
る
姿
を
見
た
時
に
、

次
世
代
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
人

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
林　

黒
木
さ
ん
は
熱
い
方
な
の
で
、

今
ま
で
の
デ
ー
ラ
ン
と
雰
囲
気
が
変

わ
っ
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
力
強

い
言
葉
に
影
響
力
が
あ
る
の
で
、
一
緒

に
や
っ
て
い
て
頼
も
し
い
で
す
。

―
―
黒
木
さ
ん
は
デ
ー
ラ
ン
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
モ
ッ
ト
ー

が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

―
―
お
二
人
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ

ン（
以
下
、デ
ー
ラ
ン
）の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
木　

僕
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
参
加
し
た
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
人
生
を
勉
強
で
き
る
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
デ
ー
ラ
ン
に

参
加
さ
れ
る
方
、
特
に
お
子
さ
ん
に

対
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

か
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。

大
林　

現
役
時
代
か
ら
長
年
、
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
０
９
年
か
ら
正
式
に
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
に
な
り
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
実
際
に
参
加
し
て
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

黒
木　

最
初
は
の
ん
び
り
会
話
を
し

な
が
ら
走
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
本
気
で
自
分
と
向
き
合
っ
て

走
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
た
ん
で
す
。

そ
の
真
剣
さ
に
触
れ
た
時
に
、
参
加

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
だ

け
で
な
く
、「
頑
張
れ
」
と
声
を
掛
け

る
大
切
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

大
林　

手
を
握
っ
て
走
っ
た
り
す
る

触
れ
合
い
も
楽
し
い
で
す
し
、「
頑
張
っ

て
」
と
言
っ
た
瞬
間
に
急
に
力
強
く

走
り
出
す
子
も
い
て
、
私
の
小
さ
な

力
で
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
る
瞬
間
は

嬉
し
い
し
、
私
が
歩
ん
で
き
た
証
が

生
か
さ
れ
る
の
は
幸
せ
で
す
。

黒
木　

小
学
4
年
と
小
学
１
年
ぐ
ら

い
の
姉
妹
の
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
妹
が
走
れ
な
く
て
、
泣
き

オリンピックムーブメント普及・啓発事業

スポーツの楽しさ、素晴らしさを日本中に広げる
C h a p t e r

2

「頑張れ」と声をかけて走り出す子がいる。私の歩んだ証を生かせる場です。（大林）

笑顔で子ども達を励ましながら走る黒木さん

一緒に走り、
励まし合った先に、
感動がある。
～2人のアンバサダーが感じたこと～

 オリンピックデーラン

JOCが1987年から実施している

オリンピックデー記念事業「オリンピックデーラン」。

2009年からは、黒木知宏さんと大林素子さんが

オリンピックデーラン・アンバサダーに加わり、

全国各地でのイベントで参加者とともに汗を流している。

野球とバレーボール、それぞれの道を究めた2人が、

デーランを通じて伝えたい

〝スポーツの素晴らしさ〞とは何だろうか。

触
れ
合
う
こ
と
に
も
全
力
！

「
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

手
を
握
っ
て
走
る

触
れ
合
い
が
楽
し
い
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本
女
子
は
ソ
ウ
ル
の
前
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
ま
で
は
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
い
ま
し
た

し
、
当
時
は
そ
れ
が
当
た
り
前
。
だ

か
ら
現
役
時
代
は
常
に
戦
い
で
し
た
。

試
合
に
勝
っ
た
時
や
自
分
の
ス
パ
イ
ク

が
決
ま
っ
た
時
は
嬉
し
い
で
す
が
、
そ

れ
は
一
瞬
な
ん
で
す
。

―
―
今
後
は
ど
の
よ
う
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
？

大
林　

今
は
キ
ャ
ス
タ
ー
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
メ
ダ
ル

を
獲
る
瞬
間
に
解
説
を
す
る
の
が
最

大
の
夢
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
私
に

と
っ
て
、
取
材
の
積
み
重
ね
を
出
せ
る

最
高
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
色
々

な
方
に
感
じ
て
欲
し
い
で
す
。そ
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
だ
け
で
は
な
く
、

常
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
観
戦
し
た
り

し
て
盛
り
上
が
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
元
気

に
な
っ
て
も
ら
う
Ｐ
Ｒ
活
動
と
い
う
気

持
ち
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

黒
木　

は
い
。
ひ
と
つ
は
「
1
日
1

回
全
力
を
出
す
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で

な
く
て
も
、
そ
の
意
識
が
大
切
だ
と

思
う
ん
で
す
。
1
日
1
回
全
力
を
出

す
こ
と
を
心
が
け
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か

で
出
そ
う
と
し
ま
す
よ
ね
？　

デ
ー

ラ
ン
で
は
、
走
る
こ
と
以
外
に
も
少
し

で
も
多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
に

全
力
を
出
す
と
い
う
達
成
感
も
あ
り

ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
最
後
ま
で

諦
め
な
い
」。
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る

喜
び
や
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
た

感
動
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
思
い
出
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

黒
木　

シ
ド
ニ
ー
で
投
げ
た
時
は
震

え
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

チ
ー
ム
に
初
め
て
プ
ロ
野
球
選
手
が

加
わ
っ
て
日
の
丸
を
背
負
っ
て
投
げ
た

わ
け
で
す
が
、
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な

い
使
命
感
で
前
日
は
眠
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
応
援
し
て
く
れ
る
方
々

が
選
手
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
同
じ
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
肌
で

感
じ
て
い
る
と
思
う
と
、
夢
や
希
望

を
与
え
ら
れ
る
場
所
に
僕
ら
は
い
る
、

だ
か
ら
真
剣
に
一
生
懸
命
や
る
姿
を

見
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

大
林　

私
は
３
大
会
に
出
ま
し
た
が
、

最
初
の
ソ
ウ
ル
が
4
位
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

が
5
位
、
ア
ト
ラ
ン
タ
が
9
位
。
日

JOCでは、スポーツの素晴らしさや感動を身近に感じてもらおうと、様々なオリンピックムーブメント普及・啓発事業を行っている。
オリンピアンとの交流を通してスポーツの素晴らしさを伝える「オリンピックデーラン」、
音楽とスポーツを融合させた「オリンピックコンサート」、オリンピアンがロールモデルとなる環境活動など、
未来を担う子ども達の心身の育成もＪＯＣの重要な役割だ。

苦しいことを乗り越える、その感動を伝えていきたいです。（黒木）

1973年12月13日生まれ。
社会人野球で活躍後、
1995 年に千葉ロッテマ
リーンズ入団。マリーン
ズのエースとして、1998
年には最多勝・最高勝率
のタイトルを獲得。2000
年シドニーオリンピック
にも出場した。2007 年
12月に引退。ニックネー
ムは「ジョニー」。

黒木知宏
Tomohiro Kuroki

1967年 6月15日生まれ。
神戸親和女子大学発達教
育学部ジュニアスポーツ
教育学科客員教授、スポー
ツキャスター、タレント。
女子バレーボール選手時
代は、1988年ソウルオリ
ンピック4位、1992年バ
ルセロナオリンピック5位、
1996年アトランタオリン
ピック9位。

大林素子
Motoko Obayashi

参加者と手をつないで走る大林さん（右）と中村真衣さんオリンピックデーラン≫http://www.joc.or.jp/event/dayrun/

「オリンピックデーラン」は、6月23日のオリンピックデーを記念して国際オ
リンピック委員会（IOC）と各国・地域のオリンピック委員会により開催さ
れているスポーツイベント。日本では1987年にスタートし、今年で24年目
となる。一般参加者がオリンピアンと交流しながら一緒に走ることで、スポー

ツの楽しさやオリンピックの基本精神を肌で感じ、
理解することを目的としている。延べ参加者数は
50万人を超えた。2010年度は6月13日に大阪
大会で幕開けし、全国8カ所で開催予定。各大
会の詳細はJOC公式サイト内で発表される予定。

開催予定日 大会名 開催地

6月13日(日) 大阪大会 大阪府

7月10日(土) 喜多方大会 福島県

9月12日(日) 士別大会 北海道

9月19日(日) 青森大会 青森県

10月24日(日) 神戸大会 兵庫県

10月31日(日) 長野大会 長野県

11月14日(日) ひたちなか大会 茨城県

2011年1月9日(日) 和歌山大会 和歌山県

2010年オリンピックデーラン
開催予定地一覧

2010年オリンピックデーラン・
アンバサダー

「オリンピックデーラン」って何 ?

大林素子
（バレーボール）

荻原次晴
（スキー・ノルディック複合）

黒木知宏
（野球）

千葉真子
（陸上競技・長距離）

中村真衣
（水泳・競泳）

荻原健司
（スキー・ノルディック複合）
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オリンピアンと触れ合い、
夢あふれる思い出の日
～スポーツの秋、1万3000人の笑顔が輝いた～

 スポーツ祭り2009

2009年10月12日「体育の日」、

「スポーツ祭り2009」が秋晴れの空のもと催された。

東京都北区にある味の素ナショナルトレーニングセンター、

国立スポーツ科学センター、

そして西が丘サッカー場の広い敷地をふんだんに使い、

20種類以上のスポーツイベントを同時開催。

延べ1万3000人がオリンピアンとともに汗を流し、

夢のような一日を過ごした。

オリンピアンふれあい大運
動会  
オリンピアンふれあいジョギ
ング
キッズ・スポーツ科学ランド
体力テスト 
スポーツ教室17種目（陸上
競技、水泳、サッカー、テニ
ス、ボクシング、バレーボー
ル、体操、新体操、トランポリ
ン、レスリング、ウエイトリフティ
ング、ハンドボール、卓球、フェ
ンシング、柔道、バドミントン、
アーチェリー）
親子でアスリート食体験
レッツ・チャレンジ! おもしろ
スポーツ
ボート体験コーナー
おもしろ自転車コーナー
憩いの広場

1

2

3
4
5

6
7

8
9

10

１.「オリンピアンふれあい大運動会」では、オリンピア
ンとともに、玉入れ競争、大玉ころがしリレー、シッポ
取り競争の３競技が行われた　２.オリンピアンが指導
するスポーツ教室。レスリング教室では、吉田沙保里
選手が手取り足取り指導 ３.オリンピアンによるトーク
ショーでは現役時代の経験談やスポーツの楽しさ、努力
することの大切さなどが話された

21世紀を担う青少年を対象に、「スポーツ」を
テーマとした作文コンテストを実施。552人の応
募から入賞者11人が表彰された。12歳未満の
部のゴールドメダル賞は、地域の少年野球団で
数少ない女子選手として活躍する神奈川県の石
川妃悠さん。12歳以上18歳以下の部の同賞は、
08年全日本ジュニア新体操選手権大会で個人
総合優勝した後、ケガのリハビリに挑んでいる
愛知県の佐々木アヤ香さんが選ばれた。

「スポーツ祭り2009」
実施プログラム一覧

JOCジュニア作文オリンピック、
11人が表彰

老
若
男
女
が

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
と
も
に

ス
ポ
ー
ツ
と
触
れ
合
っ
た
一
日

 

昨
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
会
場
を
味
の
素

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
移
し
、
文
部
科
学
省
、（
財
）
日
本

体
育
協
会
、（
財
）
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
、（
独
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
、（
特
非
）
日
本
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
、
読
売
新
聞
社
と

と
も
に
、
新
た
な
事
業
「
ス
ポ
ー
ツ
祭

り
２
０
０
９
」
と
し
て
開
催
し
た
。

　

西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ
れ
た
開

会
式
に
は
約
２
０
０
０
人
が
参
加
。
吉

田
沙
保
里
選
手
に
よ
る「
ス
ポ
ー
ツ
祭

り
の
火
」の
点
火
や
、準
備
体
操
が
行
わ

れ
た
。「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ふ
れ
あ
い
大
運

動
会
」で
は
中
村
真
衣
さ
ん（
水
泳
）や

荻
原
健
司
さ
ん（
ス
キ
ー
）、荻
原
次
晴
さ

ん（
同
）や
大
林
素
子
さ
ん
、黒
木
知
宏
さ

ん
、柴
田
亜
衣
さ
ん（
水
泳
）ら
12
人
の
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
と
3
6
6
人
の
小
学
生
が

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
点
を
競
い
合
っ
た
。

　

ま
た
「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ふ
れ
あ
い

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
に
は
、
小
学
生
以
上
の

老
若
男
女
１
３
３
0
人
が
20
人
の
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
と
と
も
に
約
２
km
コ
ー
ス

の
完
走
を
目
指
し
た
。

　

一
方
、
各
施
設
内
で
は
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
が
指
導
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
開

催
。
憩
い
の
広
場
は
、
北
区
や
板
橋

区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
団
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
た
。

延
べ
1
万
3
0
0
0
人
が
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
と
と
も
に
汗
を
流
し
、
思
い
出
深

い
一
日
と
な
っ
た
。

12

3

photo by  PHOTO K ISH IMOTO
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ツ
と
環
境・地
域
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
の
環
境
保
全
・
啓

発
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
０
８
年
に
は
、
競
技

毎
に
実
践
的
な
取
り
組
み
を
提
示
し

た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
発
行
の
『
Ｉ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ

と
環
境
・
競
技
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を

翻
訳
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
独
自
に
制
作
。

「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ 

Ａ
ｃ
ｔ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
（
地
球
規
模

で
考
え
、
足
も
と
か
ら
行
動
す
る
）」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
制
定
し
た
。

　

加
え
て
、
環
境
省
が
推
進
し
て
い

る
C
O
2
削
減
に
向
け
た
具
体
的
な

行
動
を
提
案
し
、
そ
の
実
践
を
広
く

呼
び
か
け
る
運
動
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
」

に
も
参
加
。
環
境
省
と
の
連
携
に
よ

る
環
境
保
全
・
啓
発
活
動
と
も
連
携

し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
２
０
０
１
年
よ
り
「
ス

ポ
ー
ツ
環
境
専
門
委
員
会
」
を
設
置

し
、
加
盟
団
体
と
共
に
環
境
活
動
の

啓
発
・
実
践
活
動
を
推
進
。
２
０
０
３

年
に
Ｎ
Ｏ
Ｃ
中
で
初
め
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
に
認
証
登
録
し
た
。ま
た
、

環
境
啓
発
の
た
め
に
、
毎
年
ポ
ス
タ
ー

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
年
度
の

活
動
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
各
団
体

に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
公
式
サ
イ

ト
に
「
ス
ポ
ー
ツ
と
環
境
」
の
ペ
ー
ジ

を
制
作
。
２
０
０
４
年
か
ら
は
加
盟

団
体
の
担
当
者
を
対
象
と
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
と
環
境
・
担
当
者
会
議
」
を
、

２
０
０
５
年
か
ら
は
各
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
た
め
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
、環
境
保
全
は

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る

ン
」
の
配
信
が
始
ま
っ
た
。
２
０
０
９

年
度
か
ら
は
サ
イ
ト
内
に
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
の
卵
達
の
日
々
の
活
動
や
、
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
最
新
の
様
子
を
紹
介
す
る

「
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
ダ
イ
ア
リ
ー
」
が

ス
タ
ー
ト
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
ア

ス
リ
ー
ト
情
報
を
配
信
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
推
進
に
努
め

て
い
る
。

　

広
報
誌
『
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
』
は

Ｊ
Ｏ
Ｃ
発
行
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ガ

ジ
ン
。
２
０
０
８
年
度
よ
り
年
１
回

発
行
し
て
い
る
。
全
国
の
高
等
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
の
あ
る
学
部
を
持
つ

大
学
な
ど
に
寄
贈
、
ま
た
希
望
者
に

は
有
償
に
て
販
売
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
公
式
サ
イ
ト
は
、「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」「
競
技
情
報
」「
選
手
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」「
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
と
は
」「
選

手
強
化
」「
国
際
総
合
競
技
大
会
」「
Ｊ

Ｏ
Ｃ
」
と
い
う
各
カ
テ
ゴ
リ
に
沿
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴

史
や
大
会
情
報
、
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
チ
ー

ム
ジ
ャ
パ
ン
情
報
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
活
動
や

選
手
強
化
情
報
等
を
随
時
公
開
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
2
0
0
8
年
度
か
ら
は

毎
月
下
旬
に
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

Wｅ
ｂ
や
紙
媒
体
を
利
用
し
た

積
極
的
な
情
報
の
発
信

C h a p t e r

2

スポーツを通して
環境の大切さを伝える
～美しい地球を守るために～

 環境活動

IOCは1990年代、オリンピックムーブメントに、

従来の「スポーツ」「文化」の他に、新たに「環境」を加えた。

以来、IOCのスポーツと環境委員会をリーダーとして、

NOC（国内・地域オリンピック委員会）は、

環境保全・啓発活動を推進している。

JOCオリンピック・アスリート情報
を適切に伝える
～プロモーション活動も大切な役割～

 JOC公式サイト／ JOCメールマガジン／広報誌「OLYMPIAN」

ＪＯＣでは、オリンピックムーブメント推進を目的に、

オリンピック競技大会および関連する情報の提供・発信元として、

ＪＯＣ公式サイトとＪＯＣメールマガジン、

広報誌『ＯＬＹＭＰＩＡＮ』を制作している。

岩崎恭子
（水泳・競泳）

大林素子
（バレーボール）

岡田武史
（サッカー）

荻原健司
（スキー・ノルディック複合）

黒岩敏幸
（スケート・スピード）

小林孝至
（レスリング）

瀬古利彦
（陸上競技・長距離）

塚原光男
（体操）

中村淳子
（柔道）

原田早穂
（水泳・シンクロナイズドスイミング）

松岡修造
（テニス）

八木沼純子
（スケート・フィギュア）

（左）温暖化防止を訴えるポスター（右）福岡で開催された「第５回JOCスポー
ツと環境・地域セミナー」。パネリストたちによる講演や、JOCスポーツ環境
アンバサダーの塚原光男さんと岩崎恭子さんによるトークショーが行われた

J O C  A c t i v i t y  R e p o r t

http://www.joc.or.jp/eco/

JOCスポーツ環境アンバサダー一覧（五十音順）

公式サイトでは、オリ
ンピック競技大会や
オリンピックに関連
する最新情報を掲載。
『OLYMPIAN』では、よ
り詳しい競技・アスリー
ト情報を提供している

http://www.joc.or.jp/
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音楽もスポーツも最高の瞬間を
観客と分かち合うもの
～三村奈々恵さんが語る「オリンピックコンサート2009」～

 オリンピックコンサート

2009年6月14日に東京・渋谷のNHKホールで行われた

「オリンピックコンサート2009」にゲスト出演した、

マリンバの世界的奏者である三村奈々恵さん。

スポーツの映像と音楽がコラボレーションしたオリンピックコンサートに、

今までにない魅力を感じたという。

　

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

に
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
初
出
演
し
た
の

が
、
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
三
村
さ
ん
だ
。

「
広
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
し
た
が
、
観

客
の
皆
さ
ま
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
固か

た

唾ず

を
飲
ん
で
見
守
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
マ
リ
ン
バ
の
音
色
に
集
中
し
て
耳

を
傾
け
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
。
マ
リ

ン
バ
と
い
う
楽
器
は
初
め
て
聴
く
方

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
応
援
す

る
よ
う
な
気
持
ち
で
聴
い
て
下
さ
っ
て

い
る
の
が
分
か
り
、
本
当
に
心
地
よ
く

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
番
の
魅

力
は
、
そ
の
温
か
い
雰
囲
気
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

三
村
さ
ん
は
1
曲
目
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
共
に
軽
快
な
『
道
化
師
の
ギ
ャ

ロ
ッ
プ
』
と
『
剣
の
舞
』
を
メ
ド
レ
ー

で
演
奏
、２
曲
目
は
オ
ペ
ラ
の『
カ
ヴ
ァ

レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
』
の
間
奏

曲
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
マ
リ
ン
バ
・
ソ

ロ
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
２
曲
目
を
勝
負

と
考
え
、
あ
え
て
ソ
ロ
の
バ
ラ
ー
ド
を

選
ん
だ
と
い
う
。

「
実
は
バ
ラ
ー
ド
の
よ
う
な
マ
リ
ン
バ

の
音
色
だ
け
が
響
く
曲
の
方
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
た
く
さ
ん
必
要
で
、
そ
れ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
は
６
月

23
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
を
記
念
し

て
毎
年
6
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
は
世
界
中
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
は
日
本
独
自
で
実
施
。「
映
像

と
音
楽
で
蘇
る
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
」
を

テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

の
形
式
を
と
り
つ
つ
ス
テ
ー
ジ
上
の
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
映
像

を
流
し
、
曲
間
に
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
よ

る
ト
ー
ク
を
交
え
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー

ツ
と
音
楽
を
融
合
さ
せ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
誰
も
が
親
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。　

「オリンピックコンサート２００９」では北京オリンピックの映像をドラマティックに大型スクリーンに映し、バンクーバー冬季オリンピックに向けて思いをひとつにするコンサートとなった

観
客
の
気
持
ち
が
力
に

感
動
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

photo by  AFLO/JOC
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な
い
子
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
。
私

は
手
首
の
ス
ナ
ッ
プ
や
ボ
ー
ル
を
打
つ

と
き
の
全
身
の
使
い
方
、
ま
た
打
つ

瞬
間
に
余
計
な
力
を
入
れ
な
い
こ
と

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
に
染
み

込
ん
だ
も
の
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
さ
せ
て
く
れ
た
父
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
参
加
と
な
っ
た
三
村
さ
ん
。
普
段
と

は
違
う
演
出
を
通
し
て
、
改
め
て
音

楽
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ス

テ
ー
ジ
の
雰
囲
気
も
華
や
か
で
、
柴

田
亜
衣
さ
ん
が
司
会
を
し
、
ゲ
ス
ト

に
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
が
来
場
す
る

な
ど
、
お
祭
り
の
よ
う
で
し
た
。
音

楽
と
ス
ポ
ー
ツ
の
異
文
化
交
流
で
す

ね
。
結
果
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通

じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音
楽
は
と
て
も
似

て
い
る
と
感
じ
、
初
心
を
思
い
出
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽
も
ス

ポ
ー
ツ
も
、
最
高
の
瞬
間
を
観
客
と

分
か
ち
合
う
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス

ポ
ー
ツ
も
生
で
観
戦
し
た
時
の
躍
動

感
は
素
晴
ら
し
い
で
す
し
、
音
楽
も

ラ
イ
ブ
で
聴
い
た
時
の
感
動
は
大
き

い
も
の
で
す
ね
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ス

ポ
ー
ツ
と
音
楽
が
融
合
し
た
新
た
な

魅
力
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。

だ
け
観
客
の
方
に
も
伝
わ
る
ん
で
す
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な
ど
も
き
っ
と

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
奏
者
と
お

客
様
が
共
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
３

階
席
の
い
ち
ば
ん
上
の
方
に
い
る
方
の

様
子
ま
で
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る

ん
で
す
。
奏
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
お
客

様
に
伝
わ
っ
て
巡
り
、
自
分
に
返
っ
て

く
る
。
だ
か
ら
、
選
手
の
方
々
が
声

援
を
味
方
に
し
て
力
を
発
揮
す
る
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
し

た
。
私
も
お
客
様
か
ら
元
気
を
も
ら

え
る
、
素
晴
ら
し
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

三
村
さ
ん
は
、
身
体
を
大
き
く
使
っ

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
で
観
客
の

心
を
奪
っ
た
。

「
マ
リ
ン
バ
は
全
身
を
使
っ
て
演
奏
す

る
、と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
楽
器
で
す
。

大
き
な
も
の
で
横
幅
は
３
ｍ
弱
も
あ

り
、
そ
れ
に
重
た
い
マ
レ
ッ
ト
と
い
う

バ
チ
を
片
手
に
２
本
ず
つ
持
っ
て
、
反

復
横
跳
び
を
す
る
よ
う
に
演
奏
す
る
。

体
の
前
側
の
筋
肉
も
足
も
パ
ン
パ
ン

に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
（
笑
）。
32
年
間
演
奏
し
続
け
て

い
る
の
で
、
演
奏
で
使
う
背
中
の
僧

帽
筋
や
腕
の
筋
肉
が
異
常
に
発
達
し

て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
演
奏
を
支
え
て
い
る
の
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
き
た
テ
ニ

ス
、ス
キ
ー
、水
泳
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

「
い
ま
学
生
に
マ
リ
ン
バ
を
教
え
て
い

ま
す
が
、
手
首
の
ス
ナ
ッ
プ
を
使
え

観客の温かい空気に背中を押されたという三村さん。３ｍ弱も横幅のあるマリンバを、時に力強く、時にしなやかに演奏し、
観客の心をつかんだ

「応援を味方に、お客様から元気をもらえるコンサート」

C h a p t e r

2

近代オリンピックの復興と、国際オリンピッ
ク委員会（IOC）の創設が決議された1894
年 6月23日のオリンピックデー。これを記念
して、JOCが 1997年から開催している文化
イベントで、クラシック音楽とオリンピック映
像を融合させたコンサートだ。2009年度は「あ
の感動をもう一度、挑戦ニッポン！～2016年
東京へ！～」をテーマに、過去のオリンピック
の名場面映像をバックに、全13曲が演奏さ
れた。オリンピアンもゲストとして参加し、曲
の間に楽しいトークを披露。また、さまざまな
演出によりオリンピックを身近に感じてもらい
ながら、オリンピックムーブメントの普及・啓
発を行っている。

オリンピックコンサートとは

２００９年は、柴田亜衣さん（水泳／競泳）が初
の司会に挑戦。ゲストの小谷実可子さんらとトー
クショーを繰り広げた

ス
ポ
ー
ツ
で
身
に
つ
け
た
こ
と
が

マ
リ
ン
バ
の
演
奏
の
土
台
に

J O C  A c t i v i t y  R e p o r t

1974年生まれ、長野県茅野
市で育つ。国立音楽大学を
首席で卒業、ボストン音楽
院で修士号を取得。卓越し
たテクニックと情感あふれる
サウンドが評価され、史上3
人目の「アロージ賞」（スイス）
を受賞。ニューヨークの「カー
ネギーホール」でデビューリ
サイタルを行い、国際アー
ティストとして活躍中。

三村奈々恵
Nanae Mimura
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ＯＣではオリンピック競技大会で実施される正式競
技の日本代表として参加可能な者をオリンピック強

化指定選手として認定し、その自覚を促すとともに、効果
的な強化活動の展開を図ることを目的にオリンピック強化
指定選手制度（アスリートプログラム）を制定している。
実施している事業内容は次の通り。
（１）定期的な健康診断や体力測定
（２）当該競技団体への強化スタッフの配置
（３）上記強化スタッフ連絡会議の開催
（４）国内外の強化合宿、海外遠征
（５）その他、強化に必要な諸事業
　強化指定選手は、当該競技団体から推薦されたものの
中から、次の3つの条件のひとつ以上を満たした選手が認
定される。
（１） 当該競技団体がオリンピック競技大会の候補選手とし
て決定した者
（２） オリンピック競技大会参加標準記録の突破、及び地
域予選会、世界ランキング等により参加資格を獲得した者
（３） 当該競技団体が将来特に有望であると認定した者
　なお各競技・種目ごとの人数は、原則としてオリンピッ
ク競技大会参加可能数の2倍以内とする。
　また強化指定選手のうちオリンピック競技大会でメダル
の獲得など入賞が期待される者は、エリート、ユースエリー
トとして認定され、エリートに対しては専任の強化スタッフ
が配置される。
　強化指定選手、強化スタッフは、ともに本会会長名によ
り認定、委嘱を行い、その期間は原則としていずれも当該
年の4月1日から翌年3月31日までの1年間とする。但し、
この期間中であっても、事情に応じて4半期毎に新たに追
加、あるいは解除することができる。

ＯＣは、加盟競技団体に所属の若手指導者をス
ポーツ指導者海外研修員として海外に派遣し、

その専門とする競技水準の向上に関する具体的な方法
等について研修させるとともに、海外の選手強化対策、
指導者養成の実態について調査・研究に当たらせ、将
来我が国のスポーツ界を担う指導者として育成する事
業を行っている。
　海外研修員は、次の条件すべてを満たす者の中から
選考される。
（１） 帰国後すぐに、本会の強化スタッフとして推薦で
き、競技団体における指導者として活躍できること
（２） 渡航先の研修施設の受け入れの保証があること
（３） 勤務先等の所属長より渡航の承諾を受けていること
（４） 外国での研修に耐えうる語学力を有すること
（５） 当該年度の8月末日までには渡航先に出発できる
見込みがあること
　海外研修員には長期派遣者（研修期間2年以内）と
短期派遣者（同1年以内）があり、原則として1カ所に
おいて集中的に研修する。
　平成 21年度には、長期派遣者3名と短期派遣者6
名の合わせて9名を派遣し、国際舞台で活躍できる人
材の育成を図っている。平成 22年度は短期派遣者3
名を派遣する。

J

Jスポーツ指導者
海外研修
http://www.joc.or.jp/foreign_trainee/
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平成22年度 スポーツ指導者海外研修事業
研修員

選手強化事業

国際大会で活躍できる選手を育てる
C h a p t e r

3

高地トレーニングなどの科学的なトレーニングの実践及びレース戦
略について学ぶ

高岡寿成（たかおか・としなり）／陸上競技
研修地≫アメリカ（マンモスレイク）

若年層からトップまでの育成方法について学び、次世代を支える指
導者としての資質を磨く

三原孝博（みはら・たかひろ）／卓球
研修地≫中国（河北省）

スキー技術、射撃技術、指導法を習得し、バイアスロン連盟組織の
あり方についても学ぶ

小舘　操（こだて・みさお）／バイアスロン
研修地≫オーストリア（ザルツブルク）
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ＯＣは、日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）とともに、世界ドー
ピング防止規定（ＷＡＤＡ規定）の署名当事者として、積極的にア

ンチ・ドーピングの普及・啓発活動に取組んできた。
　ドーピングは、選手の健康を害するばかりか、スポーツの理念や価値を
損ない、青少年に悪影響を与える行為であり、国際的にも、2005年10月、
第 33回国際連合教育科学文化機構（ユネスコ）総会において採択され
た「スポーツにおけるドーピングの防止に関する国際規約（規約）」が世
界190カ国以上で締結され、ドーピング防止活動に取り組まれている。
　ＪＯＣでは、2007年５月、国内ドーピング防止機関として国の指定を受
けたＪＡＤＡと協力し以下の活動を実施している。
（１） 競技団体及び選手への居場所情報に関する啓発活動
（２） 国際総合競技大会への選手派遣にあわせたドーピング検査の実施
（３） ＷＡＤＡ関連会議への出席及び情報収集
（４） その他、ＪＡＤＡの諸活動に関わる協力

OCコーチ会議では、オリンピックに向けての
強化策や取り組みについて、ＪＯＣ加盟競技

団体強化担当者、ＪＯＣ強化スタッフらを招集し情報
交換を行っている。
　平成 22年度は、4月27日、約 300 名が参加し、
味の素ナショナルトレーニングセンターで開催。（１）
バンクーバー冬季オリンピックにおける勝因・敗因
を検証し、ソチ冬季オリンピックへ繋げる（２）ロン
ドンオリンピックへ向けた課題と方策を明確にし、強
化策を再構築する̶̶の２つのテーマについて話し
合った。

Ｊ

J

ＪＯＣでは、国際大会で活躍できる選手を育てるため、多方面からの選手強化事業に取り組んでいる。
「味の素ナショナルトレーニングセンター」や「アスリートプログラム」で選手の練習環境を支援するほか、
「スポーツ指導者海外研修」では若手指導者を海外に派遣し、スポーツ界を担う人材を育成。
オリンピックや国際競技大会で素晴らしいパフォーマンスを行えるよう、支援している。

77

ＯＣでは、文部科学省の次世代アスリート特別強化推進事業を
受託し、オリンピック競技大会で活躍できる競技者の育成強化

を推進するため、メダル獲得に向けた国際競技力向上方策（中・長期
的な強化プラン）を促進させている。
　本年度は、競技団体評価ランク特Ａ、Ａ、Ｂの19団体（夏季のみ）
のうち、希望のあった18団体の強化活動全般を統括するナショナル
コーチ18名、アシスタントナショナルコーチ23名の計41名を任命した。

吉村和郎（柔道）、上野広治（水泳）、髙田裕次（レスリング）、渡辺守成（体操）、尾
縣貢（陸上競技）、原博実（サッカー）、中村健次（セーリング）、成田明彦（バレーボー
ル）、右近憲三（テニス）、前原正浩（卓球）、班目秀雄（自転車）、江村宏二（フェン
シング）、朴柱奉（バドミントン）、D.マックスラート（ボート）、飯島健二郎（トライア
スロン）、山中学（ホッケー）、篠宮稔（ウエイトリフティング）、岸髙清（ライフル射撃）

ナショナルコーチ

平井伯昌（水泳）、佐藤満、吉田栄勝（レスリング）、バツラー･セルギー、山﨑浩子（体操）、
上田栄治、佐々木則夫（サッカー）、田名部雅子（セーリング）、瀬戸山正二（バレーボール）、
増田健太郎、谷澤英彦（テニス）、倉嶋洋介、渡邊隆司（卓球）、村田正洋（自転車）、
A.ゴルバチェク、V.ルカシェンコ（フェンシング）、米倉加奈子、リオニー･マイナキー
（バドミントン）、坂本剛健（ボート）、山倉紀子、尾内香（トライアスロン）、高橋章（ホッ
ケー）、佐々木廣郎（ライフル射撃）

アシスタントナショナルコーチ

次世代アスリート
特別強化推進事業

http://www.joc.or.jp/anti_doping/

アンチ・
ドーピング

Ｊ
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1.味の素ナショナルトレーニングセンターの外観　2.陸上トレー
ニング場　3.卓球場には実際のオリンピックや各国際大会で使
用されるものと同様の卓球台が設置されている　４.2011年に完成
予定のアスリートヴィレッジ南棟　５.栄養管理食堂「SAKURA 
Dining」では選手に合った食事を選べる　６.JOCナショナルコーチ
アカデミーではトップアスリートを指導するコーチの養成を行う

2

1

3

4

5

6

78

の素ナショナルトレーニングセンターは、日本のトップ
レベル競技者専用トレーニング施設として2008年１月

供用開始。隣接する国立スポーツ科学センターと連携を図り
ながら、国際競技力の向上に取り組んでいる。

C h a p t e r

3J O C  A c t i v i t y  R e p o r t

味の素ナショナルトレーニングセンター内では対応できない屋外系競技、海洋・水辺系競技、冬季
競技、高地トレーニングについては、既存の施設を国が「ＮＴＣ競技別強化拠点」として指定。Ｊ
ＯＣは指定施設に対して、医・科学面でのサポートや情報のネットワーク構築等、高機能化のため
の支援を行う他、各施設担当者を招いての研修会等を実施している。

ＮＴＣ競技別強化拠点

国外の強化拠点整備の一環として、イギリス・ラフ
バラ大学と提携。2012年のロンドンのオリンピック
に向けた日本選手団の事前合宿や人的交流等、さま
ざまな面での日英相互協力が可能になった。

ワールドネットワーク（ラフバラ大学）

ラフバラ大学は英国イーストミッド
ランド地方レスター州の北部にある

味

国内各競技団体、競技施設、JOCパートナー都市、国立スポーツ科学センター
等の各種団体・施設との連携を促進し、ネットワーク化。相互の人材交流
や情報交換を展開する。

拠点ネットワーク・情報戦略事業

国際競技ルールに準拠した各競技施設。デジタルハイビジョンカメラと大型
スクリーンが設置され、パフォーマンス分析を行うことが可能。

1.屋内トレーニングセンター

最先端の設備と機能を備えたトレーニング施設として、国際舞台の頂点を目
指すアスリートのトレーニングを支えている。

施設概要

全米オープン、全仏オープンのサーフェスを再現した２種類のコートを設置。

4.屋内テニスコート

屋根付きの400ｍトラックのほか、傾斜走路、砂場走路などを設置。
3.陸上トレーニング場

258名が宿泊可能。栄養管理食堂「SAKURA　Dining」では栄養士が常駐し、
選手に最適な食事バランスをアドバイスしている。長期・短期問わず様々な
合宿に対応可能。2011年春には約200名を収容できる南棟も完成予定だ。

2.アスリートヴィレッジ

中長期的な視野での日本の国際競技力向上を目指し、
若手育成、指導者養成、引退後のキャリア支援の３つ
の面から「ＪＯＣスポーツアカデミー事業」を展開して
いる。①「ＪＯＣナショナルコーチアカデミー」では、国
際的競技水準を踏まえた戦力・強化指導を行い、国際舞
台で活躍できるアスリートを生み出すコーチを養成。②
「ＪＯＣエリートアカデミー事業」ではオリンピックをはじ
めとした国際競技大会で将来活躍できる選手を恒常的
に育成するために、トップアスリートとして必要な競技
力、人間力の向上を図る。③「ＪＯＣキャリアアカデミ
ー事業」では、現役引退後の不安を取り除くことで競
技に集中できるようサポートし、また選手、コーチの人
的資源を社会に還元していくことを目指している。

JOCスポーツアカデミー事業

JOCキャリアアカデミーでは、引退後の進路相
談などを受け付けている
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OC では、日本国内において、スポ
ンサーシッププログラム、ライセン

シングプログラムをはじめとするさまざま
なマーケティングプログラムを実施してい
る。主なマーケティングプログラムは以下
のとおりとなっている。

OCのマーケティング活動への協賛
を通してご支援いただいている企業

に対し、JOCマーク、公式呼称、選手の
肖像、オリンピック日本代表選手団に関す
る映像等をはじめとするJOCが所有・管
理する以下のような知的財産の使用を承
認し、JOC、日本代表選手団及び日本のオ
リンピックムーブメントの推進を支えてい
ただいている。

1. 主なスポンサーシッププログラム
○ JOCのマーク
・第2エンブレム
・スローガン「がんばれ！ニッポン！」
・ JOC コミュニケーションマーク
・オリンピック日本代表選手団公式応援マーク 等

○公式呼称
（JOC及び日本代表選手団との関係を表す呼称）
例： JOCオフィシャルパートナー
 オリンピック日本代表選手団を応援しています
 JOC公式ライセンス商品　等

2. シンボルアスリートの肖像
・JOCが管轄するシンボルアスリートの肖像
（容姿、氏名、イラスト、通称、サイン等）

・オリンピックをはじめとする国際総合競技大会
・ JOC の所有する動画及び静止画像

3. 日本代表選手団に関する映像

マーケティング事業

JOCの理念を円滑に実現するための活動
C h a p t e r

4

マーケティングの目的
Vision

Ｊ

J

Rights
マーケティングに活用する権利

スローガン「がんばれ！ニッポン！」

Programs
マーケティング

プログラムの種類

1. 主なスポンサーシッププログラム
◯ 2009 ～ 2012 JOC パートナーシッププログラム
2009～ 2012 JOCパートナーシッププログラムは、
複数階層によるスポンサーシップ制を採用し、JOC
ゴールドパートナーとJOCオフィシャルパートナーの
2 つのパートナー制によって構成される。

・JOCゴールドパートナー
JOCパートナーシッププログラムにおける国内最高位
のパートナー。JOC・日本代表選手団に関する権利、
パートナータイアップに関する権利、パートナーリコ
グニションに関する権利、ホスピタリパッケージに関
する権利、パートナーサービスに関する権利、共同事
業開発プログラムに関する権利のスタンダードプログ
ラムに加え、ゴールドパートナー特典権利である、シ
ンボルアスリートの肖像使用権等が付与されている。

・JOCオフィシャルパートナー
JOC・日本代表選手団に関する権利、パートナータ
イアップに関する権利、パートナーリコグニション
に関する権利、ホスピタリパッケージに関する権利、
パートナーサービスに関する権利、共同事業開発プ
ログラムに関する権利を有する。

○TOP パートナープログラム
国際オリンピック委員会の主導により実施されてい
るオリンピックに関する最高位のスポンサーシッププ
ログラム。全世界で、オリンピックに関するマーク類
及び参加している選手団に関する知的財産等を契約
した商品・サービスに関して使用することができるプ
ログラム。日本国内においては、オフィシャルパート
ナーと同等の権利を有する。

2. ライセンシングプログラム
　（ 商品化プログラム）

◯ JOC オフィシャルライセンシングプログラム
日本国内で、契約した商品にJOC のマークを使用し
て販売することができる商品化プログラム。

JOC 第2エンブレム

第21回オリンピック冬季競技大会
（2010/バンクーバー）

日本代表選手団公式応援マーク

OCでは、「オリンピックを通じて、
人類が共に栄え、文化を高め、世

界平和の火を永遠に灯し続ける」という
JOCの理念を実現するために、オリンピッ
クをはじめとする国際総合競技大会（※）
への日本代表選手団の派遣、オリンピック
ムーブメントの推進、そして選手の育成・
強化事業に取り組んでいる。こうした活動
に必要となる資金、専門的なノウハウ等を
ご提供いただき、JOC、日本代表選手団及
び日本のオリンピックムーブメントの推進
を支えていただくための仕組みが、JOCの
マーケティング活動である。

J

※ JOCが管轄している国際総合競技大会／オリン
ピック競技大会、アジア競技大会、ユニバーシアー
ド競技大会、東アジア競技大会　等

JOCオフィシャルパートナー
※ TOPパートナーにも同等権利が与えられる

JOC
ゴールド
パートナー

オリンピックファミリー

2009～2012
JOCパートナーシッププログラムの構造

JOCのマーケティング
http://www.joc.or.jp/aboutjoc/
marketing/

Marketing
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平成21・22年度

（財）日本オリンピック委員会役員紹介
C h a p t e r

5

たなか・ひでとし
1946年12月生まれ。日本ユニバー
シアード委員会委員長、表彰専門
委員会委員長、㈶日本相撲連盟
副会長、国際相撲連盟会長、第
25回ユニバーシアード競技大会
（2009／ベオグラード）日本代表
選手団団長、大学役員。

田中英壽
常務理事

うえむら・はるき
1951年 2月生まれ。選手強化本
部本部長、ナショナルトレーニン
グセンター委員会副委員長、㈶全
日本柔道連盟会長、第 29回オリ
ンピック競技大会（2008/ 北京）
日本代表選手団総監督、第21回
オリンピック競技大会（1976／モ
ントリオール）柔道無差別級金メ
ダリスト、団体役員。

上村春樹
常務理事

いちはら・のりゆき
1941年 10月生まれ。㈶日本ハン
ドボール協会副会長、第29回オ
リンピック競技大会（2008／北京）
日本代表選手団副団長、第15回
アジア競技大会（2006／ドーハ）
日本代表選手団総監督、第 3回
東アジア競技大会（2001／大阪）
日本代表選手団団長、大学特別客
員教授。

市原則之
専務理事

みずの・まさと
1943年 5月生まれ。IOCスポーツ
と環境委員会委員、第５回東アジ
ア競技大会（2009／香港）日本
代表選手団団長、IOCオリンピッ
クオーダー受章（2001）、会社役員。

水野正人
副会長

たけだ・つねかず
1947年11月生まれ。㈶日本体育
協会理事、（特非）日本オリンピア
ンズ協会会長、㈳日本馬術連盟
副会長、IOC第 22回オリンピック
冬季競技大会（2014／ソチ）調
整委員会委員、アジアオリンピッ
ク評議会（OCA）理事、国内オリ
ンピック委員会連合（ANOC）理事、
国際馬術連盟名誉副会長、会社
役員。

竹田恆和
会長

ふくだ・とみあき
1941年12月生まれ。ナショナルト
レーニングセンター委員会委員長、
味の素ナショナルトレーニングセ
ンターセンター長、㈶日本レスリ
ング協会会長、国際レスリング連
盟副会長、第 29回オリンピック
競技大会（2008／北京）日本代
表選手団団長、第15回アジア競
技大会（2006／ドーハ）日本代
表選手団副団長他、会社役員。

福田富昭
副会長

あおき・つよし
1947年1月生まれ。総務委員会副
委員長、マーケティング委員会委
員長、㈶日本水泳連盟副会長、第
26回オリンピック競技大会（1996
／アトランタ）・第29回（2008／
北京）日本代表選手団本部役員。

青木　剛
理事

きむら・こうじ
1940年12月生まれ。総務委員会
委員長、国際専門委員会委員長、
㈶日本卓球協会副会長、国際卓
球連盟副会長、大学非常勤講師。

木村興治
常務理事

いたばし・いちた
1944年12月生まれ。スポーツ環
境専門委員会委員長、財務専門
委員会副委員長、ナショナルトレー
ニングセンター委員会副委員長、
団体役員。

板橋一太
常務理事

あらきだ・ゆうこ
1954年 2月生まれ。アスリート専
門委員会委員長、㈶日本バレーボー
ル協会執行役員、アジアオリンピッ
ク評議会（OCA)理事、OCAアスリー
ト委員会委員長、第29回オリンピッ
ク競技大会（2008／北京）日本代
表選手団本部役員、第21回オリン
ピック競技大会（1976／モントリ
オール）バレーボール女子金メダリ
スト、団体役員。

荒木田裕子
理事

いがや・ちはる
1931年 5月生まれ。（財）日本体
育協会顧問、（特非）日本オリンピッ
クアカデミー会長、㈳日本トライ
アスロン連合名誉会長、国際トラ
イアスロン連合副会長、第7回オ
リンピック冬季競技大会（1956／
コルチナ・ダンペッツォ）スキー・
アルペン銀メダリスト、団体役員。

猪谷千春
理事／ IOC委員

おかの・しゅんいちろう
1931年8月生まれ。㈶日本アンチ・
ドーピング機構副会長、㈶日本
サッカー協会名誉会長、東アジア
サッカー連盟名誉会長、第1回ア
ジア冬季競技大会（1986／札幌）
日本代表選手団団長、会社役員。

岡野俊一郎
理事／ IOC委員

おざき・まさのり
1945年 7月生まれ。総務委員会
副委員長、事業・広報専門委員会
委員長、国際専門委員会副委員
長、㈶日本ソフトボール協会専務
理事。

尾﨑正則
理事

さわき・けいすけ
1943年12月生まれ。選手強化本
部副本部長、情報･医･科学専門
委員会委員長、㈶日本陸上競技
連盟専務理事。

澤木啓祐
理事

さとう・ゆきお
1944年 6月生まれ。法務専門委
員会委員長、㈶全日本剣道連盟
常任理事、国際剣道連盟事務総
長、大学特任教授。

佐藤征夫
理事

かさや・ゆきお
1943年 8月生まれ。選手強化本
部副本部長、強化育成専門委員
会副委員長、㈶全日本スキー連盟
常務理事、第21回オリンピック冬
季競技大会（2010／バンクーバー）
日本代表選手団副団長、第11回
（1972／札幌）スキー・ジャンプ
70m級金メダリスト、会社役員。

笠谷幸生
理事

こうの・いちろう
1946年11月生まれ。アンチ・ドー
ピング委員会委員長、㈶日本アン
チ・ドーピング機構会長、㈶日本
ラグビーフットボール協会理事、
国際ラグビーボード理事、第 28
回オリンピック競技大会（2004／
アテネ）日本代表選手団本部役員
他、大学教授。

河野一郎
理事
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ふじわら・ようすけ
1953 年 6月生まれ。事業・広報
専門委員会副委員長。

藤原庸介
理事

もり・よしろう
1937年 7月生まれ。㈶日本体育
協会会長、㈶日本ラグビーフット
ボール協会会長、元内閣総理大臣、
衆議院議員。

森　喜朗
理事

ひらおか・えいすけ
1948年 3月生まれ。総務委員会
副委員長、財務専門委員会委員長、
法務専門委員会副委員長、㈳日
本ボート協会副会長、会社役員。

平岡英介
理事

ふくい・つよし
1957年6月生まれ。強化育成専門
委員会副委員長、JOCゴールドプ
ラン委員会副委員長、㈶日本テニ
ス協会常務理事、プロテニス選手。

福井　烈
理事

のがみ・よしじ
1942年 6月生まれ。国際専門委
員会副委員長、㈶日本ラグビーフッ
トボール協会評議員、会社役員。

野上義二
理事

はしもと・せいこ
1964年10月生まれ。(財 )日本ス
ケート連盟会長、第 21回オリン
ピック冬季競技大会（2010／バ
ンクーバー）日本代表選手団団長、
第16回（1992／アルベールビル）
スケート・スピードスケート銅メダ
リスト、第21回（2010／バンクー
バー）日本代表選手団団長、参議
院議員。

橋本聖子
理事

つかはら・みつお
1947年12月生まれ。選手強化本
部副本部長、強化育成専門委員会
委員長、表彰専門委員会副委員長、
㈶日本体操協会副会長、第19回
オリンピック競技大会（1968／メ
キシコシティー）、第20回（1972
／ミュンヘン）、第21回（1976／
モントリオール）体操競技金メダリ
スト他、会社役員。

塚原光男
理事

たしま・こうぞう
1957年 11月生まれ。JOCゴール
ドプラン委員会委員長、スポーツ
環境専門委員会副委員長、㈶日
本サッカー協会専務理事、第 29
回オリンピック競技大会（2008/
北京）日本代表選手団本部役員、
団体役員。

田嶋幸三
理事

いわだて・しょういち
1942年 3月生まれ。㈶日本自転車
競技連盟会長、団体役員。

岩楯昭一
監事

あいざわ・たかや
1946年 3月生まれ。(財 )日本体
育協会評議員、㈶全日本ボウリン
グ協会専務理事、団体役員。

相澤隆也
監事

平成21・22年度  JOC 組織機構図

〈評議員会〉

〈理事会〉

〈常務理事〉

〈連絡調整会議〉

〈総務委員会（常任委員会）〉

日
本
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
委
員
会

委
員
長
：
田
中
英
壽

〈選手強化本部（常任委員会）〉 〈専門委員会〉

会　　長：竹田恆和
副  会  長：福田富昭・水野正人
専務理事：市原則之
監　　事：相澤隆也・岩楯昭一

委員長：木村興治
副委員長：尾﨑正則・青木 剛・平岡英介

本部長：上村春樹
副本部長：澤木啓祐・笠谷幸生・塚原光男

田中英壽・上村春樹・木村興治・板橋一太

〈事務局〉
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・
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会
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ー
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昭
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ン
グ
委
員
会

委
員
長
：
青
木 

剛
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報
・
医
・
科
学
専
門
委
員
会

委
員
長
：
澤
木
啓
祐

J
O
C
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
委
員
会

委
員
長
：
田
嶋
幸
三

強
化
育
成
専
門
委
員
会

委
員
長
：
塚
原
光
男

女
性
ス
ポ
ー
ツ
専
門
委
員
会

委
員
長
：
平
松
純
子

国
際
専
門
委
員
会

委
員
長
：
木
村
興
治

ア
ス
リ
ー
ト
専
門
委
員
会

委
員
長
：
荒
木
田
裕
子

ス
ポ
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ツ
環
境
専
門
委
員
会

委
員
長
：
板
橋
一
太

事
業
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報
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委
員
会

委
員
長
：
尾
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則

表
彰
専
門
委
員
会

委
員
長
：
田
中
英
壽

法
務
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門
委
員
会

委
員
長
：
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藤
征
夫
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門
委
員
会

委
員
長
：
平
岡
英
介

平成22年４月末現在
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回
（開催年） 開催地（国） 開催期間 実施

競技数
実施
種目数

参加国
（地域）
数

参加
選手数

日本の参加者数 日本の
参加
競技数

日本のメダル
獲得数 団長 主将 旗手

役員
選手

計
男子 女子 G S B

1 （1896） アテネ（ギリシャ） 4.6～4.15 9 43 14 241 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
2 （1900） パリ（フランス） 5.14～10.28 18 95 24 997 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
3 （1904） セントルイス（アメリカ） 7.1～11.23 17 91 12 651 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
4 （1908） ロンドン（イギリス） 4.27～10.31 22 110 22 2,008 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
5 （1912） ストックホルム（スウェーデン） 5.5～7.27 14 102 28 2,407 2 2 0 4 1 0 0 0 嘉納治五郎
6 （1916） ベルリン（ドイツ）－中止
7 （1920） アントワープ（ベルギー） 4.20～9.12 22 154 29 2,626 3 15 0 18 3 0 2 0 嘉納治五郎
8 （1924） パリ（フランス） 5.4～7.27 17 126 44 3,089 9 19 0 28 4 0 0 1 岸　清一
9 （1928） アムステルダム（オランダ） 5.17～8.12 14 109 46 2,883 13 42 1 56 6 2 2 1 山本忠興 高石勝男 中沢米太郎

10 （1932）ロサンゼルス（アメリカ） 7.30～8.14 14 117 37 1,332 61 115 16 192 9 7 7 4 平沼亮三 織田幹雄
11 （1936） ベルリン（ドイツ） 8.1～8.16 19 129 49 3,963 70 162 17 249 13 6 4 10 平沼亮三 大島鎌吉
12 （1940） 東京（日本）－返上　ヘルシンキ（フィンランド）－中止
13 （1944）ロンドン（イギリス）－中止
14 （1948）ロンドン（イギリス） 7.29～8.14 17 136 59 4,104 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
15 （1952） ヘルシンキ（フィンランド） 7.19～8.3 17 149 69 4,955 31 61 11 103 12 1 6 2 田畑政治 古橋廣之進 沢田文吉

16 （1956）
メルボルン（オーストラリア） 11.22～12.8 16 145 67 3,155 45 101 16 162 12 4 10 5

田畑政治 竹本正男 笹原正三
ストックホルム（スウェーデン） 6.10～6.17 1 6 29 159 3 2 0 5 1 0 0 0

17 （1960）ローマ（イタリア） 8.25～9.11 17 150 83 5,338 52 147 20 219 16 4 7 7 春日　弘 糸山隆司 小野　喬
18 （1964） 東京（日本） 10.10～10.24 19 163 93 5,151 82 294 61 437 20 16 5 8 大島鎌吉 小野　喬 福井　誠
19 （1968）メキシコシティー（メキシコ） 10.12～10.27 20 172 112 5,516 32 153 30 215 17 11 7 7 大庭哲夫 菅原武男 遠藤幸雄
20 （1972）ミュンヘン（西ドイツ） 8.26～9.11 23 195 121 7,134 37 144 38 219 19 13 8 8 青木半治 中村祐造 篠巻政利
21 （1976）モントリオール（カナダ） 7.17～8.1 21 198 92 6,084 55 152 61 268 19 9 6 10 河野謙三 加藤沢男 猫田勝敏
22 （1980）モスクワ（ソビエト） 7.19～8.3 21 203 80 5,179 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
23 （1984）ロサンゼルス（アメリカ） 7.28～8.12 23 221 140 6,829 77 178 53 308 18 10 8 14 柴田勝治 山下泰裕 室伏重信
24 （1988）ソウル（韓国） 9.17～10.2 25 237 159 8,391 78 188 71 337 20 4 3 7 柴田勝治 斎藤　仁 小谷実可子
25 （1992） バルセロナ（スペイン） 7.25～8.9 28 257 169 9,356 114 181 82 377 21 3 8 11 古橋廣之進 古賀稔彦 中田久美
26 （1996）アトランタ（アメリカ） 7.19～8.4 26 271 197 10,318 189 160 150 499 23 3 6 5 古橋廣之進 谷口浩美 田村亮子
27 （2000）シドニー（オーストラリア） 9.15～10.1 28 300 199 10,651 171 158 110 439 24 5 8 5 八木祐四郎 杉浦正則 井上康生
28 （2004）アテネ（ギリシャ） 8.13～8.29 28 301 201 10,625 201 141 171 513 26 16 9 12 竹田恆和 井上康生 浜口京子
29 （2008） 北京（中国） 8.8～8.24 28 302 204 10,942 237 170 169 576 26 9 6 10 福田富昭 鈴木桂治 福原　愛

回
（開催年） 開催地（国） 開催期間 実施

競技数
実施
種目数

参加国
（地域）
数

参加
選手数

日本の参加者数 日本の
参加
競技数

日本のメダル獲
得数 団長 主将 旗手

役員
選手

計
男子 女子 G S B

1 （1924） シャモニー・モンブラン（フランス） 1.25～2.5 6 16 16 258 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
2 （1928） サン・モリッツ（スイス） 2.11～2.19 4 14 25 464 1 6 0 7 1 0 0 0
3 （1932） レークプラシッド（アメリカ） 2.4～2.15 4 14 17 252 5 17 0 22 2 0 0 0
4 （1936） ガルミッシュ・パルテンキルヘン（ドイツ） 2.6～2.16 4 17 28 646 14 33 1 48 3 0 0 0
5 （1948） サン・モリッツ（スイス） 1.30～2.8 4 22 28 669 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
6 （1952） オスロ（ノルウェー） 2.14～2.25 4 22 30 694 5 13 0 18 2 0 0 0
7 （1956） コルチナ・ダンペッツオ（イタリア） 1.26～2.5 4 24 32 821 7 10 0 17 2 0 1 0 竹田恒徳
8 （1960） スコー・バレー（アメリカ） 2.18～2.28 4 27 30 665 11 36 5 52 3 0 0 0 木原　均 猪谷千春 上野純子
9 （1964） インスブルック（オーストリア） 1.29～2.9 6 34 36 1,091 13 42 6 61 4 0 0 0 木原　均 長久保文夫 菊地定夫

10 （1968）グルノーブル（フランス） 2.6～2.18 6 35 37 1,158 16 53 9 78 4 0 0 0 西田信一 佐藤和夫 金入孝明
11 （1972） 札幌（日本） 2.3～2.13 6 35 35 1,006 20 70 20 110 6 1 1 1 柴田勝治 鈴木恵一 益子峰行
12 （1976）インスブルック（オーストリア） 2.4～2.15 6 37 37 1,123 15 51 6 72 6 0 0 0 山田正彦 笠谷幸生 鈴木正樹
13 （1980）レークプラシッド（アメリカ） 2.13～2.24 6 38 37 1,072 23 46 4 73 6 0 1 0 伴　素彦 久保田知男 若林　修
14 （1984）サラエボ（ユーゴスラビア） 2.8～2.19 6 39 49 1,272 30 32 7 69 5 0 1 0 竹田恒徳 出口弘之 高橋忠之
15 （1988）カルガリー（カナダ） 2.13～2.28 6 46 57 1,423 33 37 11 81 5 0 0 1 堂垣内尚弘 黒岩　彰 橋本聖子
16 （1992）アルベールビル（フランス） 2.8～2.23 7 57 64 1,801 42 42 21 105 5 1 2 4 堤　義明 佐々木一成 川崎　努
17 （1994）リレハンメル（ノルウェー） 2.12～2.27 6 61 67 1,737 45 49 16 110 5 1 2 2 南洞邦夫 橋本聖子 三ヶ田礼一
18 （1998） 長野（日本） 2.7～2.22 7 68 72 2,176 147 100 66 313 7 5 1 4 八木祐四郎 荻原健司 清水宏保
19 （2002）ソルトレークシティー（アメリカ） 2.8～2.24 7 78 77 2,399 109 61 48 218 6 0 1 1 竹田恆和 原田雅彦 三宮恵利子
20 （2006）トリノ（イタリア） 2.10～2.26 7 84 80 2,508 126 59 53 238 6 1 0 0 遅塚研一 岡崎朋美 加藤条治
21（ 2010） バンクーバー（カナダ） 2.12～2.28 7 86 82 約2,600 111 49 45 205 6 0 3 2 橋本聖子 岡部孝信 岡崎朋美

冬季大会

夏季大会
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